
    
      
        
      
    

  























悪役令嬢としてヒロインと婚約者をくっつけようと思うのですが、うまくいきません…。








枳莎
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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















※この作品はフィクションです。実在の人物、地名、団体とは一切関係ありません。
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　麗うららかな春の陽ひ射ざし。

　桜の花も美しく咲き誇る今日この頃ごろ、皆みな様さまどうお過ごしでしょうか？

　わたくしは目の前に広がる素晴らしい光景に目を奪うばわれています。

　新しい制服を身にまとった二人がお互いを見つめ合い、運命を感じている。

　出会いの瞬しゆん間かん──

　薄うす紅べに色いろの花びらが彼かれらを祝福するかのように風とともに舞まい踊おどる。

　さあ、ここから始まるのですね。




　わたくしの悪役令れい嬢じようライフが──
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　西さい園おん寺じ祀まつ莉り。中学三年生。私立の女子中学校に通っている。

　そろそろ進路を決めないと、という時期に彼かの女じよに転機が訪れた。……悪い方に。

「祀莉、ちょっといいか？」

　学校から帰宅し、玄関ホールに足を踏み入れて早々、父親に呼び止められた。

　いつもほんわかとした父親の雰ふん囲い気きがどこか重苦しく感じる。

（わたくし、何かしでかしてしまったのでしょうか……？）

　不安になりながらも近くにいた使用人に荷物を預けて、父親のもとへと向かった。

「あの、お父さま──」

　何かご用ですか、と続ける前に父親は口を開いた。

「祀莉、高校は華か皇おう院いん学園に通いなさい。いいね？」

「……はい？」

　父親は今なんと言っただろうか。数秒かけて言葉の意味を一つ一つ飲み込んでいく。

　高校……華皇院学園……通いなさい……、────っ!?

（待ってください！　その学園には彼かれが……！）

　私立華皇院学園。

　祀莉もその存在自体は知っていた。通う生徒は政治家、弁護士、医師、資産家等、メディアで耳にしたことがある名字、もしくは会社を経営する一族の子息令れい嬢じようがほとんど。

　祀莉自身も多くの会社を経営している四大資産家──北ほう条じよう、東とう大だい寺じ、南なん条じようと並ぶ、西園寺グループの令嬢。名前を書いて判を押せば、すぐに入学手続きは整うだろう。

　本来なら祀莉も中等部から通っていてもおかしくないのだが、中学はあえて女子中学校を選せん択たくした。

　──ある人物から逃げるために。




　漆しつ黒こくの髪かみに凜りんとした瞳ひとみを持つ男の姿が脳裏を掠かすめる。

　いつも不ふ機き嫌げんそうで、笑ったと思ったら他人を馬ば鹿かにしたような黒い笑み。

　口を開けば嫌いや味みばかりで、言い返すことができた試しがない。

　その男の名は、北条要かなめ。

　祀莉にとっては幼なじみであり、婚約者でもある。

（不本意ですが……）

　二人の婚約は南条家の令嬢と東大寺家の子息が恋こいに落ち、結婚すると言い出したことに始まる。

　当然反対されていたが、二人の努力のかいあって、最終的には結婚を認めてもらえることとなった。

　しかしこの結婚により四大資産家のバランスが崩くずれてしまう恐おそれがある。

　祀莉と要の婚約は、それを危き惧ぐしてなされた対策だと聞いている。

　その頃ころからだった。祀莉に対して要が意地悪になったのは。

　顔は怖こわいし、口は悪いし、態度もでかい。それなのに、とてもよく整った容姿が人々の心を魅み了りようし、誰だれもが彼とお近づきになりたいと思っている。

　小学校時代には彼のせいでクラスで孤こ立りつするはめになってしまった。

（要と同じ学園ということは、またあの時の悪夢が……っ!?）




『嫌です、嫌です！　絶対にやめた方がいいです！』

『そうです！　またあの時と同じ、地じ獄ごくの日々が待っているに決まっています！』




（わたくしの中の天使も悪あく魔まも拒きよ否ひしている……）

　つまり本能が止めているのだ。断れるものなら断りたい。

　この学園の入学、卒業は家にとっても自分にとっても、かなりのステータスになるようだが、そんなものはどうでもいい。

　祀莉には二つ下の弟がいるので跡を継ぐ必要もない。しかし……。

「頼む！　この通りだ祀莉!!」

「…………わかりました」

　真剣にお願いする父親を見て、「嫌です」とは言い出せなかった。

「本当かっ！　よ、よかったぁ……」

　父親は安あん堵どの声を上げ、近くのソファーへと腰こしを下ろした。

（うぅ……この小心者め）

　返事をしてしまったからにはもう覆くつがえらない。意志の弱い自分が憎にくらしい。

　中学を女子校にと望んだ時みたいに、わがままを言えば考え直してくれるだろうか。

「あの、お父さま……」

「ほら、祀莉！　これが来年から通う学園のパンフレットだ！　目を通しておきなさい」

　期待を持って呼びかけたが、それを遮さえぎるように笑顔で封ふう筒とうを渡わたされた。

（わたくしが通うのは決定事項ですか、そうですか……）

　流されるままに返事をしてしまったことに、今になって後こう悔かいが押し寄せてきた。

　どうにかして数分前に戻もどれないだろうか。

（……なんて考えても、もう遅いですね）

　潔く諦あきらめて自室へと向かい、手渡された封筒をじっと眺ながめる。

　手触りのいい上質な紙に金きん箔ぱくの校章が施されていた。

　中の書類を取り出して、まず目に入ったのは高校の名前。




　──私立華皇院学園。




　金色の文字と豪ごう華かなデザインで大きく印字されていた。

　かつて、華族や皇族の子息令嬢が通ったとされる名めい誉よある学園。

「なんて仰ぎよう々ぎようしい字面だこと……」

　そう口にした瞬しゆん間かん、おかしな感覚に襲おそわれた。

（──あれ？　以前も同じことを思ったような……）

　幼い頃とか、そんなのじゃない。もっと前。

　そう、たとえば生まれる前に……。

　聴覚ではなく視覚から取り入れた学園の名前。

　それによってだんだんと溢あふれ出てくる何か──。

　泉の底に眠っていたものが、投じられた小さな石で沸わき上がってくるように……波は紋もんが広がるように、一瞬で頭の中が他人の記き憶おくで満たされた。

（なんでしょう……なんだか見覚えがあるような、懐なつかしいような……）

　まるで心当たりがない記憶の存在に、不思議な感覚を味わいながら、祀莉はついにその正体をつきとめた。

（──これは……前世の記憶、でしょうか？）

　前世が存在するなんて、まるで物語のようだ。

　そう思いながらも冷静に頭の中に溢れる情報を整理してみることにした。




　その時の名前は……なぜだか思い出せない。

　祀莉の前世にあたる人物はずっと病院のベッドで過ごしていた。

　病弱なため、病室の外に出ることは許されなかった。

　ただ時間が流れるだけの日々を過ごしているだけ。

　毎日が退たい屈くつで仕方がないと自じ暴ぼう自じ棄きになっていた時、友達が気を遣つかって与えてくれたものがあった。

　年頃の女の子が好むような恋れん愛あいものの漫まん画がや小説。

　それが前世の自分に最高の娯ご楽らくを教えてくれた。

　退屈な入院生活が本さえあればいいと思うほど、いつしか夢中になっていた。

　そんなある日、彼女は容態が急変し、そのまま他界した。

　楽しみにしていた小説を読み終えないままに──。

（あぁ……、なんてもったいないことを……！）

　病気に勝てなかった前世の自分を責めたくなる。

　もし容態が急変しなければ、続きをキュンキュンしながら読み進めていただろう。

　いや、実際に容態が悪化しても読み続けていた。

　最後の記憶は看護師に小説を取り上げられているところだった。

　てこでも小説を放そうとしなかった前世の自分に痺れを切らした看護師が、「後でいつでも読めるから！」と言って小説を奪うばっていったのだ。

　……噓うそつきめ。




　そして思い出した。

　前世で最後に読んでいたのは、特に気に入っていた作者の恋愛小説。

　なんの因果か、祀莉はその小説の世界に転生していた。

（どうして今まで思い出さなかったのでしょう……）

　庶しよ民みんのヒロインが、セレブばかりが通う学園に入学して、素敵な恋をするシンデレラストーリー……だと思われる。

　何しろ冒頭部分しか読めていないので、その先は推すい測そくするしかない。

　ヒロインの名前は鈴すず原はら桜さくら。

　入学して早々男子生徒と出会っていた。きっとその生徒がヒロインの相手役だ。

　なんという名前だったのか、いったいどんな人物だったのだろうか……。

　自分の前世の記憶よりも、小説の内容を思い出すことに専念した。

（………………あら？　えっ？　ま、まさか!?）

　ヒロインの相手を探っていただけなのに、とんでもない事実を知ってしまった。

　その相手は祀莉の婚約者であり天敵でもある──北条要だった。




　まさかこんなにも身近な人間が同じく小説の登場人物だとは……。

（って、ちょっと待ってください！　要がヒロインの相手だとすると……──）

　頭の中で物語を読み進める。

　途中までしか読めていない上に、一言一句すべてを覚えているわけではないから、記憶が正しいとは限らないが……一つだけ確実に思い出すことができた。

　要とヒロインが出会ったすぐ後で、祀莉も登場していた。

　悪役令嬢よろしくヒロインに絡み、いちゃもんをつけているところに要が止めに入るというありがちな展開。

　要はヒロインを庇かばい、婚約者であるはずの祀莉には謝罪するよう要求していた。

　登場の仕方からして、これは明らかにライバルのポジションだ。

（──わたくしが悪役……!?　それに、要がまさかのヒロインの相手……）

　容姿端たん麗れい、頭脳明めい晰せき、スポーツも芸術分野も難なくこなすパーフェクト人間。

　見た目やステータスだけを見ると、この上なくヒーローとして申し分ない。

　現在は華皇院学園の中等部に通っている。

　要と同じ中等部に通う弟からの情報によると、生徒たちから〝王子様〟と呼ばれているらしい。

（それは要の本性を知らないから……）

　幼い頃からよく知っている祀莉には、でっかい態度でふんぞり返っている王様が目に浮うかんだ。昔はさんざん彼に振り回されたものだと感傷に浸る。

　そんな要もいずれヒロインにメロメロになっていくのかと思うとこれは見逃せない。

　ヒロインといえば……彼女は祀莉たちとは違ちがい、ただ名前を書いただけでは学園に入学させてもらえない。小説の中で、特待生枠を利用して入学したと語っていた。

（今年の特待生が〝鈴原桜〟なら……）

　──調べなくては。




　祀莉は父親に頼み、今年の特待生についての情報を得ることに成功した。

　父親曰いわく、特待生は鈴原桜で間違いないらしい。

（やっぱりです！）

　推測するにも及およばず、この世界は前世で読んでいた小説と一致している。

（つまりそういうことだったんですね！　ああ……なんて幸運！）

　最後まで読めなかった後悔と、続きを読みたいという必死な願いを、神様が聞き入れてくださったのだ。

　欲を言えば完全に傍ぼう観かん者しやとして見守りたかったが、そこまでわがままは言っていられない。与えてくださった奇跡に感謝しよう。

　己の立ち位置が悪役令嬢と知ったからには、大人しくしておくのが自身のためなのだろうが……ライバルがいなくては物語を動かすことができない。

　祀莉が父親の頼みを拒否できなかったのも、きっと物語を修正する力が働いたからだ。

　自分好みの物語を書く作者だったので、この作品もきっと満足のいくラストなのだろう。

　最後はハッピーエンドなのでしょう、そうでしょう。

　幸せそうに寄り添そう二人を思い描えがき、祀莉はうっとりとした笑みを浮かべた。

　ライバルの令嬢からもたらされる数々の嫌がらせや、幾いく多たの困難を乗り越え、最後はハッピーエンドで結ばれる。

　だいたい恋愛小説の流れってこんなものだろう。

（見たい！　すごく見たいです!!）

　嫌だと思っていた時とは打って変わり、早く入学式が来ないかと胸を躍おどらせた。

　どうせ自分は当て馬。要とは親同士で勝手に決められた婚約だし、本人同士は「あ、そうですか」程度の認識。

　むしろ昔から傍ぼう若じやく無ぶ人じんな要に恐きよう怖ふして過ごしてきた祀莉にとっては、笑顔で押しつけたい相手だった。

　目の前で小説の続きが見られる上に、人を人とも思っていない婚約者から解放されるという素晴らしい展開が待っている。

　──よし、

「わたくしの願望のために、ヒロインと要をくっつけましょう！」




　西園寺祀莉。

　己の欲よく望ぼうのために婚約者を差し出すことも辞さない、ある意味悪い令嬢だった──。
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　あれから数カ月が経たち、とうとうこの日がやってきた。

　玄関ホールに置かれている姿見で身なりをチェックする。

　スカート、リボン、髪かみに乱れはない。制服は白を基調としたもので、地味でもなく華か美びでもない落ち着いたデザインが、品のある生徒だと印象づけていた。

　さて、今日は入学式。

　自分の欲よく望ぼうのために己を犠ぎ牲せいにしてハッピーエンドを目指すという、めちゃくちゃな目標を立てて、祀まつ莉りは家を出た。

　今日から新しい学園生活が始まるんだと、胸を高鳴らせて──。




「──よう、祀莉」

「!?」

　学園の送迎に用意された車へ向かおうと駐車場に足を向けた時、聞き覚えのある男の声が耳に届いた。トラウマを蘇よみがえらせる声に全速力で逃げ出したくなったが、その気持ちをぐっと抑え込んで、声の主を見上げる。

（な、なんでいるんですか……!?）

　麗うららかな春の風に黒髪をなびかせた彼かれは口の端を上げて笑っていた。

　爽さわやかな笑顔ならいいが、祀莉には何か裏があるような笑みにしか見えない。

　漆しつ黒こくの制服がそれをまた過か剰じように演出している。
















「……要かなめ」

　震ふるえる唇くちびるでその人物──幼なじみであり、婚約者でもある北ほう条じよう要の名前を口にした。

　父親同士の仲がよく、幼い頃ころから要と会う機会は多かった。

　同じ小学校に入学させられ、六年間同じクラスで過ごした。当時から勉強もできればスポーツでも活躍を見せた彼は、この時すでに王様気取りでクラスを支配していた。

　生徒どころか先生までもが彼を恐おそれ、要の近くにいる祀莉にも近づかなくなった。

　おかげで小学校では友達ができず、六年間を孤こ独どくに過ごしていた記き憶おくしかない。

　──その男が目の前にいる。

「おはようございます、要。あの、どうして我が家に？」

「今日から同じ高校に通うんだ。お前が遅刻しないように毎日迎えにきてやる。ありがたく思え」

　そう言って含ふくみのある笑みを向けてきた。

（……今日も俺おれ様さま全開ですね）

　口に出して言いたいが、それをするには祀莉は小心すぎた。

　昔から気の小さい祀莉は要に逆らえずにいる。

　いつ彼を怒おこらせるかと、ビクビクしながら過ごしていた記憶しかない。

　中学で離れた三年間、顔を合わせる回数が減へってようやく恐きよう怖ふも薄らいだというのに。

（むしろ三年間で克こく服ふくできた自分を褒ほめてあげたいです……）

　要の恐怖政治はトラウマものだった。

「ほら、行くぞ」

「……」

　一方的な言い方にムッとする。

　早くしろと目で促うながされたが、どうにも一歩が踏み出せない。

（わたくしにとってはかなり勇気がいることなんですよ……！）

　いつまでたっても動かない祀莉に「仕方ねぇな……」と要が呟つぶやく。

　近づいてきた要に腕うでを引かれて、客人用の門の前に停まっていた北条家の車に乗り込む形となった。

（なぜ要と一いつ緒しよに登校しなくてはならないのですか……）

　まぁでも、どうせこれが最初で最後だろう。

　今日だけの我が慢まんだと自分に言い聞かせて大人しく従った。

　家の体裁のために車を使っているだけなので、学園までの距きよ離りは遠くない。

　学園に近づいていると思うと、どうにも落ち着かなくてそわそわしてしまう。

「何緊きん張ちようしてんだよ。ただの入学式だろ？」

「だって……」

　これから何が起こるかなんて知らない要が、緊張した面持ちの祀莉を見て鼻で笑った。

（だってわたくしの出番が控ひかえているんですよ！　あぅ……緊張してきました……）

　今日は要とヒロインが出会う重要な日。

　いったいどんなトキメキを見せてくれるのだろうか。

　冒頭しか読んでいなかったが、ヒロインは素直で可か愛わいらしいという印象の女の子だった。

　俺様で意地悪な要と並ぶとまるで対照的な二人だが、そこがまたいい。

　きっと純粋なヒロインが、要を変えていくのだろう。その過程が楽しみでならない。

　うっかり悶もだえたくなるのを我慢しながら、ライバルの令れい嬢じようを演じきれるだろうか。

（今日だけはしっかりやらなくては！　頭の中でシミュレーションしておきましょう！）

　辛かろうじて覚えている冒頭部分。そこでは失礼な態度をとった桜さくらに気を悪くした祀莉が彼かの女じよを怒ど鳴なりつける。嫌いや味みたっぷりに、憎にくみたくなるほどに……。

　そんな悪役令嬢を演じないと、と意気込んだ──が、

（……失礼な態度ってなんでしょう？）

　小説はヒロイン視点で書かれていた。本人は失礼な態度をとったことに気づいていない。ただ要を見ていただけなのに、いきなり祀莉に叱しつ咤たされて困こん惑わくしていた。

（失礼な態度……それがわからないと何もできないんですけど。えっ、わたくしは何をすればいいんでしょうか……!?）

　祀莉が焦あせっている間に車は学園の校門前に停まった。




「──おい、着いたぞ。……祀莉？　おい！」

　要が声をかけたが祀莉からの返事はなかった。ため息をついた要は、何度呼びかけても動く気配のない祀莉の手を摑つかみ、車から降ろした。考え込んでいる祀莉は基本、無抵抗。

　手を引かれればそれに従って体が動くことを彼は十分に知っていた。

　その様子はまるで要が祀莉をエスコートしているようだった。

　優ゆう雅がに歩いていく二人に、緊張した声で生徒たちは挨あい拶さつをして頭を下げる。

　挨拶にも気づかず、下を向いたまま考え込んでいる祀莉の姿は、入学初日で緊張しているように周りの目には映った。

　一度思考に集中し出したら、周りのことなど目に入らない。自分の世界に浸って行動がストップする祀莉をなんとかするのが、昔からの要の役目だった。

　それをわかっていない祀莉は今日もマイペースに過ごしていた。

（失礼な態度……？　いったい彼女は何をしでかすのでしょうか……）

　要に手を引かれるまま、生徒たちの視線を浴びながら歩く祀莉。

　思考に夢中でヒロインの前を通り過ぎてしまっていることに全く気づいていなかった。

　そんな祀莉の耳に聞こえてきたのは、小さな声で会話する女子生徒たちの声だった。

「見ました？　あの子、特待生の方ですわよね」

「えぇ。北条様が通られても頭を下げませんでしたわ」

「それに、不ぶ躾しつけにじっと北条様を見つめてましたわよね！」

「まぁ、なんて失礼な態度かしら！」




　────それです!!

　学園の王子様的存在の要が歩いているのに、挨拶もなく呆ぼう然ぜんと見つめていたヒロイン。

　ライバルなら自分の婚約者をじっと見つめていることに腹を立てるに違ちがいない。

　要が北条家の御おん曹ぞう司しだと知らないヒロインは、どうしてみんな恭うやうやしく頭を下げているのか理解できるわけがない。ただ要を見ていただけなのに、いきなり初対面の令嬢の怒いかりを買うなんて困惑するに決まっている。

（そういうことだったんですね……って、あぁ!!　もう門を過ぎてしまっています！　ヒロインと要の出会いが……！）

　ようやく合点がいき、悪役令嬢としての役目を果たそうとしたが、思わぬミスをしていたことにようやく気づいた。慌あわてて体を反転させる。

「大変です。要、今すぐ戻もどりましょう！」

「はぁ？　何言ってんだ……」

「いいから来てくださいっ！」

　繫つながれていた手を今度は祀莉が引っ張る。さっきまでぼーっとしていたのに急に引き返そうとはどういうことかと、疑問を持ちつつも要は従った。

（なんてことを……！　今からでもまだ間に合うでしょうか……）

　不安に思いながら校門に引き返すと、そこには小さな集団ができていた。

　気の強そうな女子生徒数人に囲まれて困っている女の子。

　間違いない。あの子がヒロインの鈴すず原はら桜だ。

　要の手を離し、注目の的となっている集団に近づいた。

　校門の近くで甲かん高だかい複数の声が飛び交っている。

（どうしましょう……）

　口を挟はさむ隙すきすらないほどに、女子生徒たちは桜に罵ば声せいを浴びせていた。

　この中に割って入る勇気がない。怖おじ気けづきそうになりながらも自分に喝かつを入れた。

（いえ……怖こわがってはダメです！）

　祀莉は息を吸って、桜を囲んでいる女子生徒たちに向かって声を張り上げた。

「ちょっとあなた方、何をしているんですか!!」




　──それはわたくしの役目なんです！




　そういう意味を込めて言う。

　突とつ然ぜんの制止の声に、その場にいた全員が祀莉に注目した。

「あら、こちら生徒が北条様のお通りなのに頭も下げず、失礼な態度でしたから注意していただけですわ」

　邪じや魔まをされて立腹したリーダー格の女子生徒が祀莉に食ってかかった。

　彼女の言葉に取り巻きの二人が加勢する。

「そうですわ。あなた、見ない顔ですけど新入生かしら？」

「なら、花はな園ぞの様には逆らわない方がよくてよ」

　花園様と呼ばれたリーダー格の女子生徒がふん、と笑って胸を張った。

　きつく巻かれた髪をハーフアップにしている。この令嬢の方がよほど悪役っぽい。

　西さい園おん寺じ家の令嬢を見たらすぐに退散してくれると思っていたのだが、彼女たちは変わらず高飛車に振る舞まっている。

（どうしましょう……）

　派手な化け粧しようで縁取られた鋭するどい目で睨にらみつけられて、体が震えそうになった。

「──お前たち、何をしている」

「ほ、北条様……！　あの、わたくしたちは……」

　いつの間にか祀莉の後ろには要が立っていた。

　桜から祀莉にターゲットを切り替えた女子生徒たちを苛いら立だったように見下ろしている。

「ひぃ……っ」

　さっきの態度はどこへやら。要の視線を受けた女子生徒は石のように固まった。

　自分からは見えないが、どんなふうに見下ろされているのかは想像がつく。

（あの目で見下ろされたら誰だれも逆らえませんからね……）

　かつての自分もそうだったように。

「もういい。行け」

　低い声で命令された女子生徒たちは深々と頭を下げ、後ずさるように去っていった。

（家のランクで態度が変わるとは聞いてましたけど、こんなにもあからさまだとは……）

　無言で女子生徒たちを見送った要は祀莉の隣となりに立った。

「何を言われていたんだ？」

「いえ、わたくしではなくこちらの……」

　そう言いながら、罵声を受けていたヒロインへと視線を向けた。

　その視線を追って要も彼女を見た。

　目が合うと、耳の下でまとめられたツインテールがぴょこんと動いた。

　黒に近い焦こげ茶色の髪が肩かたに当たってくるんと跳ねるように巻かれている。

　なんでもいいからケチをつけたいライバルは、その癖くせ毛げをパーマと勘違いし、生意気だと言っていたことを思い出した。

　だが、そんなことはいい。今は大事な時なのだから。

　要の瞳ひとみに桜の姿が映し出される。




　──さあ、思う存分、運命を感じなさい。




　ふわり……と風が吹き、二人の間に薄うす紅べに色いろの花びらが舞う。
















　桜は目を見開いて要を凝ぎよう視ししていた。

（これは……一ひと目め惚ぼれですか！　そうです！　絶対そうです！）

　祀莉は傍ぼう観かん者しやとして観察するため、少しずつ後退して見物人の群れに合流した。

　気配を消して離れていった祀莉に二人は気づかない。

（それほどまでに、今は二人の世界に没頭しているんですね！）

　きっと胸の高鳴りで一目惚れの瞬しゆん間かんを迎えているのだろう。

　素早く二人の顔が見えるいい位置に移動した。周囲の生徒たちは祀莉の行動に訝いぶかしげな顔をしていたが、気にすることなく聴衆に紛まぎれ込んだ。

　一瞬たりとも見逃すまいと目を見開き、聞き耳を立てる。

「……お前は高等部からの新入生か？」

「はい。特待生枠で入学しました。えっと、この学園で一番のお偉えらいさんですか？」

「は……？　いや……」

（あらあら、要が対応に困っています。家柄に疎うといヒロインに惹ひかれていくってやつですか……！　ぐぅっ、ニヤついてはダメ、無表情を維い持じするのです！）

　会話をする二人を見て、ニヤつきそうになる顔を無表情に保とうと我慢した。

　ちょっとしたアクシデントもあったが出会いは上々だ。

　天然なヒロインに要は興味を持ったに違いない。すごくいい感じだ。

「あぁ、こいつは……っておい、祀莉。なんでそんなところにいるんだ」

　──なぜ、わたくしを見るんですか。

　二人だけの世界に浸っていたのではなかったのか。

　こっちに来いと言われて仕方なく野次馬の群れから出た。

　近くまで足を進めると、ぐいっと手を引かれて要の横に並ぶように立たされた。

「こいつは西園寺祀莉。俺の婚約者だ」

「あら」

（なっ!?　いきなり何言ってるんですかー！　ヒロインも〝あら〟じゃないでしょ、〝あら〟じゃー！）

　大きな目をこぼれんばかりに見開いている顔はとても可愛らしい。

　できればそれは自分にではなくて要に向けてあげてほしいものだ。

（要もどうしてそんなことをわざわざ言うんですか!?）

　見物していた生徒は要の言葉を聞いて〝やっぱり！〟と囁ささやき合っていた。

　どうせ婚約者ではなくなるから、あまり公おおやけにはしてほしくなかったのだけど……。

　しかし変だ。どちらかというと要の方が、西園寺祀莉が自分の婚約者だという事実を隠かくしたがっていたはずなのでは？

　むしろそれは祀莉がヒロインを牽けん制せいするために言うセリフだったと思うのだが……。

（えっ……と、どうでしたっけ……？）

　……。

　曖あい昧まいにしか思い出せない。

　もしかしたら自分の勘違いかもしれないと結論づけて、この後の展開を思い浮うかべた。

（出会って、特待生だと知って……なら、挨拶を任された代表生徒だってことで、控え室に案内しようかって話になって……このあたりまで覚えています）

　それ以降は読んでいるうちに気分が悪くなって本を取り上げられてしまった。

　小説の中の祀莉は〝わたくしも一緒に行く！〟とだだをこねていたような……。

（わたくしは別の意味でご一緒したいですけど！）

　とりあえず、読んだところまでは進んだ。後は本人たちを観察するしかない。

（要が控え室に案内するのを尾行しなくては……！）

　言葉を交わしている二人を見て、さらに期待を膨ふくらませる。

「行くぞ」

「はい、どうぞ…………え？」

　桜と一緒に控え室に向かうのかと思いきや、先ほどから摑まれっぱなしの手を強引に引かれて校舎へと歩かされた。なぜだ。どんどん桜から遠ざかっている。

　彼女はぺこっとお辞じ儀ぎをして同じ道をゆっくりと歩き始めた。

「あの……要。あの方はよろしいのですか？」

　他の生徒と見分けがつかなくなるほど距離をとってしまった桜を指して言った。

「は？」

　要は訳わけがわからないといった顔で振り向いた。

（〝は？〟じゃないですよ！　せっかくヒロインを誘うチャンスだったのにー!!）

　いまいちピンときていない要に、とるべき対応を説明しなくては。

「だって特待生ですよ!?　要と同じ入学の挨拶をするんですよ？　緊張を解してあげなくては……そうです！　代表生徒のための控え室があるんですよね。そこへ案内して差し上げて……」

「お前はどうするんだ？」

「え？　わたくしは……」

　──窓まどからこっそり二人を見守っていたいと思っております！

　なんてことは言えないので適当にごまかす。

「えっと……式まで少し時間がありますので、校舎の外を散歩しようかと……」

「じゃあ、俺が案内してやる」

　昇降口へと進んでいた足が方向転換する。

　手を繫がれていた祀莉は要の後をよたよたと歩くしかなかった。

（ちょ……ちょっと！　なんでそうなるんですかぁっ！）

　ようやくヒロインと出会えたというのに案内しないどころか、控え室にも行こうとしないとはどういうことだ。

（二人きりになれるチャンスをこうもあっさり放ほう棄きするなんて……！）

　その足取りは一切の迷いがなく、昇降口からどんどん遠ざかっていく。

　まるで公園のような中庭を横目に通り過ぎ、校舎沿いに進んでいった。

　校舎の外を散歩すると言ったのは、窓の外にいてもし見つかったとしても、散歩中でしたと言い訳するため。本当に校舎の外を歩かされるとは思わなかった。

「あの、要。散歩はもういいですから、講堂か教室に行きませんか？」

「もうすぐ着く」

「……」

　質問に対しての答えが返ってこなかった。

　精いっぱいの勇気を振り絞しぼった祀莉の言葉を無視して要は歩き続ける。

　いったいどこに着くというのだろうか。

　何度もしつこく聞くと無言で睨まれることをよく知っている祀莉は黙だまって後に続いた。
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「ここだ」

「ここは……なんですか？」

　学園の敷地内にあるとは思えない、豪華な造りをした施設だった。

　要が言うには限られた者だけが使用できる〝四し方ほう館かん〟という建物だそうだ。

（そんなものがあるとは聞いていましたが、まさかこれだとは……）

　この四方館はその昔、西園寺をはじめとする四大資産家の北条、東とう大だい寺じ、南なん条じようがそれぞれ資金を出して作ったという。その親族の人間にのみ使用が許可されている特別棟。

　去年は南条家と東大寺家の生徒が好き勝手に使っていたが、二人が卒業したので今年利用できるのは祀莉と要だけである。

　この施設に入るにはＩＣ機能つきの学生証が必要だと教えてもらった。

　すでに発行されている学生証で要は四方館のロックを外した。

「まぁ……」

　入った室内は、まるでホテルのようだった。

　一目で高級だとわかるソファーに大型のテレビ、そして最新のパソコン。

　奥おくにはキッチンスペースがあり、そこには大きな冷蔵庫まで備えつけられていた。

「何か欲ほしいものはあるか？　在学生が自由に物を置いていいらしいぞ」

「いえ、特に。これだけあれば十分……あ」

「なんだ？　何が欲しいんだ？」

「本ほん棚だなが欲しいです！」

　祀莉は中学になってから、たま～にだが、一人で家を出かけることを許してもらえるようになった。目的はただ一つ、読みたい漫まん画がと小説を買うこと。

　だが問題なのはその収納場所だ。

　今まで買った本は奥行きのある本棚の奥側の列にこっそりと隠すように収められている。

　見えないようにカムフラージュとして参考書や辞書を表に並べる徹てつ底ていぶりだ。

　しかし、本を買ったはいいが売ることも捨てることもできず溜たまっていく一方で、そろそろどうにかしないと……と思うほどに、本棚のスペースを占せん領りようしてきた。

「──なるほど。部屋にある本をこっちに移すつもりか」

「い、いけませんか？」

　要は祀莉が漫画、小説を好きだということを知っている。

　中学時代に思わぬ失態をやらかしてバレてしまった。

　もう終わりだ……と覚悟したが、それ以降なぜか彼は祀莉に協力してくれるのだ。

「いや、構わない。空いてるスペースに置けばいい。ただし卒業後はここには置いておけない、わかったか？」

「はい」

　卒業したら親の許可なしに古書店に売りに行ける。それまで預かってもらえるならありがたい。本棚が届いたら自宅の本もちょっとずつここに運ぼう。

（放課後はここに居座って読書を楽しむんです！）

　要はパソコンに近づき電源を入れていた。

　数秒ほどで立ち上がり、カチカチとマウスのクリック音が聞こえた。

「何をするんですか？」

「ネットで本棚を注文する。来い、お前が欲しいんだろう」

　要の肩越しにパソコンの画面を覗のぞき見る。画面にはすでにネットショッピングのページが開かれていた。ここまでやってもらえたら、後は自分好みの本棚を探すだけだ。

　要が椅い子すを横に移動し、くるりと回転させて祀莉の方に向いた。

　席を譲ゆずってくれるものだと思い、パソコンと椅子の間に立った──が、

「ひゃぁっ！　あ、あれ？　要、あの……」

　なぜか祀莉は要と一緒に座すわっている。一つの椅子を左右で半分こしているのではなく、深々と腰こし掛かけている要の脚あしの間に座っている状態だ。

「俺も見る」

「なら、わたくしは隣の椅子に座りますので離してくださ──」

「この机に二つも椅子を並べたら窮きゆう屈くつだ」

「だったら後ろから見てますから」

「うるさい」

　祀莉の体を閉じ込めるように左右から腕が伸び、キーボードを叩たたいて検索欄らんに文字を打ち込み始めた。抗議しようにも背後からの威い圧あつで振り向くのも怖い。

　どちらにせよ、これ以上何を言っても無む駄だだろうと諦あきらめて、要に体重を預けた。

「……っ」

　急にのしかかってきた重さに驚いたのか、一瞬、要の体が強こわ張ばった。

「ど、どうかしました……？　やっぱり降りましょうか？」

「……いや」

　背中を預けたことが気に障さわったのかと思い、要の前から降りようと申し出たが、祀莉を囲う腕は微び動どうだにしなかった。要と同じ中等部に通っていた弟が言うには、要は全く女の子を自分に近づけさせなかったという。なのに今のこの体勢はなんだ。

　近づかせないどころか異様なほどの密みつ着ちやく具合である。

　きっと弟は婚約者である祀莉に気を遣つかってそう言っていたのだろう。

　要も男だ。女性に興味があるはず。

　これから桜とのイチャイチャらぶらぶライフを満まん喫きつする未来が待っているのだから、積極的に動いてもらわなければ。

（さっきもいい雰ふん囲い気きでしたし……。ふふ、楽しみすぎます……）

　幸せそうな要と桜を思い浮かべ、祀莉は自分の世界に入り込んでいった。




　──ペロッ




「ひゃんっ!!　ちょっと何するんですか!?」

　自分の世界にトリップしていた祀莉は、突然の奇き妙みような感触に我に返った。

（い、いい今、耳を舐なめました!?）

　ぞわっとした感覚が耳から全身に駆かけ巡めぐった。

　舐められた耳をおさえて振り向くとすぐそばに要の顔があり、飛び跳ねそうになった。

「お前、考えごとに集中すると本っ当、隙だらけになるな……。そのうち食われるぞ」

「な……っ。やめてください。怖い話と痛い話は苦手です！」

　全く真意が伝わっていない祀莉に、要は一瞬だけ苦い表情を浮かべ、前を指差した。

「本棚、いくつかピックアップしたからこの中からさっさと選べ」

「え、あ……はい」

　パソコンの画面にはリストアップされた本棚が並んでいた。

　ここに置いていてもカムフラージュできるように、大判の漫画が二列並べられる奥行きが欲しい。大きさを確認しながら上から順番に目を通した。

「あ！　要、これを詳くわしく見たいです」

　マウスが遠くにあって手が届かないので、気になった本棚を指す。

　要の手がマウスに伸び、画面上を動くカーソルが画像をクリックした。

　その動作で要の腕がお腹に回されていることに気がついた。

　左手は添そえられたまま動かない。

　いやらしい手つきではないので、ただ手の置き場所としてここにあるのだろう。

　変につっこんだら不ふ機き嫌げんになって八つ当たりされそうなので、気づかないフリだ。

「おい。またぼーっとしてるのか？　画面を見ろ。この本棚でいいのか？」

「え、あっ、すみません。では、これでお願いします」

「わかった。なんなら漫画もこれで買えるぞ？」

「……いえ、履り歴れきが残るのはちょっと……」

　ネットでの購こう入にゆうは考えたことはあるが、届いた荷物を調べられるのは嫌だし、万が一誰かに履歴を見られたらと思うと怖い。

　だからショッピングセンターまで買いに行っているのだが、一度、要に見つかってからはなぜか彼も同行しようとする。ついてこないでと言ってもきかない。

　気づいたら後ろにいるという恐怖を何度も味わった。

「そうだな。また買いに行こう」

（別についてきてもらわなくても結構なんですが……！）




　部屋の隅すみにあるスピーカーから放送を開始する音が鳴った。

　この四方館も校舎扱あつかいなので、校内放送が聞こえるようになっているらしい。

『北条要様、北条要様。新入生代表控え室までお越しください。繰り返します──』

　放送の内容は要の呼び出しだった。

　新入生代表に選ばれている要は、桜と一緒に先生から式の大まかな説明を受けるのだ。

　その後に桜と二人で入学式まで親交を深め、恋が芽生え始める。

（照れながらも微笑ほほえみ合う二人──ぜひ覗き見たいです……！）

　あわよくば窓の外から覗き見れないだろうか。

「要、代表生徒の控え室ってどこにあるんですか？」

「控え室？　ちょっと待て…………ここだ」

　要は華皇院学園のサイトへアクセスし、手早く学園内の見取り図を表示した。

　表示された講堂のすぐそばの部屋を指す。

（なるほど！　ここでヒロインが待っているんですね！）

　きっと心細いに違いない。それを安心させるという大事な役目があるというのに、要はなぜこんなところで悠ゆう長ちようにしているのか。

「放送で呼ばれてますよ。行かなくてよいのですか？」

　自分に添えられていた手を半ば無理やり外して要の前へ降りた。

　咎とがめるような祀莉の忠ちゆう告こくに、要は気け怠だるそうに椅子から立ち上がった。

「……できるだけギリギリまでここにいろ」

「え、なぜです？」

「いいから」

　疑問を返す祀莉に、要は理由も語らず一方的に言葉を放って四方館を後にした。

　逆らうとこわーい顔で睨まれるから、できれば従っておきたいが──

（時間ギリギリで講堂に行けば……バレませんよね！）

　数分後、要に対する恐怖よりも溢れんばかりの自分の欲望に従い、祀莉は四方館を出た。

　校舎沿いに歩きながら代表者控え室を目指す。

（わたくしの見ていないところでイチャつこうなんてずるいです！）

　物語の最後を見届けると決めたからには、全力で応おう援えんする。だからせめて二人がラブラブになるまでを見守らせてほしい。あの要がどんなふうにデレるのかも見物である。

（要の手が早かったらどうしましょう。でも、強引に迫せまられて断れないっていうのもいいですね。唇が触れる直前に先生が呼びにきて寸止め……なぁーんて！）

　祀莉の妄もう想そうは止まらない。自然とニヤついてくる口元を隠しながら目的地を目指した。

　──ここですね。

　四方館から控え室へのルートは頭の中に入っていたので、迷うことなく辿たどり着つくことができた。そっと顔を覗かせてさっそく二人を観察……と思ったが、

（あら？　この窓、室内の様子が見えませんね……）

　とても綺き麗れいに磨みがかれている窓ガラスは、鏡のように外の景色を反射していた。

　なんとしてでも覗き見たい祀莉は、角度を変えながら窓の前を何度も往復する。




「──ねえ、君」




　急に声をかけられて飛び跳ねそうになった。

　かじりつくようにして見ていた窓から顔を離して、声の主の方に振り返る。

「どうしたの？　新入生だよね。もしかして迷った？」

　少し離れた場所にすらりと背の高い、眼鏡めがねをかけた男子生徒が立っていた。

（う……人がいるなんて気づきませんでした）

　それほどまでに夢中になっていたのだ。

　一つのことに集中してしまうと、周りが見えなくなってしまう。

　自分の悪いところだとわかってはいるものの、全くもって改善できていない。

　こんな場所でウロウロしているのだから、不ふ審しん者しやと間違えられても仕方がない。

　幸い彼は祀莉のことを道に迷った生徒と勘違いしてくれていた。

「えっと……その、はい。実は迷ってしまいまして……」

「へぇ……君、可愛いね。よかったら校舎を案内しようか？」

　男子生徒は妖よう艶えんな笑みを浮かべ、祀莉に向かって足を進めた。

（いえ、そういうのは結構なんですが……）

　さて、どう断ろうかと考えている間も男は近づいてくる。

　何においても反応の鈍にぶい祀莉。甘あまい匂いを感じて我に返ると、逃げてもすぐに捕まえられるほどに彼との距離が縮まっていた。

　祀莉の身長に合わせるように腰を屈かがめた彼は、甘く、吐と息いきまじりに囁いた。

「とっておきの場所があるんだけど──」

　ギュッと閉じた目蓋まぶたに息がかかり、ぞわっと体を震わせた。

（ひゃ────っ!!　ち、近いですっ!!　なんですかこの人!!）

　鈍い祀莉もさすがにこれはヤバいと感じた。

　──逃げないと！

　しかし右の足元にはプラントボックスが置いてあり、左側は男子生徒の腕。後ろに下がりたくとも校舎で阻はばまれている。完全に逃げ場を失っていた。

（どうしましょ──っ!!　誰かぁああっ！）




　──ガラッ

　背後の窓が乱暴な音を立てて開き、男子生徒の「げっ！」っという声が聞こえた。

　目を開けると、あんなに近かった男子生徒との間に距離ができていた。

　彼は「あっちゃー」という表情を浮かべ、追いつめられた犯人のように、手のひらを見せながら少しずつ後ろへ下がっていった。

「おい……」

　背後からの禍まが々まがしいオーラ。反射的に震え出す体……嫌な予感がした。

　かくかくとした動作で恐おそる恐おそる振り返ると、部屋の中から要が見下ろしていた。

（……っ!?）

　春になり、肌はだを撫なでる風は暖あたたかいものになったはずなのに、今この場に吹いている風はとてつもなく冷たく感じる。要の視線は離れた場所にいる男子生徒に移った。

「やぁ、要！　久しぶり。元気だったかぁ～？」

　祀莉越しに明るく声をかけた男子生徒は要の知り合いのようだった。

　片方の手を上げて軽く挨拶をする。鬼のような顔をした要に、どうしてこんなにも普通でいられるのか、祀莉は不思議で仕方がなかった。

「なんでお前がここにいる……」

（ひぃぃいい～～！　バレましたっ!!）

　不機嫌な顔とドスの利いた低い声が、小学校で蓄積された要への恐怖を蘇らせた。

　ここから逃げ出したいが、金縛りにあったように体が硬こう直ちよくして足が動かない。

　窓から身を乗り出した要が、固まっている祀莉の腕を摑み、自分の方へと引き寄せた。

「い、いやっ……。放してっ」

　身を捩よじって渾こん身しんの力で腕を引くと、摑んでいた手は簡単に離れた。

　代わりに脇わきの下に手を差し入れられる。

「ひゃあっ!?」

　くすぐったさに思わず声を上げてしまった。

　瞬間、地面から足が離れ、要に抱き上げられていた。

（なななな、なにっ……!?）

　突然の浮ふ遊ゆう感かんに驚いて手足をばたつかせるが、必死の抵抗も虚むなしく、祀莉は簡単に窓から部屋に引きずり込まれてしまった。

「おい、要──」

　外にいた男子生徒を遮しや断だんするかのように窓が閉まった。

　しっかり鍵かぎをかけた要は震えている祀莉をソファーに降ろした。

　外そと履ばきを脱ぬがせて来客用のスリッパを足元へ置く。

　さっきの恐怖を拭いきれない祀莉はただ下を向いていた。

「……で？　なんであんなところにいたんだ？」

　ため息まじりに言いながら隣に座った要の雰囲気が恐ろしくて自然と体が震える。

（怒ってます……！　ヒロインとの甘い時間を邪魔されたことに腹を立てて！）

　ここの窓は室内からしか見えない特とく殊しゆなガラスで、祀莉の行動は丸見えだったようだ。

　窓の向こうに不審な動きをする人間を見つけてしまったら、気が散ってイチャイチャできるわけがない。不機嫌な顔とドスの利いた低い声はきっとそれが原因だろう。

「……怖い顔で睨んだのは悪かった。いい加減、機嫌直せよ」

　下を向いたままビクビクしている祀莉の態度が気に入らないらしい。

　そんなことを言われても六年間で積み上げられていた恐怖はそう簡単には消えない。

「……要」

「なんだ？」

「あちらに行っていただけませんか？」

「……!?」

　机を挟んだ向かいのソファーには桜が座っている。

　彼女は渡わたされた原げん稿こうを手に持ってこちらを窺うかがっていた。

　祀莉はその隣の空いているスペースを指差す。

（せめて、ヒロインとのツーショットでわたくしの心を癒いやしてください……）

「……そんなに俺の隣は嫌かよ」

　要は軽い舌打ちとともに嫌味を吐いて立ち上がった。

　桜の隣に移動し、苛立たしげにドスンと座る。

　脚を組み、さらに腕も組んで不機嫌そうに祀莉を見ていた。

（何か違います……。というか、どうしてわたくしを見るんですか！　隣に可愛い可愛いヒロインがいるというのに……！）

　キラキラっとしたものを想像していたのだが、要の態度で台無しだ。

　もっといい雰囲気でヒロインと絡んでくれたら素敵だったのに……。

「あのぅ……北条君。ちょっといいですか？　これって誤字ですよね？」

　桜が体を寄せて、持っていた原稿を要に見せた。

〝ここ〟と指差された箇所を確認するため、覗き込むように要は顔を寄せた。

　その瞬間を祀莉は見逃さなかった。

（これは……！　これです！　わたくしが求めていたものは！）

　目を輝かがやかせて食い入るように二人を見つめる。脳裏に焼きつけるのだ。

　あと数センチで肩が触れ合うというのに、彼らの間は絶ぜつ妙みような距離を保っている。

　左右から押してやりたいが、こればかりは本人たちのペースに任せるしかない。

　話しているのは原稿の内容だが、祀莉の脳内では都合よく変換されていた。

　緊張している桜に要が気を遣って話しかけている。庶しよ民みん的てきな話題を選んだつもりだがやはりセレブ、どこかずれていたそれを桜に指摘され、頰ほおを赤くする。

（なんですかコレ、トキメキが止まらない……）

　緩ゆるみそうになる口元を必死に抑え、できるだけ無表情で絵になる二人を凝視した。

　祀莉の視線に気づいたのか、突然こちらを向いた要と目が合った。

　と思ったら、気まずそうな表情で桜から距離を置いて座り直した。

（なぜ離れるんですか!?　あっ、わたくしがいるからですね！）

　仮にも祀莉は彼の婚約者。

　堂々と目の前でイチャつくほど無神経ではないということか。

　ならば去るとしよう。本当はもっと観察したかったのだが、これ以上ここにいてはストーリーの邪魔になる。涙なみだをのんで祀莉はソファーから腰を上げた。

「あの、わたくし、そろそろ講堂へ参りますね」

「わかった。俺も行く」

「えっ、でも要は挨拶が……」

「どうせ俺も講堂に行くんだ。それにお前、ここから昇降口の場所がわかるのかよ」

「はい？」

（講堂に行くと言っているのに、どうして昇降口？）

　言葉の意味がわからず首を傾かしげると、要は祀莉の靴を手に取って掲かかげた。

　なるほど、靴を履はき替えろと言っていたのか。

「ほら、行くぞ」

「えっ……あ、はい。鈴原さん、えっと……ごめんなさいねぇ」

　せめてヒロインに対して悪役令嬢の印象をしっかりつけておかなくては。

　祀莉は自分なりの精いっぱいの悪い笑みを浮かべておいた。

「いえ、一人で大丈夫です。どうせ後で合流しますし」

　悔くやしそうな顔をすると思いきや、意外にも冷静に対応されてしまった。

　もっと頑がん張ばらないといけないのは自分の方かもしれない。

　早くしろ、と要に腕を引かれて代表者控え室から出た。

「……さっきの、勘違いするなよ」

「え？　あ、はい」

　廊ろう下かを歩きながら要が念を押してきた。仮にも自分の婚約者が来客用のスリッパで式に出たり、迷子になっていたなどと噂うわさされては己の価値が下がる。

　お前のためについてきたわけではない、勘違いするなと言いたいのだろう。

　はいはいちゃんとわかってますよと心の中で呟く。

　昇降口に辿り着き、学園で用意されていた上履きに履き替えた。

「履き替えたならすぐ行くぞ」

「あ、はい」

　再び祀莉の手を引いて講堂へと足を進める。

　周りの生徒を睨んでいるのは舐められないように威い嚇かくの意味を込めてだろうか。

（誰もあなたを敵に回そうとは思わないでしょうに……）

　いや、それとも桜と離れてしまったイライラをぶつけているのだろうか。

（さっきからよく人と目が合いますね……）

　それは仕方がない。西園寺家の令嬢なのだから興味を持たれるのは当たり前だろう。

　だが、不思議なことに男子生徒は祀莉から視線を要に向けた後、みるみるうちに顔色が悪くなって、怯おびえるように逃げていってしまう。

（ただ見ていただけなのに、あんなに怯えて可か哀わい想そうに……）

　──西園寺家の令嬢を珍めずらしがって見ていたら、隣にいる不機嫌な要のとばっちりをくらって逃げた。そう解かい釈しやくした祀莉は彼らに同情した。
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　入学式が行われる講堂は、まるでコンサートホールのようだった。

　座席の一つ一つが豪華で前後の幅も広く、ゆったりと座れるスペースがある。

「ほら、お前の席はここだ」

　要は〝西園寺様〟と書かれた名札が置かれている席を指差した。

　促されて座ってみると、とても座り心地がいい。

　かなり上質な素材を使っているのだろう。油断していると寝ねてしまいそうだ。

「俺が迎えにくるまでここを動くな。……絶対に」

　上から背もたれに手を置き、顔を覗き込んでくる。

（なぜ、〝絶対〟を強調するんですか……。あ、もしかして……）

　これから彼は桜と一緒に代表者席で待機する。

　祀莉をここに拘束しておくことで、気き兼がねなく彼女と過ごそうとしているのだ。

（きっと二人きりの甘い時間を楽しもうとしているんですね……）

　どんな会話をするのだろうか。ちゃんと彼女の緊張を解してあげることはできるのだろうか。次々と溢れ出てくる妄想に口元が緩む。

　にやける顔をごまかすために、にこりと笑ってみせた。

「わかりました。いつまでも待ってます」

　──わたくしのことは気にせずごゆっくり……。

　自分の席に向かおうとした要は足を止めて固まった。

「要……？」

「終わったらすぐに迎えにくるからな！」

（えっ、いや、だからゆっくりしてもらえればいいんですけど！）

　もしかして、今の笑顔は何か企たくらんでいるように見えたのだろうか。

　そんなつもりは一切ないし、むしろ大人しくここで待つつもりだったのに。

　迂う闊かつなことをしてしまった……と嘆たん息そくし、椅子に体を沈めた。

（あ、要と鈴原さんの席はどこでしょうか？）

　一応確認しておこうと、もたれかかっていた椅子から体を起こした。

　代表者なら舞台に上がりやすい席を用意されているはずだ。

　祀莉がいる場所よりも数列前の通路側の席に、要の頭が見えた。

　そこが代表者の席なのだろう。

（うむむ……もっと近くがよかったです……）

　ここからでは声が聞こえない。暗くなれば姿も見えなくなるだろうし……仕方がない、この場は諦めよう。さすがに式の最中に席を立つのは非常識だ。

　控え室でのツーショットで今日のところは我慢だ。あの距離の近さは絶妙だった。

（わたくしがいなかったら、いったいどんなふうになっていたのでしょうか……）

　開始時間が近づくにつれ、新入生と保護者で席が埋まっていく。

　左側の座席に女子生徒が腰掛けた。色素の薄い髪を首の後ろで一つに結んでいる。

　青く透き通るような目を持つ少女は祀莉に微笑みかけた。

「ごきげんよう、西園寺様。わたくしは織おり部べ諒りよう華かと申します。諒華とお呼びください」

「西園寺祀莉です。わたくしのことは祀莉とお呼びください。よろしくお願いします」

「こちらこそ。校門での騒さわぎ、すごかったですわね。まさか入学初日であんな……」

（わたくしの悪役令嬢っぷりがもう校内に広がっているのですね！）

　どうせ要がいろいろと手を回すだろうし、祀莉も印象の悪い令嬢として振る舞うつもりなので特に問題はない。

　責め立てにきた言葉も悪役令嬢っぽくつっけんどんに返してみせようと意気込んだ。

「──花園様にバシッと物申されるなんて」

「……え？」

「特待生を気遣ってあの場に戻られるなんて、お優しいんですね」

（あれ？　あれぇ……？？）

　目指していた〝傲ごう慢まんで自分勝手な令嬢〟はどこに行ってしまったのか。

　これを機にもっと刺とげ々とげしい印象を強めておこうと思っていたのに拍ひよう子し抜けだ。

「北条様が警けい戒かいされるはずですわ」

「警戒は……されてますね」

　──まさについさっき警戒されて、ここを動くなと念を押されたところです。

　今この瞬間だって控えの席から自分たちをじっと見ている。

　勝手に席を離れないか見張っているに違いない。

「まぁ、ご自分でおっしゃるなんて……さすがですわね」

　諒華は口に手を当てて、ふふ……と笑った。

（え？　〝さすが〟とはどういう意味なのでしょうか……？）

　言葉の意図がわからず首を傾げる。

「入学式が始まりそうですね」

「え、あ……はい」

　講堂の照明がゆっくりと落ちて、あたりは薄暗くなっていった。

　姿勢を正して前に向き直ると、落ち着きのある女性の声で式の始まりが告げられた。

　学園長、来らい賓ひん、生徒会長が入れ替わり立ち替わり壇だん上じように上がる。

　そして──とうとう要の出番だ。

　名前を呼ばれた瞬間、周囲がどっと沸わいた。北条家の長男のお出ましだ。当然だろう。

　壇上に立った要の落ち着いた声が耳に届いた。

（それにしても、この椅子は座り心地がすごくいいですね……──）

　要の挨拶を聞いていたはずなのに、いつの間にか意識は途切れていた。




「──り、──ろ」

　まだ眠っていたいのに、強引に肩を揺ゆすられて夢の中から引き戻された。

「──おい、祀莉。起きろ！」

　ふわふわした感覚の中に介入してくる振動と声。

　この声は……──。

「んぅ……かなめ？」

　うっすらと開いた視界に要の姿が映る。講堂内は明るくなっていた。

　ガヤガヤとした人の声と動きが、すでに式が終わっていることを告げていた。

「あぁっ、すみません！　要の声を聞いていたら急に眠気が……。その、決して退たい屈くつだったわけでは……あっ！」

　そこまで言ってはっと気づいた。

　今、自分は要の挨拶を聞いていないと白状してしまった。

　自分の挨拶を聞いていないと知った要は、鬼のように怒るに違いない。

「心地よかったですものね。大丈夫ですわ、寝ている人はたくさんいましたから」

　すかさず諒華がフォローを入れるが、果たしてそれはフォローなのか判断しがたい。

　寝ている生徒がいたと言われたら、逆にもっと怒るんじゃないだろうかと不安になった。

　が、この場を切り抜けるにはそれに便乗するしかない。

「そ、そうなんです。昨日、緊張してあまり眠れなかったので、その……要の声を聞いて安心したと言いますか……」

　こうなったら褒めるしかない。言い訳よりも効果的なはずだ。

　手段を選んでいられない祀莉は、できる限りの賛さん辞じの言葉を並べた。

「要の声はとても耳に心地よいですから、聞いているとつい……。とても綺麗な声ですから聞き入ってしまって、いつの間にか眠ってしまったんです……。だって要の声はわたくし好みで……──」

「祀莉様、祀莉様。もうその辺になさった方が……」

「え？」

　諒華にストップをかけられた祀莉は我に返って彼女が指差す方へ視線を動かした。

　要は顔をおさえて遠くの方を見ていた。

（しまった、やりすぎました……！）

　きっと気持ち悪いと思われているに違いない。

　機嫌を直してくれればと褒めに褒めたのだが、調子に乗って言いすぎたようだ。

「すみません。今のは忘れてください……。せっかくの要の挨拶で眠ってしまって、すみませんでした」

　最後の手段。素直に謝る。これ以上はどうすることもできない。

「もういいから。教室に行くぞ」

「は、はい！」

　てっきり雷が落ちると思っていたが、意外にもあっさり許してもらえた。

　拍子抜けした祀莉は、差し出された手を無意識に摑んで立ち上がる。

「あら？　鈴原さんは？」

「鈴原？　──あぁ、特待生か。あいつはもう教室に行った」

「ご一緒に行かれなかったんですか？」

「なんでだ？　迎えにくるって言っただろ？」

　だとしても無視して教室に向かえばよかったのに。

　そう言ってしまった手前、迎えに来ないわけにはいかなかったのだろう。

（邪魔をしてすみませんねぇ……あ、これも邪魔していることになるのですね）

　確か……と前置きして諒華が思い出すように言った。

「鈴原さんって北条様の隣に座っていた方ですわよね。祀莉様、時折ご覧になっておられましたが……気になりますか？」

「えぇ、もちろんです」

　二人だけの甘々な世界を目もく撃げきするため、できるだけ目を離さないよう努力している。

　諒華と話している最中も何度も盗み見していた。式が始まってからは暗くて見えにくかった上に熟じゆく睡すいしてしまっていたから、見逃してしまったけど。

　少しでも何か進展があったのだろうか。終わった時の二人の様子でそれだけでもわかったかもしれないのに、眠ってしまったので確認できなかった。

「だから勘違いするなと言っているだろう」

「あ……はい」

　なんだか「勘違いするな」ばかり言われている気がする。

　今度はいったい何に対して勘違いするなと言っているのか、全くもって心当たりがなかった。こういう時は大抵、頷うなずいておくと勝手に納得してくれるので、何か言われない限りはこの姿勢を保っておけばいい。

　前を歩く要の手元を見て、祀莉は自分の鞄かばんを持っていないことに気づいた。

「あ、すみません。四方館に鞄を置き忘れていました。取りに行ってきますので先に教室へ行ってください」

　鞄を取りに行くため、諒華と要のそばを離れて四方館を目指した。

　先に教室へ行って桜との親交を深めていればいいと思ったが、なぜか要はついてきていた。いくら広い校舎とはいえ、さっき見せてもらった校内図でだいたいの配置は頭に入っている。もしわからなくなっても誰かに訊きけばいいことだ。

　自分の婚約者が迷子になるのがそんなに嫌なのだろうか。

（そんなプライドより、ヒロインとの時間を大事にしてほしいんですけど……）

　などと考えながら四方館に置き去りにしていた鞄を持って教室へ向かった。

　祀莉がちゃんと校舎内を把握しているのか確認するためなのか、要は黙だまったまま数歩離れた後ろを歩いている。まるで監視されているようだ。

　進む先にいる生徒は祀莉の存在に気づくと素早い動きで道をあける。

　ありがとうございますとお礼を言えば、女子生徒は嬉うれしそうに小さく声を上げた。

　しかし男子生徒は逆に顔色が悪くなっていく。蛇へびに睨まれた蛙かえるのようだ。

（いったいどうしたんでしょう……？）

　後ろにいる要が蛇のように睨んでいることには気づかず、祀莉はその様子を不思議に思うだけだった。
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　この学園の校舎は学年で階が分かれているのではなく、クラスで分けられていた。

　Ａクラスは大きい方の校舎、一ノ棟の二階に設けられていた。

　一つ上の階にＢクラス、Ｃクラス。教室の広さはＡクラスの半分だという。

　別の校舎、二ノ棟の三階にＤクラス、Ｅクラス、Ｆクラスがあり、さらに教室は質素なものになっている。質素といっても他の私立の学校よりは、かなりいい待たい遇ぐうだ。

　超豪華待遇のＡクラスに比べればその待遇なんて霞かすんでしまうだけ。

　そんな誰もが羨うらやむＡクラスの教室の前。

　扉とびらとにらめっこする祀莉の心臓は大きな鼓こ動どうを響ひびかせていた。

（き、緊張します……）

　教室に入りたいけど、心の準備がちゃんとできていない。

　開いていればまだよかったものの、目の前にある扉は完全に閉ざされていた。

　また孤立してしまうのだろうか。誰も近寄ってこない、一人きりで過ごす休み時間。

　先生すら声もかけてくれない。要が支配するクラス。

　悪役令嬢として嫌きらわれ役になるのだから、別に構わないと思っていた。

　どうせ友達なんてできないから、悪ぶっておこうと……なのに────体が震える。

「祀莉」

「──っ！」

　肩に手が置かれ、祀莉は跳び上がりそうになるほど驚いた。

　そうだ、要も一緒にいたのだ。

「大丈夫だ、俺がいる」

（あなたがいるから、わたくしは独りなんです……！）

　そう叫びたかったがそんなことができるはずもなく、ぐっと言葉を飲み込んだ。

　祀莉の気持ちを知らない要は、扉を開いて教室に入っていた。

「何してんだ？　ほら、入れ」

「あ……はい」

　扉のそばで教室に見入っている祀莉に中へ入るように促した。

　仲なか睦むつまじさを見せつけるような二人に、生徒たちの視線が一気に注がれた。

「あ、要だ。久しぶり！」

「なー課題やってきたかー？　ちょっと見せてくれよ！」

「……また忘れたのか？　高等部でもこれではまた先生に叱しかられるぞ」

「違うって！　わからないところがあったんだって！」

　次々と要のもとに集まる男子生徒たち。学園では王様然としてみんなに怖がられているものだと思っていたのに、意外とフレンドリーな感じだ。

（小学校と同じく、絶対王政の恐怖政治だと思ってましたのに……）

　見たことのない要の態度に啞あ然ぜんとして突っ立っている祀莉の肩に手が置かれた。

「っ！」

「やっほー。さっきぶりだね。君が祀莉ちゃんかぁ……」

「はい？」




[image: ]




　軽い挨拶で祀莉の名前を口にしたのは、代表控え室の外で会った男子生徒だった。

　焦げ茶色の髪。優しく微笑みかける瞳が、眼鏡越しに祀莉を見ていた。

　初めて会ったのはほんの一時間前──のはずだが、彼のことはそれ以前から知っていたような気がする。どこかで一度会っていて、それを自分が忘れているのなら失礼だ。

　気を悪くさせてはいけないと祀莉は必死に思い出そうとした。

（う～ん……でも、どこで……。──あぁっ！）

　この時、祀莉の中である記憶が蘇った。

　前世で小説を読もうとして手に取った時、誤って先のページを開いてしまった。

　偶ぐう然ぜん開いたそのページには挿さし絵えが載のっていた。

　そこには──今、祀莉に話しかけてきたこの男が描かかれていたのだ。

　自分の想像力で楽しみたい祀莉は、挿絵はさらっと見て次のページに進むタイプだ。

　特に表紙は初めからブックカバーがかかっていたので見てもいない。

　名前と小説に書かれていた容姿の情報だけで登場人物を判断していた。

　もしかして、この男の名前は──。

「あの、お名前を聞いてもよろしいですか？」

「え？　俺の名前？　秋あき堂どう貴たか矢やっていうんだ。よろしくね～」

　祀莉に問いかけられた男子生徒は自分の名前を名乗り、にこりと笑った。

（やっぱり……!!）

　登場人物一覧に出ていた名前と一致している。

　フライングで見てしまった挿絵は桜を挟んで要と言い合いをしているような構図。

　この男、要のライバルに違いない。

（ヒーローにもライバルがいるなんて……）

　ライバルが祀莉だけなら、自分がどうにかすれば二人はなんの障害もなく結ばれるはずなのに、まさかの展開である。

　秋堂貴矢。小説内では味方のはずだが、現実では祀莉の敵だ。

　二人の邪魔はつまり、自分の邪魔。そりゃあ、少しくらいは障害があった方が盛り上がると思うけど、万一この男にヒロインがなびくようなことがあっては困る。

　そうと知ったからには、この男をなんとかしなくてはならない。

「ねぇ、祀莉ちゃん。今度、俺と──痛っ……いててててててっ!!」

「おい、貴矢。またお前は……」

　彼の背後には要が立っていた。肩を摑む指がだんだんと食い込んでいく。

　込められている力が半端なく強いことは、貴矢の表情と叫び声で誰もが理解できた。

「いやぁ……要をじっと見つめている祀莉ちゃんが可愛かったからつい……」

（え……見つめていた？　わたくしが？）

　クラスに馴な染じんでいる要が珍しくて観察するように見てはいたが、見つめているほどでもなかったと思う。

「要が離れていって不安でしょうがなかったんでしょ？　ね、祀莉ちゃん」

〝ね？〟と言われてもなぜそういうふうに見えたのかわからない。

「祀莉には近づくなと言っておいただろう。その手をどけろ。早急に」

　貴矢の手は祀莉の頰を撫でるように添えられていた。

（あら、いつの間に……）

　いつものごとく自分の世界に入って考えごとをしていた祀莉は、貴矢の行動に全く気づいていなかった。周囲から見ると完全に口説かれている場面だった。

「いや、でもこんなに可愛いなんて……痛いっ！　わかった、わかったから！」

　やっぱり要の王様ぶりは健在だった。なんとか要の手から逃れた貴矢は「仕返し！」と言いながら要に摑みかかる。要はひらりと避けて自分の席に向かっていった。

　貴矢もその後を追いかけるようにして祀莉のもとから去っていった。

　喧けん嘩か……というよりは、じゃれているように見える。

　そんな二人がこれからヒロインを取り合うのだ。

（できれば秋堂君には諦めてほしいんですけど……）

　万一に備えて、何か対策を練るべきかもしれない。

「祀莉様、こっちですわよ」

　すでに自分の席に移動していた諒華が祀莉の名前を呼んだ。

　織部と西園寺。入学式で隣の席だった彼女は、教室では前の席に座っていた。

　一人で使うには贅ぜい沢たくなシステムデスクにゆったりと座れるイス。一つの机に一台ずつ最新版のノートパソコンが設置されていて、一目でお金がかけられていることがわかる。

　男女混合の名簿順。祀莉は日当たりのいい窓際の一番後ろの席だった。

（サ行で窓際の一番後ろなんてラッキーです。それに……）

　次の列の一番前に桜。そしてその隣の席が要だったのだ。

　生徒の数は二十人。家のランクで厳選された生徒と特待生で編成されたクラスなので、鈴原と北条が隣に並んでもおかしくない。きっと小説の中の祀莉は、この席から仲が深まる二人を見て悔しがっていたのではないだろうか。

（わたくしは嬉しいですけどね！　二人を観察しながら毎日過ごせます！）

　自分にとって都合のいい位置づけに心の中でガッツポーズをした。

　己の席を確認した生徒は友人の席へと、挨拶に向かっている。

　諒華のもとにも、二人の女子生徒が声をかけにきていた。

　中等部から持ち上がりのクラスなので、新しく友達を作る必要がないのは羨ましい。

　興味深げに見つめていると、祀莉の視線に気づいた二人が振り返った。

「ごきげんよう、西園寺様」

「おはようございます、西園寺様。はじめまして」

　品のいい笑顔で挨拶の言葉を口にした。

「え……あっ、おはようございます」

　女子生徒とは普通に話せると思っていたが、やはり知らない相手は緊張する。

　星ほし川かわ、三み森もりと名乗る女子生徒は明るい調子で話し始めた。

「今朝の噂、耳にいたしましたわ」

「あの花園様を追い払ったとか」

「え……いや……」

　正確には追い払ったのは祀莉ではなく要だ。

　訂てい正せいしようにも、隙間なく話し続ける二人に祀莉は圧倒されるばかりだった。

「二年Ａ組、花園珠じゆ理り亜あ。花園グループのご令嬢なのですけれど、何せ傲慢でわがままで……」

「中等部の頃はずっと北条様を追いかけてらしたわよね」

「そうそう。睨まれて追い返されても、数時間後にはまた同じように……」

「ほら、ご覧になって。今も堂々と一年の教室に押しかけてきましたわ」

　目で促された方を見ると、今朝、校門で群れをなしていたリーダー格の女子生徒が図々しくも教室に入ってきているではないか。他の生徒には目もくれず、要の席の前を陣取り「フランスのお土産みやげです！」と、綺麗にラッピングされた箱を差し出していた。

　要は鬱うつ陶とうしそうしている。それでも珠理亜に気にした様子はないようだ。

　あの女子生徒も小説に何か関係しているのではないかと記憶をたどったが、登場人物欄に名前がなかったことから多分違うのだろう。

（なのにわたくしよりも悪役令嬢らしい名前ですよね……）

　周囲の生徒は、イライラがにじみ出ている要がいつキレるか不安な顔をしていた。

　──空気を読んで。察して。帰って。

　彼らの気持ちが手に取るように伝わってきた。しかしまるで気にしていない珠理亜はにこにこと笑っている。ふと、何を思ったのか彼女は視線を横にそらした。

　その視線の先──要の隣の席には桜が座っていた。

「あら、あなた……」

　その女子生徒が注意した特待生であることに気づいたようだ。

「北条様の隣なんて、何様のつもり？」

「え……名簿順……」

　今度は桜に詰め寄った。上から下までジロジロと不躾に視線を這はわせる。

　綺麗にセットされたカールをかき上げて言い放った。

「それに、なんですの、その髮。あなたごときがパーマなんかかけて、生意気でしてよ」

（ちょっと待ってください！　それ、わたくしのセリフですってば──!!）

　珠理亜が発した言葉は、本来祀莉が桜に言うセリフだった。

　なんだかどんどん自分の役割を奪うばわれているような気がする。

　お願いだから、彼らの──自分の邪魔をするのはやめてほしい。

　席を立ち、祀莉にしては俊しゆん敏びんな動きで珠理亜のいる場所まで移動した。

「やめてください！　花園様！」

　発した声は思いの外大きく、祀莉の声で教室が静まり返った。

　桜を背に庇かばうように珠理亜と対たい峙じする。珠理亜は鋭い目つきで祀莉を睨みつけたが、自分の相手にはならないと思ったのか、ふんっと鼻で笑った。

（うぅ……）

　怯ひるんでしまいそうになるが、ここで負けたら完全に役目が奪われてしまう。

　それは絶対ダメ。震えそうになる体をどうにか抑えて祀莉は精いっぱい睨みつけた。

　その姿が小動物の小さな抵抗のように見えたとしても……。

　見守る生徒たちは、今度は別の不安に見舞われた。ここで珠理亜が祀莉に手を上げようものなら、要が黙っていないだろう。祀莉と二人でいるところを見たのは今日が初めてだが、彼女を大事に思っていることは要の様子で気づいていた。

　高等部からは自分の婚約者が入学してくると話していた時の嬉しそうな顔。

　可愛い女子生徒にはとりあえず声をかける貴矢に、「祀莉には近づくな」と何度も釘くぎを刺していた。

　そして今朝の登校時、手を繫いで歩く仲睦まじい姿。

　女子生徒には一切、笑顔を見せず、あわよくばお近づきになろうとする者には、冷たい言葉と態度で突つき放していた。ここにいる珠理亜も何度か要の逆げき鱗りんに触れて怖い目に遭あっているはずなのに、なぜまたやってくるのか。

　要に近づいてくる姿を見るたびに、彼らは不思議で仕方なかった。

　よほど神経が図太いのだろうか。

「西園寺さん……」

　桜が自分を庇ってくれている祀莉の名前を呼ぶ。

「え……西園寺……ですって？」

　緊張感が漂う教室の中、一人だけ……珠理亜だけがその名字を聞いて固まっていた。

　この学園のＡクラスで西園寺なんて、四大資産家の一つ〝西園寺グループ〟しかありえない。祀莉を西園寺家の令嬢と認識した珠理亜の顔がさぁ……と青くなった。

「え、あ、あの……っ。わ、わたくし……失礼しますわっ！」

　さすがにまずいと思ったのか、珠理亜は怯えるように出口に向かい、教室を出ると一いち目もく散さんに自分の教室へ逃げていった。

　彼女が去って数秒後、わぁ……っと歓声と拍はく手しゆが沸いた。

「す……素敵ですわ、西園寺様！」

「さすが西園寺さん。今朝の噂は本当だったんだ」

「かっこいい……」

　周囲からしてみれば祀莉がとった行動は、身を挺ていして桜を庇ったようなもの。

　クラスメイトたちは尊敬の眼まな差ざしと賛辞の言葉を送った。

「西園寺さん、ありがとうございます！」

　桜も深々と頭を下げた。

（違う……、違うんです！　こうじゃないんです……！　悪役令嬢がヒロインを庇ってどうするんですか!!）

「祀莉……お前……」

　要が大きく目を見開いて祀莉を見ていた。

（しまった！　もしかして、これは要の役目でもあったんじゃ……！）

　ヒロインにいいところを見せて好感度アップのチャンスでもあったのだ。

　──それを奪ってしまった。

　要はみるみるしかめっ面になっていく。

　自分がやってしまったことの重大さに気づいた祀莉は体を震わせた。

（怒られる……！）

　思わず要に背を向ける。

「どうしたの祀莉ちゃん、大丈夫？　もしかして怖かった？」

「えっ!?　ひゃあ……っ」

　祀莉の変化に気づいた貴矢が無遠慮に顔を覗き込んできた。

　いきなりのドアップに驚き、反射的に距離をとろうと後ろに下がった。……が、足がもつれてしまい、体のバランスが崩れて後ろへ倒たおれそうになった。

　踏ん張って体勢を整えられるほど祀莉の運動神経はよくない。

　どんどんと反転していく視界の中で痛みを覚かく悟ごした。




　──ぽすんっ




（え……？）

　硬い床ゆかにお尻しりをついたにしては全然痛くない。むしろ柔やわらかい。それに視線が高い。

（あれ？　あれあれ……？）

「お、要。ナイスキャッチ！」

「へ……っ!?」

　祀莉が着地した場所は要の膝ひざの上だった。ずり落ちないように腰に手が回っている。

（うわぁっ！　ま、また嫌味を言われます！）

　勝手に転んだ祀莉を、あの憎ったらしい笑顔で上から嘲あざ笑わらうという図が頭に浮かんだ。

　慌てて要の上から降りようとするが、足が地面に届いていない。

　腰に回った腕が邪魔で身動きもとれない。

　何より桜の目の前でこの体勢は非常によろしくない。

（どうして受け止めたんですか……!?）

　今の場合だったら、椅子に座っていたとしても簡単に避けられるはず。〝俺、こいつになんか興味ないから〟と一切手を出さないのが得策なのではないか？

　祀莉と要がくっついているところを見たら、ヒロインが勘違いしてしまうだろう。

（なのになぜ……？）

　祀莉の頭の中は疑問でいっぱいだったが、もしかしたらこの行動には何か裏があるのでは……。要は桜の方を窺うように見ていた。

（なるほど！　鈴原さんに紳しん士し的てきなところをアピールするためなんですね！）

　要の様子を見てピンときた。たとえ鬱陶しい婚約者でも蔑ないがしろにしない、優しい男だというところを見せつけようとしているのだ。

（でも、それにしては密着しすぎなのでは……？）

　きっと要はとっさの判断でそこまでは考えていなかったのだろう。

「おい、貴矢」

「いや、悪気はなかったんだって……。ごめんね？　祀莉ちゃん」

　桜の隣にいた貴矢が手を合わせて謝った。

　すまなさそうにしているが顔は笑っていた。

「祀莉ちゃん、男の子に耐性ないのに要は平気なんだね」

　ニヤニヤする貴矢の横で、桜は要の膝に乗ったままの祀莉を見ていた。

（まずい、誤解を与える前に訂正しなくては……）

　これは要に協力しているんであって、別に平気というわけではない。

　むしろこの後何をされるか……もしくは何を言われるか祀莉は気が気でなかった。

　早く離してほしいという祀莉の願いとは裏腹に、腰に回された腕に力が込められる。

（要が怒っています!!　秋堂貴矢が余計なこと言うからっ！）

　さっそくライバルである要をヒロインから遠ざけようと試みているのだ。

　祀莉と要の仲がいいと認識させ、彼女の中の恋愛対象から外そうとしている。

（やりますね……、さすが要のライバル！）

　要もその意図に気づいているんだろう。

　見苦しいところを見せられないと我慢して、祀莉に八つ当たりをしているに違いない。

　少し否定するのが出遅れたからって、これは横暴じゃないか。

　だったら自分で訂正するなり、祀莉を早く離せばいいだけの話。

（なのに……どうして未だに、わたくしを抱えているんですかぁ！）

　要の行動に祀莉はますます混乱するばかりだった。










[image: ]




　暖あたたかい春の陽ひ射ざしの中でまったりと過ごす昼休み。祀まつ莉りは自分の席で持参した小説を読み、諒りよう華かは各デスクに備えつけられているパソコンを操作していた。

「ねぇ、祀莉。見て見て、これ！」

「なんですか？」

　前の席の諒華が振り向き、パソコンの画面を提示しながら祀莉に呼びかける。

　入学してから、一週間。諒華の口調はお嬢じよう様さまとはほど遠いものとなっていた。

　簡単に言うと被かぶっていた猫が剝はがれたのだ。

　実はこのクラスメイトのほとんどが猫を被っていて、お上品な子息令嬢を演じていた。

　高等部へ上がり、西さい園おん寺じ家の令嬢がクラスメイトに加わるという情報を得た先生が、お願いだから失礼のないようにしてほしいと、Ａクラス確定の生徒たちに頭を下げたそうだ。

　しかし、普段使わないお嬢様言葉が窮きゆう屈くつになってきたのか、だんだんと諒華の口調が崩くずれるようになっていた。たまにボロっと口調を乱してしまうことが増えていく。

　やってしまった！　と思っても、祀莉は気にした様子もなく何も言わないので、まぁいいやと、彼女のお嬢様期間は一週間で幕を下ろした。

　その影えい響きようか、他の生徒たちも次々と猫を脱ぬいで普段の自分をさらけ出している。

　さすがに先生の前では、被り直しているようだが。

　ちなみに桜さくらは通常運転。

　クラスメイトに合わせてお嬢様口調になることもなく、ありのままで過ごしている。

　金持ちが集う教室に放り込まれたら、無理をしてでも周囲に合わせようとするものだと思っていたのだが、彼かの女じよはマイペースに過ごしている。

　頭がいいので、勉強を教えてくれと乞こうてくるクラスメイトと着々と仲良くなっていた。

　未だに諒華以外のクラスメイトと話をするのに緊きん張ちようする祀莉は、日に日にこのクラスに溶け込んでいる桜が羨うらやましく思えた。

「──祀莉、聞いてる？　ここのイチゴタルト、すっごく美お味いしいんだって。今度食べにいこうよ」

「あ、はい。ぜひご一いつ緒しよさせてください。諒華」

　席が近いこともあって、祀莉は諒華と会話することが多かった。

　そのためいつの間にかお互いに名前を呼び捨てにするようになっていた。

「和風ほうじ茶パフェが美味しそうね」

「イチゴタルトはどうしたんですか……」

　二人して色鮮やかなスイーツが並ぶメニューの画面に食い入っていた。

「カップルで行きたいおすすめのお店だってー」

「へぇー。そうなんですか」

（カップル、ですか……）

　男子生徒と会話している要かなめと、次の授業の予習をしている桜に視線を向ける。

（一週間経たってもなんの進展もないんですけど！）

　きっかけはあるはずなのに、要は全く桜に話しかけようとしなかった。

　もっと積極的に自分に興味を持たせようと働きかけないと、縮まる距きよ離りも縮まらない。

（それなのに……）

　──秋あき堂どう貴たか矢や。

　窓際の一列目の席、つまり桜の左ひだり隣どなりにこの男がいるのだ。

　ヒーローとそのライバルがヒロインを挟はさんでいる状態だった。

　要と違ちがい、貴矢は桜に積極的に話しかけている。

　二人の仲が進展してしまったらと祀莉はハラハラしながら観察していた。

　適当にあしらわれたり無視されているから、今のところはさして問題ないだろう。

　問題は要の方だった。二人が話していると機き嫌げんがすこぶる悪くなる。

　視線を感じる……と思ったら、無言で睨にらみつけられていることが多い。

（イライラするくらいなら、自分も積極的に話しかければいいのに……）

　タイミングが摑つかめないのはわかるが、八つ当たりはやめてほしい。

　その目を貴矢に向けたらどうなのかと何度思ったことか。

（……鈴すず原はらさんがいるから無理ですね）

　あの凶悪な顔を向けられたら、いくらヒロインでも引いてしまう。

　要もそれをわかっているのか、昔のようにクラスを支配する気はないらしい。

　おかげでこの学園の居心地はいい。こんなに平和に過ごせるとは思わなかった。

　すぐに引き離されるだろうと思っていた諒華とも良好な関係を結べている。

　休み時間に一人で読もうと思っていた小説は、あまり役目を果たしていなかった。

（きっと鈴原さんとのことで、わたくしにまで気が回らなくなっているんですね）

　しかし、おかしな点が一つある。未だに要は毎日、祀莉を迎えにくる。

　そして帰りも西園寺邸ていまで送り届ける。

　まだヒロインと出会っていない入学式の朝はわかるが、それ以降も毎日……。

「おかしいです……」

「何が？　あ、お菓子いる？」

　スナック菓子を口に運んでいた諒華が、手に持っていた袋を祀莉の方に差し出す。

「ありがとうございます……もぐ……要が……毎日家まで迎えにくるんです」
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「……へ？　何言ってんの。そりゃそうでしょ、婚約者なんだから」

「婚約者……あっ」

　そうだ。まだ婚約者なのだ。

　桜に恋こいした要は〝婚約者〟を疎うとんじて解消してほしいと親に頼むはず。

　なのに二人はまだ〝婚約者〟だった。

「〝あっ〟って……忘れてたの？」

「いえ、そういうわけではなく……」

「はっは～ん。当たり前のことで気にも留めてなかった？」

　諒華は食べる手を止めずにお菓子をどんどん口に含ふくみながら、からかうように笑った。

「もぐ……お行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

「あんたもねー。西園寺家の令嬢が、一週間で私たちに染められたもんだねぇ。はは」

　確かに。お坊ちゃまお嬢様が集う学校だから、それはそれは優ゆう雅がな学園生活を満まん喫きつしているのかと思いきや……いや、ある意味優雅だ。教室の後ろにあるフリースペースでお茶したり、仮眠をとったり、寛くつろぎながら大画面でゲームをしたり……。

　家では自由に振る舞まえない子息令嬢が、ここでは思いっきり羽を伸ばしている。

　教室の隅すみには毎週発売される漫まん画が雑ざつ誌しが積み上げられていた。祀莉はそれが気になって仕方がない。そのうちこっそり読ませてもらおうともくろんでいる。

「思っていたよりこの学園での生活は楽しいです」

　小学校と同じ、孤こ独どくな時間を過ごすものだと思っていた。そう覚かく悟ごを決めて諦あきらめていた学園生活が、こんなにも楽しいとは思わなかった。

「そう、よかった。親友の私のおかげだね～」

「はい」

　こうやって親友と呼べる存在を手に入れることができて、わたくしは幸せです。
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　放課後は四方館でゆっくり過ごすことが、祀莉の日課となっていた。

　誰だれの目も気にせず読書ができるのはとてもありがたい。

　今日は数日前に届いた本ほん棚だなに本を並べていた。正確には漫画と小説。

　カムフラージュの図ず鑑かんや辞書も忘れない。

（これなら部屋に置く量を気にせず新しい小説が買えます！）

　祀莉はまだ数冊しか置かれていない本棚を眺ながめながら満足げに頷うなずいた。

　これで一つの問題が片付いた。

　しかし……ここ数日、祀莉の頭を悩なやませているもう一つの厄やつ介かいな問題。

　──ヒロインと要の進展が全く見られない。

　時々話しているのは見るが、要といる男子生徒が桜に話を振ってグループで盛り上がっている程度だ。二人だけで話しているところといえば、落とした消しゴムを拾って渡わたす場面くらいしか目もく撃げきしていない。

（こんなはずではないんですけど……）

　もしかしたら、祀莉の知らないところでイチャイチャしているのかもしれない。

　……にしては、要は祀莉の目の届く範囲にいる。

　昼食だって一緒にとっている。

　諒華と食堂で並んで食事をしていると、同じテーブルに貴矢と一緒に現れるのだ。

　せっかくだからヒロインを誘さそって昼食をとればいいのに。

（あぁ……だったら喜んで覗のぞき見に行きますのに！）

　いつまでたっても要は行動を起こす気配がない。

　ライバルの貴矢が邪じや魔ましているか、それともお互い牽けん制せいし合っているからなのか。

（はぁ……。やっぱりわたくしがちょっかいを出さないとダメなんでしょうか……。でも、どうしたらいいか……小説の中に参考になるシーンとかないですかねー……）

　手に持っている小説の内容がどんなものだったか気になり、適当にページを開いた。

　ヒロインに極悪なライバルが登場する恋れん愛あい小説だ。

　二人の仲を引き裂さこうと、数々の嫌いやがらせをしていたような気がする。

　数ページだけ読むつもりだったが、目は次へ次へと文字を追っていき──。




「──祀莉」

「っ!?」

　名前を呼ばれたと同時に勢いよく本を閉じた。

「え、あ……要。びっくりしました」

（気配がありませんでした！　いえ、わたくしが本に集中しすぎて……）

　いきなり後ろに立つのは心臓に悪いので、やめていただきたい。というより、近い。

　要の両手は祀莉を閉じ込めるように本棚に添そえられていた。

　恐おそる恐おそる顔を上げると、無表情で祀莉を見下ろす要と目が合った。

　まっすぐ射抜くように見み据すえられて、なんだか居心地が悪い。

　視線をさまよわせてうつむいた祀莉の耳元に要が唇くちびるを近づける。

「最近、織おり部べと仲がいいな」

「──っ!?」

　低い声で囁ささやく。含むような言い方に幼い頃ころのトラウマが蘇よみがえる。

　──要はまたわたくしを孤独にしようとしている。

　今までは様子見。ある程度、仲が深まってきたところで引き離すつもりだったのだ。

　だったら最初から近づかせなければいいのに。

　今いま更さら、距離を置けと言われるのは……──

「い、嫌です！　わたくしから諒華を奪うばわないでください！」

　家の名前で近づいてきたとしても構わない。今、彼女と一緒に過ごす時間が楽しい。

　それより何より……。

「初めてできた……し、親友なんです……」

「え、あ、そうか……それは、よかったな」




　──あれ？




　蔑さげすんだような目で「だからなんだ」と冷笑されると思った。

　また周りを遠ざけるように仕向けられるのかと恐きよう怖ふを感じたが、様子がおかしい。

　要にしては歯切れが悪い話し方だ。

「……ところで祀莉、織部と話していたことだが……その、ケーキがどうのとか……」

「え？　はい。イチゴタルトが美味しいと評判のお店があるって話をしていました」

　甘あまいものが好きでもない要がなぜそんなことを……そこまで考えて祀莉は察した。

　──これは桜とのデートの下調べだ。

　世の中の女の子がスイーツに目がないことくらい、要にもわかっているだろう。

「あの、要。もしかして、そのお店に興味が？」

「あ、あぁ……」

　若じやつ干かんだが頰ほおが赤くなっている。つまりはそういうことなんだろう。

　後押しするように店の名前や場所も提供した。

「カップルで行きたいおすすめのお店らしいですよ。女の子なら行こうといえば頷いてくれるはずです！」

「そ、そうか……お前も行きたいか？」

「はい！」

　もちろんだ。今度、諒華と一緒に食べに行こうと約束している。

　画像で眺めていたメニューはどれも美味しそうで、何を注文しようか検討中だ。

　要と桜はいつ行くのだろう。そうだ、二人のデート日を聞いておかなくては。

　こっそり後をつけてデートを観察するのだ。このチャンスを逃すものか！

　祀莉は瞳ひとみを輝かがやかせて要を見上げた。

「それで、いつにするんですか？」

「……明日、とかはどうだ？」

「明日……これはまた急ですね」

「ダメか？」

「ん～まぁ、大丈夫だとは思いますけど」

　明日はちょっと急すぎるんじゃないかと思ったが、要の誘いを断るわけがない。

　すでに予定が入っていなければ、百パーセント成功するはず。

　ちょっと待ってろと、要はポケットからスマートフォンを取り出して、離れた場所で電話をかけていた。明日ということは、これから誘うということだ。

　今は放課後、いつもすぐに帰ってしまう桜はすでに帰宅している。

　自宅に電話して予定が空いているか聞くのだろう。

（もう連絡先を知っているなんて、やりますね……！）

　明日は天気がいいから、テラス席で食べると気持ちがいいですよねとアドバイスしておいた。その方が自分も覗き見しやすいということは、心の隅に置いておく。

　きっと素敵な一日を過ごしてくれるに違いない。

　電話を終えた要は心なしか嬉うれしそうだ。

「楽しみですね」

「……あぁ。明日、迎えに行く」

「そうですか」

　彼女の自宅もリサーチ済みらしい。いつの間にそんな情報を聞き出したのだろうか。

　祀莉が諒華と話していることが多いので、その隙をついて要と桜はお互いのことを話す関係にまで発展していたのかもしれない。

　だから今回、思い切ってデートに誘ってみようと思ったのだ。

　祀莉に相談するように店の話をしてきたのは、自分たちの仲を邪魔するなと警告するため。桜との仲を見せつけようとしたのだ。

（そんなことしなくてもいいのに、鈴原さんのことが心配なんでしょうか？）

　明日の大まかな予定を聞かされながら、今日も祀莉は北ほう条じよう家の車で帰宅した。
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　そして翌日。

　オシャレな店構えが今時の若いカップルに人気のスイーツのお店。

　そんなお店にお似合いのカップルがテラス席でデートを楽しんでいた。

　一番人気のイチゴタルトを幸せそうに頰張る桜。それを微笑ほほえましく見つめる要。

　これだ。これぞ自分が求めていたトキメキの一つ。なんて理想的なカップルだろう！

　そんな二人をニヤニヤしながら、双そう眼がん鏡きようで見つめていた。

　ほら、今ですよ。鈴原さんの口元についているクリームをさりげなく拭うのです！

「──おい、祀莉……」

　あら、おかしいですね。要の声が耳元で聞こえるんですが。

　彼かれは目の前のお店で鈴原さんとイチャついているはずなのに……──。




「起　き　ろ」




　苛いら立だちを含んだ声。そして耳に軽い痛みと圧あつ迫ぱく感かん。

「────っ！！？」

　みみみみ耳!!　右耳にっ！　な、なにっ、かっかぶりついてっっ!?

　一気に目が覚めた。

「やっと、起きたか……」

「あ、あれ？　わたくし……え？」

　──今のはもしかして夢!?

　祀莉は自室のベッドに寝ねていた。間違いなく夢である。

　昨日の晩はウキウキしてなかなか眠れずにいた。

　デートはこんな感じかなーと妄もう想そうしながら寝入り、そのまま夢として見ていた。

　で、寝坊である。

（やってしまいました……）

　二人を尾行するために早く起きて、例の店の近くで待ち伏せするつもりだったのに。

　……だとするとおかしい。今ここで不可解な事象が起きている。

　ターゲットである要が覆おおい被さるように祀莉を覗き込んでいるのであった。

「えっ、あれ!?　要……あの、今日のデートは……？」

「はぁ？　だから迎えにきてやったんだろ？　ほら、とっとと支度しろ。予約してあるんだから、できるだけ早く、速やかに」

　偉えらそうに部屋の外に待機していた使用人に祀莉を突つき出した。

　彼女たちはなぜこの家の人間ではない要の命令に従っているのだ。

　っていうか、どうして要がここにいるのだろうか。桜とのデートはどうしたんだ。

　時間的に二人仲良く車で店に向かっている頃だろう。

　なのに要はここにいる。と、いうことは……。

　──今日になって断られたんですね。

　店の予約をしてあると言っていた。人気の店だ。朝一番に並んでおかないとすぐには席に着けない。席の一つなんて北条の名前を使えば、簡単に確保できる。もしそれをキャンセルしても、ご子息の気まぐれだと店側も何も言わないと思うのだが。

（せっかく予約したのだから、仕方なくわたくしを誘いにきたのですね。あっ、後日のデートのために予習しようとしているのでしょうか！　悪くない考えですね）

　などと考えているうちに祀莉は使用人によって可か愛わいらしく着替えさせられた。

　誰が見てもデート仕様である。

「要、準備できましたよ……って、何してるんですか。人のベッドで……」

　要を呼びに自分の部屋へ戻ると、彼はつい先ほどまで祀莉が寝ていたベッドに横になっていた。桜に断られたからといって、ここでへこむのはやめてほしい。

　というか、誰も要を部屋から追い出さなかったのか。

　祀莉を起こした時もそうだ。仮にも女の子の部屋だというのに無断で入るなど……。

「わたくしの枕まくらを抱いて寝ないでください！　ほら、ちゃんと準備できましたよ」

　腕の中から無理やり枕を引き抜く。眠りかけていたのか、目が半分しか開いていない。

　祀莉に引っ張り起こされて要は気け怠だるそうにベッドから降りた。

「予約は何時にしてあるんですか？」

「……午前中あたり、適当に行くと言ってある」

「なんてアバウトな……」

　忙しい休日に迷惑な客だ……。お店の人も困っているだろうに。

　もしかしたらいつ来店してもいいように、朝一から待ち構えているかもしれない。

　次からはきっちり時間を指定した方がいいと忠ちゆう告こくしたら、だったら寝坊をするなと言われた。

（どうしてわたくしのせいになるんですか……？）

　要と一緒に階段を下りたところで、弟の才さい雅がに遭そう遇ぐうした。

「なんだよ、姉さん。やっぱり要兄さんと出かけるんじゃないか」

　祀莉によく似た顔で穏おだやかに笑った。

　昨夜、使用人に「明日、適当に出かけますので」と言っているのを目撃されていた。

　要と一緒に出かけるのかとしつこいので「誰でもいいでしょう」とごまかしたが、この家の人間には、一緒に出かける相手は要だけだと認識されてしまっている。

　確かに祀莉が出かける相手と言えば要くらいしかいなかった。……半ば無理やりだが。

　それでも高校に入って一緒に出かけようと誘ってくれる友達ができた。

　今度ケーキを食べに行こうと諒華と約束している。

　そんなことはさておき、一人で出かけると言うと家の人たちに困った顔をされるので、誰かと一緒だということをにおわせておきたかったのだ。

　結局は要と出かけることになってしまったのだが。

　そうだ、と目の前にいる才雅に声をかけた。

「せっかくだから、才雅も一緒に行きませんか？　美味しいケーキのお店！」

「はぁっ!?」

　要が素すっ頓とん狂きような声を出した。

　近くにいた使用人もそれぞれの仕事の動作で固まったまま祀莉を見ていた。

　誘われた才雅は引きつった顔をしている。

「いや、姉さん……俺は用事があるから。二人で楽しんできて……二人で」

　──なぜ『二人』を強調する。

「せっかくのデートなんだから。ね、要兄さん」

「……そうだ。二人で行く」

　なんでそこまで二人にこだわるのか……──デート？

（あ……っ！）

　忘れていた。これは桜とのデートの予行練習。二人でないと意味がない。

「すみません。すっかり忘れていました……」

「いや、わかっているなら別にいい。ほら、行くぞ」

　ほっとしたような笑顔を浮かべる才雅と使用人たちに見送られ、祀莉たちは例のケーキ店へと出発した。




　噂うわさ通どおりイチゴタルトの味は絶品だった。

　予約席として確保していたテラス席でおすすめの紅茶と一緒に楽しんだ。

　天気は良好だが、思っていたより陽射しが強い。

　少し風が吹いている日ひ陰かげがちょうどいい気温だった。

（絶好のデート日び和よりだというのに、鈴原さんはどうして今日になって断ったのでしょう……）

「一緒に来られなくて残念でしたね……」

「才雅は用事があるって言っていただろう？」

　──いえ、そちらではなくて……。

　祀莉は桜のことを話しているつもりだった。

　まあ、でも今日になって断られたのだ。

　わざわざ自分の心を抉えぐるような話をしたくないのだろう。

（相当ショックだったんですね……）

「ほら、ついてるぞ」
















　フォークを口に当てながらタルトを見つめている祀莉に、要が手を伸ばす。

　その言葉を理解する前に、くいっと口元を指で拭われる。

　顔から離れていく指にはカスタードクリームがついていた。

「え……あの……」

　要は指についたクリームを自分の口元に持っていき、躊ちゆう躇ちよなくペロッと舐なめた。

「……ふん、甘いな」

　それだけ呟つぶやいてコーヒーに口をつけた。

（え……もしかして、わたくしの口元についていたクリームを舐めましたっ!?）

　今の自然な動きはなんだ。

　不覚にもドキッとしてしまったではないか。

　だから、だからこそ……。

（それはわたくしにではなくて、鈴原さんにしてください……！）

　女の子が憧あこがれるシチュエーションを彼女で再現されなかったのが口くち惜おしい。

　それはまたの機会にして、今のやりとりを誰かに見られたかもしれないと、恥はずかしくなった。その恥ずかしさのあまりイチゴタルトを食べるペースが速くなり、気づけば完食していた。味わう余よ裕ゆうなんてなかった。

「もういいのか？　もっと頼んでもいいんだぞ」

「いえ、大丈夫です」

　一番いい場所を長時間占せん領りようしていては悪いと思い、すぐに席を立った。

　帰り際に忙しい中、席を占領してしまってすみませんと店長に謝罪した。またいつでもどうぞと言われたが、多分社交辞令だろう。こんな迷惑な客はごめんだと自分なら思う。

　何か小さな失礼があれば店が潰つぶれると怯おびえていたに違いない。

　心の中でもう一度お詫わびをして店を出た。




（本当、天気がいいですね……）

　せっかく外に出たので買い物がしたい。先日、漫画の最新巻が出たはずだ。

　要には先に帰ってもいいと言ったのだが、やはりついてこようとする。

　どうにか追い払おうと、いろいろ策を練って実行してはいるが、いつの間にか近くにいるので、これに関しては諦めモードである。

「そういえば、鈴原さんとはどうなんですか？」

「……なんだいきなり」

「気になっただけです。ほら、席も隣同士ですし……」

　時々お話ししているでしょう？

（この前も落とした消しゴムを拾ってもらっていたのを目撃しましたよ！）

　手が触れ合って、お互いドキッとしたんじゃないかと想像して楽しんでいた。

「お前が思っているようなもんじゃねえよ」

　……そうなんですか。残念。でも──。

「可愛いですよね、鈴原さん。ついうっかり手を握にぎったりとか、頭を撫なでたくなったりとかは……」

「は？　ねぇよ。なんだよ、さっきから」

「……ないのですか？　わたくしに隠かくれてこっそり──」

「ない」

（ないのですか……）

　教室では後ろから観察しているから、それは本当だろう。

　要ならもっと積極的に動くと思っていたのに意外と奥おく手てなのだろうか。

　いや、そんなはずはない。今までにないタイプの相手に慎しん重ちようになっているのだ。

「女の子の憧れのシチュエーションですよ？　要はそういうのは恥ずかしくて嫌なのですか？」

「……手を繫つなぐことはあるだろ？」

　──あ、今白はく状じようしましたね。

　さっきまで断固として「ない」と言っていたくせに。動どう揺ようして本当のことを吐いてしまったのだ。いったいいつ、そんなシチュエーションに……。

「──こうやって」

　するり……と要は自分の手を祀莉の手に絡ませてきた。

（えっ!?　いえ、わたくしとではなくて……）

　ぴったりくっつけられた手のひらに、またしてもドキっとしてしまった。

　小さい頃──そして今も、行動の遅い祀莉を引っ張ることはある。

　が、こんなふうに触れてくるなんて……。

（──鈴原さんのために何度も脳内でシミュレーションしたんですね！）

　自分がドキッとしてしまったくらいだ。きっと桜も心をときめかせるだろう。

　できれば自分が見ているところで甘～いムード満点にやってほしい。

　そっと握られた手を意識して顔を赤くする桜とそれを優しく見下ろす要。

　想像しているうちに、口元が緩んできた。

　いけないいけないと思いながら表情を引き締しめる。

　繫がれた手は離されることなく、手を引かれるように隣を歩かされた。

　機嫌よく歩く祀莉を、要は優しい目で見ていた。
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　後日。再び祀莉は同じ店にケーキを食べにきていた。今度は諒華と二人。

　やっと予定が合ったので、噂のスイーツを食べに行こうとなったのだ。

　そして、彼女もやっぱりお嬢様。〝予約しておいたから〟の一言をあっけらかんと言った。しかも、午前の営業時間をまるごと貸し切りで。

（人気の店を貸し切りにするとは……要でもそこまでしなかったのに……）

　店員に何になさいますか、と聞かれて祀莉は季節のミルフィーユを注文した。

「あら？　イチゴタルトを頼みませんの？」

　織部諒華、お嬢様モードである。西園寺家に迎えにきてくれた時もきっちり猫を被っていた。車に乗り込み出発すると、途端に気が抜けたのかいつも通りの話し方に戻もどったが。

　外ではお嬢様らしく振る舞えとうるさく言われているらしい。

　車から出たらお嬢様になるから、と宣せん言げんしていた。

「実はこの前、要と来たんです。その時にいただきました。先に諒華と約束していたのに、すみません……」

「いえ、別に構いませんのよ。言ってくだされば別のお店にしましたのに」

「これも食べたかったんです」

　そうなんですか、とメニューに目を通しながら諒華は言った。

　一通り見終わった後、和風ほうじ茶パフェを注文した。

　あなたこそ、イチゴタルトはどうしたんだと口を挟みたかったが、ずっとこれが食べたいと言っていたから、彼女の本命は注文したパフェなのだろう。

「で、どうでしたの？　北条様とのデート」

「はい？　特に何も。というか、デートではありません」

「……デートですわよね？」

「違います。ケーキを食べて買い物をしただけです」

「……デートですわよね」

「いいえ」

　この会話は注文したものが運ばれてくるまで続いた。
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　朝、教室に入った時。授業中。休み時間。昼休み。

　──そして、ホームルームが終わった後。

「…………」

　祀まつ莉りはずっと後ろから眺ながめていたが、相変わらず要かなめは桜さくらに話しかけようとしない。

　隣となりを見ようともしない。挨あい拶さつをしているところすらも見たことがない。

（挨拶くらいしたらどうなんですか……!?）

　貴たか矢やは軽い調子で桜に話しかけているというのに。

　……適当にあしらわれている感はあるが。

　要は祀莉といる時以外は男子──特に貴矢と行動していることが多い。

（ライバル同士のくせに本当、仲がいいんですね……）




「祀莉、お昼食べよー」

「はい」

　諒りよう華かに呼ばれて教室の後ろ半分のフリースペースに移動する。

　その場所には豪ごう華かなテーブルセットが備えつけられていた。

　学園のメニューよりも自分の好きな物が詰まったお弁当がいいという諒華が、教室で食べるために持ち込んだものだった。食堂まで行くのが面倒だと言い出して、わざわざテーブルセットを手配し、ここで食べようと提案してきたのだ。

　それに合わせて祀莉もお弁当を作ってもらうように頼んだ。

　今日はやる気に満ちたシェフ特製のお弁当を持ってきている。

「……弁当？」

「あ、はい、そうなんです！　要たちは遠えん慮りよせず食堂で済ませてくださいね」

　お弁当を持たない要と貴矢は食堂に行かないと昼食がない。

　桜も教室を出ていったのだから、食堂のどこかを探したらいるはずだ。

　この機会に昼食に誘さそえばいいと思う。要は黙だまって教室を出ていった。

「おーい、待てよっ。要」

　貴矢が後を追っていった。それを見て諒華が申し訳わけなさそうに呟つぶやく。

「北ほう条じよう君に悪いことしちゃったかな？　祀莉もちゃんと言っときなさいよ」

「どうしてですか？」

「どうしてってそりゃ……一いつ緒しよに食べたいでしょうに」

（……？　だから食堂へ行ったんじゃないんですか？　鈴すず原はらさんと一緒に食べるために）

　嚙かみ合っているようで嚙み合っていない会話に首を傾かしげつつ、祀莉は弁当のふたを開けた。祀莉の好みを熟じゆく知ちしているシェフが、腕うでによりをかけて作ったとわかる力作だ。

　今いま頃ごろ、要は食堂で桜と楽しくお昼だろう。

　貴矢も一緒というのが気がかりだが、そこは要の力量に任せるしかない。

　食べ終わったらこっそり覗のぞきに行こうかと考えた。

　──その時。

　カタッと隣の椅い子すが引かれて人が座すわる気配。向かいに座っている諒華が顔を上げた。

「あれ？　北条君、おかえりー」

（へ……？）

　もぐもぐとおかずを頰ほお張ばる祀莉の隣に要が腰こし掛かけていた。

（鈴原さんは……？　もしかして、見つからなかったんでしょうか）

　もっとよく探せば見つかったかもしれないのに、諦あきらめが早すぎる。

「あ、パン買ってきたんだ。秋あき堂どう君は？」

「さぁ……」

　要が手にしていたビニール袋にはパンが三つと紙パックのジュースが入っていた。

　諒華の問いに興味なさそうに返事をして、袋から取り出したパンを豪ごう快かいに口に入れた。

（あの要が、昼食にパンを……）

　なんとも珍めずらしい図だ。今まで、手で摑つかんで口に入れるというところを見たことがなかったからなおさら新鮮だった。

　それから要は昼休みになると教室を出て、数分後にパンを持って戻もどってくるようになった。ストロー付きのジュースを飲みながらパンを頰張る。

　そんな要を見て、ついポロッと口にしてしまった。

「パンも美お味いしそうですね……」

「交換するか？」

　それと……と祀莉のお弁当を指差す。

「い、いえ。結構です！」

　半分ほど食べてしまっている上、一度箸はしをつけてしまっている。

　そんなものを渡わたすわけにはいかない。何を考えているんだ、要は。

「明日、弁当を寄越せ。で、お前にパンを買ってやる」

「はい？　いえ……そこまでしていただかなくても……」

「俺が米を食べたい」

「……」

　だったら食堂に行けばいいじゃないですか。

　……なんて言えない祀莉なのであった。

　まさかお弁当が強ごう奪だつされる日が来ようとは思ってもみなかった。

「卵焼きは甘あまいのがいい。あと、唐揚げが食べたい。それとだな──」

（断る前に注文が……！）

　強奪するだけに限らず、お弁当の内容に注文までつけてきた。

　断れない空気に仕方なく、要の要望をそのままシェフに伝えた。

　卵焼きの味つけは塩派の祀莉がそんなことを言うのは珍しい……と、シェフは疑問を抱いたが、他の注文を聞いてすぐにピンときたようだ。

「要様がつままれるのですね？」

「え……はい」

（つまむどころではなく強奪ですが……）

「では、要様の分も作ってしまいましょう！」

　気が利くのか利かないのか、彼かれは嬉しそうに提案して下した拵ごしらえにとりかかった。

　次の日、鞄かばんと一緒に持たされたのは大きさの違ちがう二つの弁当箱。色違いのお揃そろいチックな弁当箱と箸を見て、諒華は「夫婦みたいだね」と、これでもかと祀莉をからかった。

（うわぁあっ、なんですかこの羞しゆう恥ちプレイ……！）

　お弁当強奪は免まぬかれたが、これならパンと交換の方がまだマシだったかもしれない。

　桜が教室にいないのが唯ゆい一いつの救いである。もしもこんなところを見られて誤解されたら大変だ。祀莉はできる限り急いで食べ終えて弁当箱を巾きん着ちやく袋ぶくろにしまった。

　対照的に、隣の席に座る要は優ゆう雅がにおかずを口に運んでいた。

　自分の好きなおかずを食べられたのが嬉しいのか、機き嫌げんがいいように見受けられる。

（お弁当が羨うらやましかったんでしょうか……？）

　要も自分の家のシェフに頼んで持ってくればいいのに。そう思ったが、中等部ではずっと食堂を利用していたようなので、今いま更さら言い出せないのかもしれない。

「ごちそうさま」

　祀莉のより倍近い大きさの弁当をぺろりと完食して手を合わせた。

（こういうところは行ぎよう儀ぎがいいんですよね……）

　これで満足してくれたようなので、明日からは平へい穏おんな昼食がとれることだろう。

　そう思っていた祀莉の意に反して、翌よく朝あさ、シェフはまたお弁当を二つ用意していた。

「え……あの、それはもしかして要の分ですか？」

　まだ才さい雅がの分だという可能性が残っている。そう信じて質問した。

「はい、そうですよ。要様の分です」

　しかし、嬉しそうに弁当箱を巾着袋に入れながらシェフは答える。

「要の分は昨日だけでいいんですよ……？」

「いえいえ、要様からお礼の品をたくさんいただいたと聞いているので。昨晩も『美味しかった。できればこれからもよろしく』と直接お電話いただきました」

「え……」

　なんと、要は祀莉の知らないところで、毎日お弁当を用意してもらえるようシェフに手を回していたようだった。

　昨日以上に張り切って作ったというお弁当を、祀莉は啞あ然ぜんとして受け取った。

　そんなにお弁当が食べたかったなんて……。

（──食堂に飽あきたんでしょうか？）

　玄関先でお弁当を凝ぎよう視ししていると、急に手から重みがなくなった。

「ほら、行くぞ」

　二人分のお弁当を手にした要が祀莉を呼ぶ。お弁当を人ひと質じち（？）に取られてしまった。

（自分の家で頼めばいいのに……）

　要と一緒に登校することが当たり前になりつつある祀莉は、心の中で文句を言いながら車に乗り込んだ。




　昼休み。

　本日も教室で昼食である。しかし、いつもと違う点が一つ。教室が騒そう々ぞうしい。

　女子特有の甲かん高だかい声が耳に届く。声の出所に視線を向けると、女子生徒数人に囲まれて昼食を楽しんでいる貴矢の姿があった。

（なんですか、あれは……）

　自分の席とはいえ、よくもまぁＡクラスの教室に他のクラスの生徒を連れ込めたものだ。

　そういうことを全く気にする様子がない貴矢は、可か愛わいらしい女の子に美味しそうなお弁当を順番に食べさせてもらっていた。

　世に言う〝あーん〟ってやつだ。なんともいいご身分だ。

「まぁた、ハーレムを築いてるのね、あの男。北条君も行ってきたら？　可愛い女の子に〝あーん〟してもらえるわよ」

　諒華の軽い冗じよう談だんに、馬ば鹿か馬ば鹿かしい……と言葉を返す要。

　その通りだ。たくさんの女の子より好いている女の子の方がいいに決まっている。

　その女の子──桜は今日は教室で昼食をとるらしい。

　隣の席で女子生徒を侍らせている貴矢に不快な顔をしていた。

　彼の築くハーレムにドン引きしている。

（これはチャンスです！）

「要、鈴原さんを昼食に誘ってみてはいかがですか？」

「は？」

「だって、今日は教室でお一人のようですし」

「……」

　彼かの女じよを誘うのに乗り気ではない様子。何を戸と惑まどっているのだろうか？

「お隣の席でしょう？　気楽に声をかけてみてください、ね？」

　強引に背中を押して誘いにいくように促うながした。

　何かもの言いたげな表情を浮うかべながら、要は桜の席を目指す。

　その後ろ姿を見送りながら祀莉はエールを送った。

　もう入学してから一カ月経たつのだから、そろそろ本格的にアタックしていかなくては。

　貴矢というライバルもいることだし、うかうかしてたら先を越されるかもしれない。

　今だって油断させておいて、抜ぬけ駆がけのタイミングを計っている可能性がある。

　あの眼鏡めがねの奥おくに隠かくされた瞳ひとみが、桜を見つめている場面を祀莉は何度も目撃していた。

（彼の行動にも十分注意しなくては……）

　ハーレムの中で一番可愛い女の子に食べさせてもらっている貴矢をじっと見つめた。

「祀莉」

（へ……？）

　普段より低めな要の声。なぜだ、彼は桜のところに行ったはず。

　しかしその要は祀莉の背後に立ち、睨にらみつけるように見下ろしていた。

「か、かか、要!?　鈴原さんはどうしたんですか？」

「断られた」

（断られたぁっ!?）

　何をしているんだ。ここで一歩でもリードしておかなくてどうする。

　桜のことだ、要の気き遣づかいに遠慮したのかもしれない。

　そうだったとしても、強引に自分の椅子を寄せて隣に座ってしまえばよかったのに。

（お弁当を広げてしまえば、鈴原さんだって何も言えな──……ん？）

　よくよく見れば、要のお弁当はここに置いたままだった。

（なんてまぬけな……！　どうして持っていかなかったんですか!?）

　祀莉の心情など知らない要は、黙ったまま不機嫌そうに自分の食事に手をつけた。

　桜に断られたからか、イライラした様子で黙もく々もくとお弁当の中身を口に運ぶ。

　ついには祀莉のおかずにまで手を出してきた。

「あのっ、それ……わたくしのなんですが……」

「いいだろ別に。代わりにこれをやる」

「え!?　ちょ……むぐっ」

　攫さらわれていくおかずを見て固まっていると、要のお弁当にだけ入っていたビーフステーキを口に押しつけられた。

「……北条君、祀莉が秋堂君を見てたからって、そんなにイライラしなくても……」

　イチャついているようにしか見えないやりとりに諒華は呆あきれた顔をしていた。

　その声は口元のソースを拭いながら「美味しい……」と舌した鼓つづみを打っていた祀莉には、届いていなかった。

「どうして鈴原さんは断ったのでしょう……」

　せっかく要が誘ってくれたというのに、なんて贅ぜい沢たくな子だ。

「ひとりで試験勉強をしたいんだとさ」

「あーなるほど、テストねぇー……」

　祀莉の問いに要が答えると、諒華が憂ゆう鬱うつそうな顔をして箸を止めた。

　…………今なんと？

「もうそんな時期かぁ。祀莉はテストなんて全然大丈夫だよねぇ。……祀莉？」

〝テスト〟という言葉を聞いた祀莉は完全に固まっていた。

（テスト……忘れていました。どうしましょう……!!）

　祀莉はテストでいい点数を滅めつ多たにとれない。のほほんとしていたお嬢じよう様さま学校に通っていたが、けっして頭は悪くない……がよくもない。まぁ、普通である。……大目に見て。

　しかし必ずと言っていいほどケアレスミスをしてしまう。

　そのおかげでどんどん点数を引かれていくのだ。引っかけ問題は大の苦手である。

　その上、この学園の高等部に入学してからは、桜と要を観察するのに忙しくて授業に全然集中していなかった。ノートはとっているが、肝かん心じんの内容は頭に入っていない。

「どうしましょう……わたくし……っ」

「テスト対策してないの？　もう来週に迫せまってるよ？」

「諒華！　わたくしに勉強を教えてください！」

「え……っ！　ごめん、私も自分のことで手いっぱい……」

　むしろ頭のよさそうな祀莉に頼ろうとしていたようだったが、残念ながら祀莉の方が悲ひ惨さんな状態だった。このままでは赤点だらけになってしまう。

（お父さまに頼んで家庭教師を……）

　今回のテストを乗り切るにはそうするしかない。

　帰ったらさっそく──

「──わかった。祀莉の勉強は俺おれが見る」

「……はい？」

　口を開いたのは要だった。すでに食事を終え、弁当箱は綺き麗れいにたたまれていた。

「え……あの……」

「今日から一週間かけてお前の面めん倒どうを見てやるから、──覚かく悟ごしておけ」

「えぇっ!?」

　驚く祀莉を見て要はにやりと黒い笑みを浮かべた。

　いったいどんなスパルタが待っているのか想像したくもない。

　恐きよう怖ふのあまりデザートの苺を落としてしまった。




　テストまであと約一週間。テスト勉強は放課後、四し方ほう館かんにて行われることとなった。

　要に教わることに少なからず抵てい抗こうがある祀莉は、彼の申し出は断って家庭教師を用意してもらおうと企たくらんでいた。指導がスパルタなのは目に見えている。

　特にいい点数をとろうとは思っていない──ただ、赤点を免れればいい。

　要に頼らずとも家庭教師にじっくり教えてもらえれば一週間でなんとかなるはず。

（それに、わたくしに構っていたらヒロインとの時間が……）

　ホームルームが終わってすぐに逃げ出そうとしたが、要はそれを見逃さなかった。

　教室の扉とびらに辿たどり着く前に捕まってしまった。

　そのまま強引に腕を引かれるままに、四方館に連れてこられてしまったのだ。

「あの……要、本気ですか？」

　脚の短いテーブルの前にぺたんと座りながら問いかけた。

「当然だろう？　で、どこがわからないんだ？」

「……ほとんどです」

「…………」

「だっ、だって……」

　──要と鈴原さんを観察するのに必死だったんですから！

　そんな言い訳が通じるはずはないし言えるはずがない。

　絶句している要が怖こわくて顔を上げられなかった。

「ま、お前が通っていた中学とはレベルが違うからな。仕方ねぇよ」

（え……？）

　要の意外な言葉に耳を疑った。

　勝手に勘違いしてくれたこともだが、怒らずに慰めるような言い方にも驚いた。

　呆あつ気けにとられていると、目の前に教科書と参考書が積み上げられていた。

　その本の上にバンッと手を乗せて見下ろされる。

「オイ、ぼーっとしている時間はないぞ。いいから頭に叩たたき込め。全部」

（ひぃぃいい……っ!!）

　本の山と要の迫はく力りよくに心の中で悲鳴を上げた。

　祀莉は勉強が苦手というわけではない。真面目に授業を聞いていなかっただけだ。

　解き方をちゃんと理解していれば次々と解いていける。

　ただ問題は……。

「漢字、間違っているぞ」

「どうしてこうなる。問題を最後まで読め！」

「計算式が途中でおかしくなってるぞ！」

「英単語のつづりが違う!!」

　ケアレスミスが多いことだった。

　採点する要は、あまりにも残念な解答を見てため息をつきたくなった。

「……おい、今まで解答欄らんがずれていたことは」

「多々あります……」

「……」

　後で解こうと思って飛ばした問題の解答欄に次の解答を書き込み、どんどんずれていき最後になって気づくという。そして、気づいた頃には時間タイムオーバー。

　書き直すこともできずに回収されていく解答用紙を見送ることしかできなかった。

　──またやりかねない。

　先生によってはオマケしてくれるが、容よう赦しやなくペケが並んだ時の絶望感……。

　そのことを思い出して祀莉はしょんぼりしていた。

「とにかく落ち着いて、最後まで問題を読め。それから解答欄はちゃんと確認してから書き込め。わかったな？」

「……はい」
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　一週間、容赦なく試験範囲の内容を叩き込まれ、ついにその結果が出た。

　返却された解答用紙に記された点数を祀莉は恐おそる恐おそる確認した。

　やはり数カ所、ケアレスミスをしていたものの、なんとか学年の平均点は超えていた。

（やりました……！　要のおかげです！　どうしてあそこまでしてくれたのかわかりませんが、とりあえず感謝です！）

　掲示板にはクラスの平均点と上位十名の名前が貼はり出されているというので、諒華と一緒に見に行った。

　学年トップは特待生である桜。ほぼパーフェクト。その隣には要の名前があった。

（そういえば要は昔から頭がよかったんでしたっけ……）

　赤点でもおかしくない祀莉の成績が要のスパルタでぐんと伸びた。

　クラス平均には全く届かないが、学年平均より上だったのは彼の功績だろう。

「あら、今年はＢクラスが一位じゃないのね」

　ＡからＦクラスの平均点を見つめながら諒華が呟いた。

「どういうことですか？」

「いつもはＢクラスが一番平均点が高いの。家のランクでは敵わないＢクラスは、せめて成績では勝ちたくて毎回頑がん張ばるんだけどねぇ」

　順位を確認しにきたＢクラスの生徒が、Ａクラスの集団を憎にく々にくしげに睨みつけている。

　相当悔くやしいようだ。

「今年は特待生の鈴原さんがいるからかな。あれ……？　でも祀莉も入ってきたから変わらないか」

（うぅ……）

　クラスの平均点が公表されるなんて知らなかった。

　もしかして要はそれを気にしていたのかもしれない。

　だからクラスの足手まといになる祀莉の成績を上げようとしたのだ。

（わたくしのために、あそこまでするわけないですものね……）

　理由を知った途端、さっきまでの感謝が薄れてしまった。

「祀莉って頭いいと思ってたんだけどなぁ」

「諒華だって人のことを言えないのでは？」

「私は日本語がちょっと……ほら、外国暮らしが長かったから、問題文の意味がわからなくて」

「五歳さいから日本にいるって言ってませんでした？」

「…………」

　諒華は無言で目をそらした。

　何はともあれ、中間テストは乗り切れた。

（これからは、授業中の観察はほどほどにしておきましょう……）

「まぁでもよかったわね。いくら西園寺家の令嬢でも、壊かい滅めつ的てきに成績が悪かったらクラスを落とされる可能性があったし」

「え……」

「北条君も必死だったみたいだしねぇ」

　初耳だ。まさか、成績でクラスを落とされることがあるなんて思わなかった。

　家のランクがすべてだと思い込んで、入学当初から勉強のことなんて考えていなかった祀莉は、思いもよらぬ事実に衝しよう撃げきを受けた。

（あ、危なかったです……）

　なるほど。だから要はあんなにスパルタだったのか。

　今はまだ自分の婚約者である祀莉がＢクラス、もしくはそれ以下になるなど彼のプライドが許さなかったのだ。

　でもここで祀莉のクラスを落としておけば、心置きなく桜と過ごすことができるのではないか。クラス落ちした女なんて婚約者に相応ふさわしくないとかなんとか言って婚約破は棄きすればいいのに、なぜそのチャンスを逃す？

（要はいったい何を考えているのでしょうか……）

　とりあえず、今回のテストで赤点はなかった。セーフである。
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　中間テストも無事に終わり、祀莉はある計画を実行しようとしていた。

　本来の役目であるライバルとして、ヒロインにちょっかいを出そうというものだった。

　要が動かないのはこの学園において桜が平穏に過ごせているから。

　ヒロインを守る必要がないので、彼は焦あせりもせず余よ裕ゆうぶっているのだ。

（それに鈴原さんの方もあまり積極的ではないような……）

　もっと祀莉を利用して要の関心を引けばいいものを、これといって何もしていないように思える。

　……つまり、ライバルとして認識されていないのである。

（それでは困ります！　このままでは続きが……！　早く小説の続きを……）

　テストの結果に安心しきって小説を読み散らしていたら、不意に思い出したのだ。

（この世界の物語が全然進んでいません！）

　このままではいつ二人が両想いになるのか……。

　そもそも続きを知らない祀莉は進行具合として、現状がどこまで進んだのか確認できない。もしかしたら物語通り進んでいるのかもしれない。

　だとしても、目に見えて二人の仲が進展していると感じないからモヤモヤするのだ。

（やはり、わたくしが動かなくては……）

　頰杖をついて自分の席から要と桜を眺めていた。

　今日は珍しく二人が話をしている。

　要の机に参考書と教科書を並べている様子から、話の内容は勉強のことだろう。

　あんなに近くにいるところを目撃することはほとんどない。

　本当はずっとこうやって眺めていたかったが、実行するなら今だ。

　──自分の婚約者と女子生徒が話している。

　今ならこの理由でヒロインに手を上げることができる。

　ほんの少し強めに頰を打つだけ。楽しく会話をしている二人の間に入り込むのはちょっと心が痛むが、こうでもしないといつまでたっても話が進まない気がする。

　自分の婚約者に気安く話しかけるなとでも言っておけば、要が桜を庇かばうだろう。

　覚悟を決めて立ち上がる。

「祀莉？　どうしたの？」

　諒華の問いかけに答える余裕なんてなく、脇わき目めも振らず桜の方へと足を進めた。

　距離が近づくにつれ、胸の鼓こ動どうが速く大きくなるのを感じていた。

（……き、緊きん張ちようします。でも……──やらなくては！）

　緊張で強く握にぎり込んでいた右手を開いて顔の高さまで浮かせた。

　後は振り下ろすだけ。

　近づいてくる人の気配に気づいて振り向いた桜は、祀莉の行動に驚いて身構えた。

「……!?」




　──ぺちっ



















（あ……っ、失敗です……！）

　心を鬼にして──と思っていたが、やはり人に手を上げることに抵抗があった。

　桜の頰に届く寸前で躊ちゆう躇ちよしてしまい、それでもやらなくてはという意志が働き、可愛い音が鳴るだけのビンタになってしまった。

「…………西園寺さん？」

　頰に手を当てたまま固まる祀莉に、桜が恐る恐る声をかけた。何が起こったんだと不思議そうな顔で目をパチパチさせていた。呆然としていたのは祀莉も同じだった。

　時間が止まったような感覚。

　祀莉の行動を目撃した者、していない者も含ふくめて教室内のすべての生徒が、二人に注目していた。その中ではじめに動いたのは要だった。

「祀莉っ！　何してるんだ!!」

「きゃ……っ」

　桜の頰に当てたままの手を要に摑まれた。

　反対側の腕が後ろからお腹に回され、ぐいっと後ろに引き寄せられる。

　突とつ然ぜん引っ張られたことによってバランスを崩し、要に倒たおれ込む形になってしまった。

（ちょっ、わたくしではなくて鈴原さんの方を──）

　要が祀莉を羽は交がい締じめにしている間に、貴矢が桜へと近づく。

　じゃれ合う二人を見て突っ立っていた桜の顎あごをくいっと持ち上げて、打たれた頰をまじまじと見ている。

（なんてことを──!!　ほら、ご覧なさい！　わたくしなんかに構っているから、秋堂君に先を越されたではないですか！）

　確かに攻撃した祀莉を桜から離すことも大事だが、優先順位が違う。

　可愛い印象を持つ桜と眼鏡が似合うイケメンはすごく絵になる。

　一いつ瞬しゆん見み蕩とれてしまったが、こうではないのだ。

（そのポジションは要のものなんです──！）

　桜は固まっていたが、すぐに我に返り自分の顎を摑んでいた手を振り払った。

「ちょっと！　何すんの!?」

　勤勉で礼れい儀ぎ正しいと評判の特待生が攻撃的な言葉を吐いた。

　混乱のあまり地が出てしまっている。普段、クラスメイトとはちょっとくだけた敬語で会話しているのを耳にしていたが、やはり普段はこういう話し方なのだろう。

　手を振り払われた貴矢は不快に感じた様子はなく、むしろ薄く笑みを浮かべていた。

「俺も気になってたんだ。よかったな。吸われる前で」

「え？」

　貴矢の言葉に桜はきょとんとしていた。

　祀莉も彼が言った〝よかったな〟の意味が理解できなかった。

　それに、吸われる前とは……？

「祀莉ちゃんの手、見てごらん？」

「え？」

　要に摑まれたままの手にみんなが注目した。

（……わたくしの手？　──あっ！）

　祀莉の手には、見事にしとめられた〝蚊か〟がついていた。……なんという偶ぐう然ぜん。

　そして、この虫のおかげで祀莉の計画はまた別の方向へと向かっていった。

「なんだ……」

「蚊がいたんですね……。ありがとうございました」

　要がほっとしたように呟き、桜は祀莉の手のひらについた蚊を綺麗に拭き取った。

（またしてもお礼を言われてしまいました……）

　恨うらまれるようなことをしたつもりなのに、なぜこうなる。

　自分の思い切りが悪かったこと。蚊をしとめてしまったこと。

　この偶然がまたもや祀莉を悪役令嬢から遠ざけた。

「なんだ、蚊がいたのか……」

「西園寺さんが急に動いたからびっくりしたよ」

「もうそんな時期か」

　見ていた生徒たちはさっきの騒そう動どうは〝蚊〟によるものだと納得して、その場は収まった。

　あんなに勇気を振り絞しぼったのに……。

（なんでこうも、うまくいかないんでしょう……）

　──作戦は失敗した。

　しかしこのままでは引けない。

　今度こそ、と意気込んだ祀莉は、もう一つ用意していた作戦を決行することにした。

「鈴原さん！」

「あ、はいっ」

　突然の呼びかけに驚きながらも桜は返事をした。

「今日の放課後、体育館裏に来てくださいっ！」

「えぇ!?」

　祀莉の言葉で、再び教室内がどよめいた。果たし状──なんて持っていないが、左手袋も一緒に投げつけるくらいの意気込みで宣せん戦せん布ふ告こくした。

〝体育館裏〟というワードで、祀莉が何をしようとしているのかは理解したはず。

「祀莉、何言ってんだ？　そこは──」

「要には関係ありませんっ!!　わたくしは鈴原さんと二人で話がしたいんです！」

「……」

（い、言ってやりました……！）

　珍しく強気な口調の祀莉に要は押し黙った。

　勢いで逆らってしまい心臓はバクバクだがもう遅い。

　どんなに睨みつけられても怯ひるむものか。

　お願いだから、今日だけは邪魔をしないでいてほしい……と言ってもどうせ様子が気になって仕方がない要は、こっそり桜の後をついてくるだろう。

　というわけで──

　祀莉に言いがかりをつけられ、桜が泣きそうになっているところに颯さつ爽そうと登場！

　華か麗れいにヒロインのピンチを救う！

　というような状じよう況きようを用意してあげれば、好感度アップ間違いなし。

（あぁ、きっと鈴原さんを抱えるようにして、わたくしから庇うのでしょうね……）

　後ろから要に抱えられながらそんな想像に浸る。

「鈴原さん、絶対に来てくださいね？」

「えっと……はい」

　桜は控えめに返事をして、祀莉の後ろにいる要の顔を窺うかがう。

「…………」

　要は不満そうな表情で腕の中にいる婚約者を見下ろしていた。

　そんなことは知らず、祀莉は自信に溢あふれる笑顔を浮かべていた。




　やっとホームルームが終わり、待ちに待った放課後だ。

　教室を出る準備は整っている。要の邪魔が入るかもしれないが、今の自分なら強気に出られる。いくら睨みつけられたからって…………やっぱり怖い。

　お願い邪魔しないでください！　と心から念じつつ、ホームルームが終わったと同時に、諒華への挨拶もそこそこに教室を出た。

　危き惧ぐしていた要の邪魔はなくてほっとした。

（これで滞りなく悪役令嬢として──…………んん？　あれ？　あれれ……？）

　背中に気配を感じる。そっと背後を窺えば、桜が後ろからついてきているではないか。

（確かに放課後、来てくださいとは言ったんですけど……）

　こういう場合、先に祀莉が指定場所で待ち構えているというのがお約束。

　ヒロインは行くべきかどうしようかと葛かつ藤とうしながら不安げに登場するものだろう。

　そう思っていたのだが、教室を出てすぐに後を追うようにしてついてきたのである。

　しかも、嬉うれしそうに。

（何があっても要が助けにきてくれると思っているのでしょうか……）

　なんて肝きもの据すわったヒロインだろうと思いつつ、祀莉は〝体育館裏〟を目指した。

　ここで問題。体育館の裏には何があるでしょう。

　正確には二階に体育館がある体育棟の裏側。とりあえず呼び出しの定番、体育館裏をチョイスしたのだが、またしても祀莉はうっかりしていた。

「うわぁー……。やっぱり素敵なところですねぇ……」

　桜が目をキラキラさせて感かん嘆たんの声を上げた。

　この学園にはいわゆる〝体育館裏〟というスペースはなく、代わりに白い壁かべに囲まれた豪華な建物がそびえ立っていた。

　それは特別な人間にしか利用できない施設──四方館。

　祀莉と要が放課後に寛くつろいでいる場所である。

（四方館って、体育館裏にあったんですね……）

　体育館と四方館に行くルートは全く別。まさかほぼ同じ場所に向かっていたとは。

　この建物は防音、防振設備が完かん璧ぺきだから、隣の棟で部活動が行われていても、全く気にならなかった。

「まさか、西園寺さんが招しよう待たいしてくれるなんて思ってもいなかったです！　私が気になるって話してたのを聞いてたんですか？」

〝放課後、体育館裏に〟という言葉を、〝四方館に招待する〟という意味で桜は捉とらえていた。だから嬉しそうに祀莉の後についてきていたのだ。

「え……っと、はい。まぁ……」

　自分が想像していたものと異なる結果になってしまい、動どう揺ようのあまり生返事をしてしまう。肯こう定ていしてしまった以上、四方館に招待せざるを得なくなった。

　桜はソファーに座り、瞳を輝かがやかせて部屋の様子をぐるぐると見渡していた。

（お願いだから本ほん棚だなには興味を示さないでください……）

　そこには祀莉のイメージを損なうとんでもないもの（漫画＆小説）が隠されている。

　辞書と図ず鑑かんでカムフラージュされているが、それでも冷や冷やしていた。

「あの、西園寺さん。話って……？　もしかして北条君の──」

「えぇーっと！　な、何か飲み物を持ってきますね！」

「えっ！　あの、お構いなく……！」

　いきなり本題に入ろうとする桜の言葉を遮さえぎって、祀莉はそそくさとキッチンスペースに逃げた。彼女の方から要の話を振ってくるとは予想外だった。

（どどど、どうしましょう……！）

　突然、自分のテリトリーに入られて気が動転してしまっている。

　こんな状態では声が震ふるえてまともに会話ができない。とりあえず落ち着こう。

　冷蔵庫に常備されている缶ジュースをコップに注いでから、一いつ旦たん深呼吸した。

　要にはジュースを飲む時には何かしろと言われていたような……いや、そんなことより今どうするかだ。なんならこのジュースをかけるという手も……。

（──よし）

　コップを乗せたお盆ぼんを持ちながら談話室に戻る。

　なみなみと注がれたジュースをこぼさないように、ゆっくりと進んだ。

　ここに要がいたら絶対、取り上げられてしまうだろう。

　祀莉の動きはどこかぎこちなくて危なっかしい。

　その様子を見て、桜も手伝いを申し出ようと思った、その時──。

　──ピッ

　四方館の扉のロックが解除される音が鳴った。

（え……？）

　それに気を取られた祀莉はうっかり足を滑すべらせてしまった。

「──ひゃあっ」

「西園寺さんっ!?」

　桜が近づいた時には遅かった。

　バランスを崩した祀莉は後ろ向けに倒れ、持っていたお盆もどんどん傾かたむいていく。

　コップの中のジュースが宙を舞まうように飛び散った。

　ドンッと床ゆかに倒れる音と、バシャッと水すい滴てきが床に落ちる音。

「何してるんだっ!?」

　直後に要が現れた。

　ジュースで制服を鮮やかに染めて尻しり餅もちをついている祀莉。その正面に立ち尽つくす桜。

〝水をかけられて嫌いやがらせをされた場面にタイミングよくヒーローが登場〟である。

　──しかし、本来ならば祀莉と桜の立場は逆でなくてはならない。

（どうしてこうなるんですかぁ……！）

　涙なみだが出そうだ……。

「何……してるんだ？」

　談話室の入り口で要は怪け訝げんな顔をして立っていた。

　──まずい。非常にまずい！

　この状況は桜への好感度を下げてしまう。

「違うんです、要！　これはわたくしが勝手に転んで──」

「そんなのはわかってる！　だからジュースを飲む時は缶にそのままストローをさせって言ってるだろうが！」

（そ、そういえば……！）

　いろいろとパニックになっていたから、そんなことはすっぽりと頭から抜けていた。

　要は「全く……」と言って、点々と散らばっている水滴を避けながら近づき、祀莉のお腹の上に転がっていたコップを拾い上げる。

「コップは割れてないな？　とりあえず拭くものだ。鈴原、あっちにタオルがあるから持ってきてくれ」

「は、はいっ！」

　桜は指示された場所へ向かい、数枚のタオルを手にして戻ってきた。

「西園寺さん！　前！　前！　制服が透けちゃってますから──っ！」

「え？　きゃあっ！」

　自分の姿を見下ろすと、びっしょりと濡ぬれた胸元の下着が透けて見えていた。

　ここには桜と要しかいないが、それでも恥はずかしいものは恥ずかしい。

　祀莉は胸元を両手で隠し、要に背を向けた。

「全く……風か邪ぜをひく前に着替えろ。ジャージはどうした？」

「……今日は体育がなかったので持ってきていません」

「…………。鈴原、お前のは？」

「すみません、私もないです……」

　要は小さくため息をついて立ち上がった。

「ちょっと、待ってろ」

　そう言って四方館を後にした要は、数分後、息を切らして戻ってきた。

「持って帰るのを忘れていて助かった。今日はこれを着てろ」

　そう言われて渡されたのは要のジャージ。

「あ、ありがとうございます」

　お礼を言って紺こん色いろのジャージを受け取った。

　この学園の制服はワンピース仕立てなので、着替えるなら全部脱ぬがなくてはならない。

　だからといって、男子のジャージ……。

（……ジュースまみれになった制服のままでいるよりかはマシですよね）




　サイズの合わないジャージに着替えて談話室に戻ると、要と桜が床にこぼれたジュースを拭いていた。

「すみません……鈴原さん。要も……」

「いえ、気にしないでください」

「……いつものことだろ」

　自分も手伝おうとしたが、頼むから何もしないでくれと要に釘くぎを刺された。

　祀莉が手を出すと余計に手間がかかることを要は知っていた。

　数分後、べたべたしていた床は綺麗になった。

　時計を見て「もう帰らなくちゃ」という桜の言葉で、祀莉たちも同じ時間に下校することにした。祀莉を真ん中に、三人並んで校門に向かう。

　要のジャージを着ている祀莉はいつも以上に注目を集めていた。

「うぅ……恥ずかしいです」

「でも、あの制服だともっと恥ずかしかったと思いますよ」

　桜の言うことも一理ある。ジュースまみれの制服なんてもってのほかだ。

　今日が金曜日でよかった。

「昨日、使ってそのままだから汗臭いかもしれないけど、我が慢まんしろよな」

「……」

　ちょっとした出来心で、指先しか出ていない袖そでを口元に寄せて匂いを嗅かいでみた。

　特に汗臭いとは思わない。微かすかに柔じゆう軟なん剤ざいのいい香りがする。

（それと、これは──）

「要の匂い……？」

　首を傾げて独り言のように呟いた。

「な……っ!?」

「え？　どうかしました？」

「い……いや」

　要が驚いたような声を出したので、どうかしたのかと訊たずねたが「なんでもない」と目をそらされてしまった。顔が赤い。

　祀莉の方をちらちらと見ているようだが……いや、違う。

　要が見ているのは祀莉ではなく、祀莉の後ろにいる桜を気にしているのだ。

（一緒に帰りたいと思っているのでしょうか？）

　車で送迎の要は駐車場に行かなくてはならない。このままでは校門で別れてしまう。

　誘うなら今がチャンスだ。

「要、今日は鈴原さんを送ってさしあげてはいかがですか？」

　なかなか言い出さない要の代わりに祀莉が助け舟を出した。

「あ、大丈夫です！　家はすぐ近くなので！」

　しかし桜はその申し出をあっさり断った。

「えっ、え？　でも……遠慮しなくても」

「本当です。近いからこの学園を受けたんですよ。じゃ、また月曜日に！」

「…………」

（近いからで受かるものではないですよね、この学園の特待生枠……）

　あのヒロイン、頭の方はかなりチートらしい。さすがヒロイン。

　笑顔でサラッととんでもないことを言う。あまりの衝撃に引き止め損ねてしまった。

　それにしてもさっきから要の様子がおかしい。祀莉と目が合ったかと思えば瞬時にそらし、桜が走っていった方向をじっと見つめている。

（やっぱり一緒に帰りたかったんですね……）

　今日は要のためにと思っていろいろ頑張ってみたけど、どれ一つとして成功しなかった。

「要、すみません……」

「だから、別にいいって。ほら帰るぞ」

　差し出された手を無意識に取って、ゆっくりと歩き出した。




　西園寺邸ていにて。

　祀莉がジャージ姿で帰ってきたことに使用人たちは驚いていたが、要の説明で納得したようで呆れ顔で祀莉を見つめていた。

　──またですか……。まぁ、そんなことだろうと思いました。

　という言葉が表情ににじみ出ている。

　才雅には「またぁ？」と笑われてしまった。

　それほどまでに祀莉のドジっぷりは、日常的なものだった。
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　六月のある日の放課後。

　陰いん鬱うつな雨で空気が重く感じる中、祀まつ莉りは機き嫌げんよく帰宅の準備をしていた。

　無意識のうちに鼻歌まで奏でるほどに楽しみにしていたのは、漫まん画がの発売日。

　今日は早く家に帰って出かける予定だ。

　そのつもりで自分の家の車に迎えにきてくれるように言っておいた。

「準備できたか？　行くぞ」

　鞄かばんのファスナーを閉めると、すぐそばで要かなめの声がした。

　ホームルームが終わり、帰宅の準備が整うと決まって祀莉の席に来る。

　見張っていなくても桜さくらに手出しはしないのに、相変わらず用心深い。

「あ、申し訳わけありません。わたくし、今日は先に帰らせていただきます」

「は？」

　要が抜けた声を出した。そういえば今日は早めに帰ることを言っていなかった。

「じゃあ、俺おれも一いつ緒しよに帰る」

「え？　でも要は四し方ほう館かんが好きなんでしょう？」

　──どうぞ、今日は自由に過ごしてください。

　そういう意味を込めて微笑ほほえんだ。

　なんなら桜を招しよう待たいしてイチャついてくれても構わない。

（あっ！　ならわたくしもこっそり覗のぞき見たいです！　でも漫画も買いたいですし……。どっちを優先すべきでしょうか……！）

　相反する己の欲よく望ぼうに葛かつ藤とうする。

　二人のラブラブ風景を見届けた後に出発するのが得策か……。

「…………」

　要はうっとりと微笑む祀莉を見下ろしていた。

　その様子から何かを察し、教室のカレンダーを確認したかと思うとニヤリと笑った。

　そして祀莉の耳元にそっと唇くちびるを寄せて小さく囁ささやく。

「今日、漫画の発売日だったか？」

「──っ!?」

　耳に直接、息を吹きかけるように囁かれた祀莉は、反射的に体をひねって要から距きよ離りをとった。時間差で体がぞわぞわ～っと反応する。

「な、なな、なんでそれを……!?」

「ふん、お前のことはわかっている。俺も行くから」

「え……、ちょっ！」

「さっさとしろ」

　鞄を奪うばわれたかと思うと、手を引かれて無理やり席を立たされた。

（俺も行くって……要もついてくる気ですか!?）

　せっかく桜と二人きりになれるチャンスをふいにするとでもいうのか。

　こんなところでうだうだしていないで、積極的に誘さそえばいいじゃないか。

（まぁ、要にも心の準備があると思いますけど……。もう！　どうして伝え忘れていたんですか、わたくし！）

　早めに伝えておけばゆっくり誘えたかもしれないが、今いま更さら悔くやんでも仕方がない。

　諒りよう華かが「バイバイ」と手を振ったので「失礼しますね」と手を振り返して教室を出た。

　昇降口に続く廊ろう下かは帰宅する生徒で溢あふれ返っていた。

　普段は教室から四方館へ直接向かうので、この時間にここを通るのは珍めずらしい。

　靴くつを履はき替えて外を見るとまだ雨が降っていた。弱まる気配はない。

（傘かさをささないと濡ぬれますね）

　自分の鞄に入れておいた折り畳たたみ傘を取り出そうとしたが──。

「あら？　入れたと思ったんですけど……」

「じゃあ俺のに入れ。駐車場までならそんなに濡れないだろう」

「え？　でも……」

「いいから──」

「ひゃあっ……!?」

　戸と惑まどっていると、無理やり傘の中に引きずり込まれた。

　下校中の生徒の注目を浴びながら雨の中を歩き、迎えの車に乗り込む。

（もう！　鈴すず原はらさんに見られたらどうするんですか！）

　今日は下校のタイミングが違ちがったからよかったものを……。

　窓の外を見つめながら、隣となりに座すわる要に気づかれない程度に小さくため息をついた。

　予想外の出来事に祀莉の計画は実行する前にダメになっていた。

（週末までお預けですね……）

　無意識に手が耳元を撫なでる。教室でそっと囁かれた要の声がまだ耳に残っていた。

　──今日、漫画の発売日だったか？

　思い出して、僅わずかに頰ほおが赤くなる。

（あぁ、もう。なんで知ってるんですか──！）

　週末まで我慢できなくて今日買いに行こうと決心して、昨日から計画を練っていた。

　うまくいくようにと願っていたが、この状況ではどう考えても無理そうだ。

「それでは、先に要様のご自宅に向かいますね？」

　高校へ入学後、初のお迎えに運転手は嬉うれしそうにしていた。

　授業が終わってすぐに家に帰れば、門限までに帰宅できると思っていたのに……。

（要の家に寄っていたら時間がなくなります）

　機嫌のいい運転手とは逆に、祀莉の表情はどんどん沈んでいった。

「いや、いい。すまないけど、ショッピングモールに行ってくれないか？」

「は？」

「えっ!?」

　運転手と祀莉の声が重なった。

（要は今、なんて言いました？）

　車で直接ショッピングモールへ……。それはなんて魅み力りよく的てきな提案だろうか。

　家に帰ってから歩いていくよりも全然、時間に余よ裕ゆうがある。祀莉の瞳ひとみに輝かがやきが宿った。

　鏡越しに見える運転手は困った顔をして聞き返した。

「ショッピングモールですか？　でも、一度ご自宅に戻もどられては……？」

「祀莉が放課後に制服デートをしたいらしいんだ」

（えぇ……っ!?）

　とんでもないことをさらっと言ってのけた要を仰あおぎ見る。いったいどんな顔をして言っているのだと思ったが、いつも通りすました顔で前を向いていた。

（デートって……デートですかっ!?　しかも制服デート!?）

「そうですか。かしこまりました」

　運転手は納得して、目的地をショッピングモールに変更した。

　本当に西さい園おん寺じ家の人間は要が一緒だとなんでも了承する。

　今日だって買い物に行きたいなどと言ったら渋しぶい顔をされるに決まっているから、「とにかく早く帰りたいだけ」と言っておいたのに、こうもあっさり了承されるとは。

「祀莉お嬢じよう様さまもそう言ってくだされば……今更、照れなくてもいいんですよ？」

　バックミラー越しの運転手は微笑ましい顔で二人を見ていた。

（だから違うんですってば──!!）




　雨のせいで道が混雑していて車の到着が遅くなった。

　せっかく直接来られたのに、これではすぐに帰らなくてはならない。

「祀莉お嬢様、ご夕飯はどういたしましょうか？」

「はい？」

（〝どういたしましょうか〟って、どういう意味でしょうか……）

　車内から窓越しに質問する運転手に「？」と首を傾かしげた。

「食べて帰るから必要ない」

（……え？）

　質問の意味がいまいち理解できていない祀莉の代わりに、要が答えた。

「かしこまりました。お迎えに上がりますのでまたご連絡ください。要様とご一緒ですから大丈夫だとは思いますが、あまり遅くなりませんよう──」

　走り去っていく車を目で追いながら、運転手の言葉の意味を考えていた。

「要、今のは……」

「夕食を食べて帰るから門限は気にしなくていいってことだ」

　と、いうことは……──門限を気にせず買い物ができる！

　力の限り飛び上がりたい気分だった。頭の中には大量の花吹雪が舞まっている。

「で？　どこに行くんだ？　書店か？」

「時間に余裕ができたので、いろいろ見て回りたいです！」

「そうか。じゃ、行くか」

「はい！」

　普段は時間がなくて立ち寄れないショップをぐるぐると見回った。

　それから一度覗いてみたかったファンシーグッズのお店を堪たん能のうした。

（やっぱり、くまさんが可か愛わいいですね。……あ、これ……）

　手に持ったぬいぐるみの目つきがどことなく要に似ている。

　本人と見比べてやろうと後ろを振り返った。

（あれ？　要がいません……）

　そこには誰もいなかった。気づかぬうちにはぐれてしまったようだ。

　背が高いから人に埋もれていてもよく捜さがせば見つかるはずなのだが、周囲を見回しても要らしき人物は見当たらなかった。

（どうして、はぐれてしまったのでしょう……）




　──ちょっと手洗いに行ってくるからここにいろよ？




（……あ）

　思い出した。気になる店を眺ながめながら「はい」と生返事をしたような気がする。

　そこから自分の世界に入って、ふらふらと歩き回ってしまったのだ。

　自分の現在地をマップで確認すると、思ったより遠くに来ていた。

　これはヤバい。とりあえず急いでその場から移動した。

（怒おこっているでしょうか……）

　もし怒っていたら、自分もお手洗いに行ってましたと言えばなんとかなるだろう。

　そう信じて、恐おそる恐おそる待っていろと言われた場所を店の角からそっと覗き込んだ。

（いました！　ん……？　あれは…………鈴原さん!?）

　思いがけず要と桜のツーショットを目もく撃げきしてしまった。

　なぜここに……と思ったが、このショッピングモールは学園と西園寺家のちょうど中間地点に位置するので、学園近くに自宅があるという桜がここにいてもおかしくはない。

（それでも広いこの場所で偶ぐう然ぜん出会うなんて、やっぱり運命……！）

　できるだけ自分の存在に気づかれないように、気配を消して様子を窺うかがう。

　向かい合う二人は、焦あせっているようにも見える。

　二、三言葉を交わしてから、桜は両手で顔を覆おおってうつむいた。

（もしかして、わたくしと要が一緒にいるところを偶然見てしまって、ショックを受けたのでしょうか……）

　きっとそうだ。不安な顔で立ち尽つくしている桜の姿を要が見つけたんだろう。

　お手洗いに行ってくると言いながら、実は桜のところへ行っていたのだ。

（そんなこととは露つゆ知らず、買い物に夢中になっていただなんて……！）

　気づいていればこっそり後をつけて、一部始終を見られたのに。

　要は小刻みに震ふるえている桜の肩に手を置いて、落ち着かせようとしている。

　うつむいていた桜がそっと顔を上げた。

　不安そうに見上げる瞳にはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。




　──あぁもう、抱きしめてしまえばいいのに！




　空いている隙すき間まがもどかしい。ひっそりと近寄って、後ろから押してやりたい。

　そんな衝しよう動どうに駆かられてウズウズするがここは我慢。

（せっかくいいところなのに、わたくしが出ていったら邪じや魔ましちゃいますよね……）

　今いるのは気づかれない程度に近い距離で、覗き見するにはベストな場所だった。

　集中すれば会話も聞こえるはず。

　そう思って耳をすませようとすると、突とつ然ぜん、スカートをギュッと摑つかまれる感触がした。

（え……!?）

　驚いて下を向くと、大きな目に涙をいっぱい溜ためた男の子が祀莉を見上げていた。

「お姉ちゃぁん……」

「はい……？」

（えーっと……誰だれですか？）

　知らない子だった。保育園の制服を着て、黄色い帽ぼう子しを被かぶっている男の子。

　その子は祀莉の顔を見た瞬しゆん間かん、溜めていた涙なみだをボロボロとこぼして泣き出した。

「お姉ちゃん、違うぅ……ふぇえ～ん」

「えっと……あのっ」

　祀莉のことを〝お姉ちゃん〟と間違えたようだ。

　あたりを見回したが、保護者らしき人物は見当たらない。

（どど、どうしましょう……っ！）

　オロオロしていてもどうにもならない。自分が落ち着いてなんとかしなくては。

　男の子の目線に合わせて膝を折り、優しく頭を撫でる。

「お名前、言えますか？」

「……樹いつき」

「樹君ですね。お父さまか、お母さまは？」

　ぐしゃぐしゃになった顔を手で拭いながら首を横に振る。

（迷子……ですよね？）

　一緒に来ていた家族とはぐれてしまって、今はとても心細いだろう。

　迷子センターに連れて行くのがいいのだろうけど……。

　ちら、と要たちがいる方へ視線を向けた。

（……あぁっ！　要と鈴原さんがいませんっ！）

　二人が立っていた場所には誰もいなかった。目を離した隙にどこかへ移動したらしい。

　今なら捜せば見つかるかもしれないが、樹を放ってはおけない。

　──よし。

「では樹君、お姉ちゃんと一緒に迷子センターに行きましょうか？」

　にこりと笑って男の子に手を差し出す。樹はうつむきながらもその手を握にぎり返した。




「あの、すみません。迷子なのですが……」

　祀莉は樹を連れて迷子センターの扉とびらを叩たたいた。

　涙を浮かべた男の子を見て、店員はすぐに対応してアナウンスを流してくれた。

　樹の名前と年ねん齢れい、服の特とく徴ちようがモール内に響ひびき渡わたる。

「すぐにお迎えが来てくれますよ。それまでここで待っててね」

　店員の言葉を聞いてもう大丈夫だとわかった樹は、こくんと頷うなずいて、大人しく椅い子すに座って迎えを待った。それでも不安なのだろう、強い力でギュッと祀莉の手を握っていた。

（わたくしも要とはぐれたんでしたっけ？　もし、ここで要を呼んだら──ふふっ）

　笑いがこみ上げてくるのを抑える。ダメだ。迷子の呼び出しだなんて、そんなことをしたら絶対に後が怖こわい。それに今は桜の誤解を解くのに必死だろう。

　自分のことは気にせずイチャイチャしていればいい。

（う～ん、でも二人が何をしているのか気になります……）

　樹の迎えが来たら急いで戻って周辺を捜しに行こうと決めた。

　小さな手を握りながら待つこと数分。慌あわてた様子で迷子センターの扉がノックされた。

「樹君、お姉さんが迎えにきてくれましたよ」

　店員の声に反応して樹は祀莉から離れて、呼ばれた方へと走っていった。

　ギュッと握られていた温もりがなくなって、少し寂さびしく感じた。

「樹っ!!」

「お姉ちゃん！」

「もう、どこに行ってたの！　心配したんだよ！」

「ご……ごめんなさ～い」

　ようやく〝お姉ちゃん〟に会えて安心したのか、樹は声を上げて泣きはじめた。

　祀莉といた時よりも大きな声。やはりすごく不安だったんだろう。

　無事に保護者に会えてよかったと胸を撫で下ろした。

（さて、わたくしは要と鈴原さんを捜しに……──んん？　あれ？　あれあれ？）

　挨あい拶さつだけして去ろうと思ったが、見覚えのある制服、髪かみ型がた、声。もしかして──

　樹を迎えにきた女の子は顔を上げた。

「あの、ありがとうございます……──あれ？　西園寺さん？」

（なんで……鈴原さんが？）

　要と一緒にいるはずの桜がなぜここにいるのだろう？

　数秒ほど固まっていた桜は、はっとしてポケットから携帯電話を取り出した。

「ちょっと、すみませんっ！」

　断りを入れて、耳に携帯を当てる。

　樹を片手で抱きかかえつつ、どこかに電話しているようだ。ご両親に見つけたことを報告するのだろう。すごく心配しているだろうから、早くそうしてあげるのがいい。

「もしもし、鈴原です！　今、迷子センターに来たんですけど、その……西園寺さんを見つけました！」

「……はい？」

　桜の言葉は予想とは異なる内容だった。

（わたくしを見つけた……？）

　桜は電話に向かって「はい。わかりました！」と力強く頷いて祀莉を見た。

「西園寺さん、外で待ちましょう。すぐに来るそうなので」

（え……？　待つ？）

　桜の家族を、ということだろうか？

　店員にお礼を言った桜は、祀莉を伴って迷子センターを後にした。

　そばにある休きゆう憩けいスペースのソファーベンチに移動し、そこに並んで座る。

　樹は甘えるように姉に抱きついていた。

（同じ制服を着ているから、わたくしと鈴原さんを間違えたんですね）

　桜とはぐれて不安になった樹は、見慣れた制服を着た祀莉を姉だと思い込んだらしい。

　どうして自分を〝お姉ちゃん〟と呼んだのか、ようやく理解できた。

「樹、お姉ちゃんと同じ学校の西園寺祀莉さんだよ。ちゃんとありがとうって言った？」

「まつりお姉ちゃん、ありがとう……」

（か、可愛いです……！）

　桜に抱えられつつ、つぶらな瞳でお礼を言う樹はとても可愛かった。

　これはキュンキュンするしかないだろう。

「祀莉！」

「はい？」

　遠くの方から名前を呼ばれた気がして、とっさに振り向く。

　エスカレーターの向こうから要らしき人物がこちらへ走ってきていた。

「あ、北ほう条じよう君が来ましたね。こっちですよー」

　桜も気づいたようで、樹を抱いたまま立ち上がり、要に向かって大きく手を振っていた。

　祀莉も隣に立って要の到着を待った。

「あんなに息を切らして、よっぽど心配してくれたんですね！　ね、西園寺さん」

「そ、そうですね……」

　祀莉を見てにっこりと笑う桜。

　不安がっていた数分前の様子とはまるで違う。誤解はすっかり解けているようだ。

（わたくしが迷子センターにいる間、何があったんですか!?）

　なんて考えている間にも要はどんどん近づいてきている。

　その表情は険しいものだった。桜が突然いなくなって心配だったに違いない。

　その上、祀莉と一緒にいるのを見て内心焦っているんだろう。

　要にとっては祀莉と桜の鉢はち合あわせは、これ以上ない修羅場だ。

　たとえ会った場所が迷子センターだったとしても──。

（……あれ？　鈴原さんは迷子の樹君を迎えにきたんですよね？）

　要と桜が一緒にいた時はすでに樹は迷子になっていたわけだ。

　弟をこんなにも大事に抱えている桜が、樹を放って要とイチャついていたとは思えない。迎えにきた時の声も、すごく心配しているものだった。

（んん？　えーっと……）

　自分が考えていたことと現状がうまく嚙かみ合わない。

　あれ？　と首を傾げていたら、不意に両りよう肩かたを強く摑まれた。

　驚いて見上げると息を切らした要の顔が近くにあった。

「何してたんだ。動くなと言っただろう！」

「へ!?」

　まずは桜に駆け寄るものだと思っていた要が、なぜか目の前にいる。

　疲つかれきった顔で激しく呼吸を繰り返していた。

（鈴原さんはっ!?　鈴原さんはどうしたんですか……！）

　さっき浮かんだ疑問に加え、さらに要のわけのわからない行動でますます混乱した。

　はぁ……と息を吐いた要は、祀莉の左肩に額ひたいを押しつけた。
















（ええええぇ……!?）

「あの、要。鈴原さんがいる前で、これはちょっと……」

　勝手にいなくなった桜にちょっとした意地悪だろうか。

　嫉しつ妬としてもらおうとしての行動だとしても、さすがにコレはやりすぎなのでは？

　ぎこちない動きで桜を見る。

　樹を抱っこしていた彼かの女じよは──

「あ、私のことは気にしないでください」

　……なんて言って笑っていた。全くもって効果がない。

（なんでそんなに余裕ぶっていられるんですか!?）

「祀莉……」

「はいっ！」

　低い声が自分を呼んでいる。反射的に体が強こわ張ばった。

　肩に乗っていた重さがなくなったと思うと、今度は上からじっと見つめられていた。

　いつも以上につり上がっている目がなんだか怖い。

「なんでフラフラといなくなったんだ」

「う……す、すみません……」

　だって……と言い訳しても怒られるんだろうなぁと、諦あきらめて謝罪を口にする。

「──あの、ち、違うんです！　西園寺さんは樹を迷子センターに連れて行ってくれてたんです！　そうですよね！」

「え……。あ、はい！」

　要に怯おびえている祀莉を桜が庇かばってくれた。

　時間的にちょっと無理があるような気がしたが、藁わらにも縋すがりたい気持ちで頷く。

　バレるかな……と、こっそり上うわ目め遣づかいで様子を窺う。

　要は疑いの目で見ていたが「……もういい。行くぞ」と、この場は引いてくれた。

　背を向けて進む要の後を追うように祀莉たちも歩き出した。

　すっかり涙も乾かわいて機嫌が戻った樹は、「まつりお姉ちゃん！」と手を握ってくる。

（なんて可愛いんでしょう……！）

　前を歩く祀莉と樹を見守りながら、要と桜は会話をしていた。

　桜は学園を出た後、保育園に樹を迎えに行って、そのままここへ来たらしい。樹のお絵え描かき道具を買いにきたと話しながら、箱入りの十二色のクレヨンを見せてくれた。

「私はよくここに買い物に来るんですけど、北条君と西園寺さんがこんなところにいるなんてびっくりです。お二人はどうしてここに？」

「デートだ」

（ちょっとぉ───っ!!）

　運転手の時と同様、さらりととんでもないことを言う要に足を滑すべらせそうになった。

　今は樹の手を握っているから自分が転んでは危ない。足に力を入れて踏ん張った。

（全く……なぜそういう噓うそをつくんですか？）

　照れ隠しのわりには桜の質問に食い気味に答えていた。

　やっぱり嫉妬させようと小細工しているのだろうか。

　……効果は全くもってみられないが。

　ちゃんと訂てい正せいしなくてはと振り返った時、桜の携帯から着信音が鳴った。

　彼女の父親からの電話で、仕事帰りに駐車場まで迎えにきてくれるらしい。

　もうすぐ着くから、それまでに買い物を済ませないと……と残念そうに言った。

（そうですよね。せっかく要と会えましたのに……）

　しかも桜がいなくなったら祀莉と二人きり。それが不安なんだろう。

（心配しなくてもいいんですよ。でもその不安を要にぶつけることによって二人の仲はさらに深く……）

　また自分勝手な想像を脳内で繰り広げる。

　握られている手をくいっと引かれて、祀莉は現実に戻った。

　見下ろすと樹が「？」と首を傾げていた。

　そうだ。桜が帰るのなら樹も一緒に行ってしまうのだ。

「ほらおいで、樹。帰るよ」

「え～っ」

「〝え～〟じゃないの！　お二人とも、今日はありがとうございました」

　祀莉と要に向かってぺこりとお辞儀をする。〝おいで〟と言われた樹は、少しだけだだをこねて、寂しそうに祀莉の手を離す。祀莉も離れていく樹の手が名残なごり惜おしかった。

（ああ……もう少し一緒にいたかったです……）

　桜に手を引かれて〝ばいばい〟する樹に、微笑みながら手を振り返した。




　二人の姿が見えなくなってから祀莉と要は再び館内を歩いた。

　さっきまで樹と繫つないでいた手は、いつの間にか要に引かれている。

「もうこんな時間か……。そろそろ夕食にするか」

　スマートフォンの画面に表示される時計を見ながら要が呟つぶやいた。桜が行ってしまったというのに、よく平気でいられるもんだ。もっと別れを惜しむとかないのだろうか。

　今も相変わらず、すました顔でスマートフォンを操作している。

（携帯電話って便利なんですねぇ……）

　持ったとしても使う相手がいないから、特に欲しいとは思っていなかったが、少しだけ興味はあった。桜も当然のように携帯を使っていた。

（そういえば、さっきの電話の相手は要だったんですよね……）

　やはり連絡先をゲットしていたのか。

　いつ、どんなタイミングでそんなやりとりがあったんだろうか。

「要……。鈴原さんの携帯の番号、知っていたんですね……？」

　毎日、愛をしたためたメールを送りまくっているんですね！

　自分のいないところでイチャイチャと電話していたんですね！

　──聞き出さなくては。

　祀莉はずいっと要に詰め寄った。さあ、吐いてもらおうか。

　彼かれ氏しの浮うわ気きを疑うような目で顔を近づけてきた祀莉に、要は一瞬たじろいだ。

「え？　あ……あぁ、さっきな。お前とあいつの弟。どちらか見つけたら連絡できるようにって交換したんだ」

　……あ、そう。でもこれからは電話し放題。

　会えない休日は声が聞きたいという理由で電話をかけられるし、暇ひまなら一緒にどこかに出かけようといつでも誘える。

（内容を盗み聞きできないのが残念ですが……。あと、恋こい人びとと言えば〝寝ねる前のお休みの電話〟とか！）

　まぁ、それは漫画とかドラマの中だけの話だろう。

　そこで本来の目的は書店だということを思い出した。

「要、本屋さん！　本屋さんへ行きましょうっ」

「はいはい」

「あ、別についてきてもらわなくてもいいんですよ？　わたくしのことは気にせず、要は自分の行きたいところに──」

「一緒に行くに決まってるだろう。またふらふらと歩き回って迷子になられても困るからな」

「う…………はい」

　勝手に歩き回ってはぐれたことはバレていた。

　携帯なんて持っていないから電話でお互いの居場所を確認するのは不可能。

　次に迷子になったらアナウンスするぞと脅おどされてしまった。

（なんでそんなに意地悪なんですか……！）

　さっきの桜への当てつけといい、性格の悪さがにじみ出ている。

　着々と距離は縮まっているがどこに落とし穴があるかわからない。

　せいぜい桜に嫌きらわれないよう、最大限に努力してほしい。

　書店が見えてきた。買い物モードに入る前にこれだけは言っておこう。

「要」

「なんだ？」

「鈴原さんが困ってたら、助けてあげてくださいね」

「は？　……なんだよ、それ。──ほら、とっとと買ってこい」

　真剣に話しているのに要は興味なさそうに返事をして祀莉を書店に送り出した。

　言われるまでもない、ということかもしれない。
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　次の日の朝、いつも通りの北条家のお迎え。

　購こう入にゆうした漫画を遅くまで読んでいた祀莉は、眠い目をこすって車に乗り込んだ。

　すると、要から箱を渡された。

「祀莉、これ」

「はい？　なんですか？」

　開けてみろと言われたので、渡された箱のふたをそっと開ける。

　そこに入っていたのは──。

「携帯電話です！」

「そうだ。持ってろ。どこに行くにも絶対に持ち歩け」

「はい。ありがとうございます」

「俺と才さい雅が、お前の両親と俺の両親のアドレスは登録済みだ」

「あ、そうなんですか」

　両親と才雅はわかるが……なぜ、要の両親のアドレスまで入っているのだろう？

　小学校を卒業してからは、一度も会っていない人物の顔を思い浮かべた。

（お元気でしょうか……）

　小さい頃ころはさんざん可愛がってもらった。

　要の両親とは思えないほど、優しい小お父じさまと小お母ばさま。

　早くお嫁よめに来てほしいと、会うたびに言われていた。

　要の運命の相手が現れた今、申し訳ないがその願いは叶えられそうにない。

（でも安心してください。要がもっと素敵なお嫁さんを連れてきますからね！）

　二人もきっとすぐに受け入れてくれるに違いない。

　昔、何もわからず要との婚約を了承した時、「わたくしでいいのですか？」という質問をした記憶がある。

　それに対して要の両親は「要が選んだ相手なら、どんな子でも構わない」と言っていたはず。何も問題はない。

　最後はハッピーエンドだ！

「ふふ……」

「気に入ったか？」

「え……？　あ、はい！　可愛い色ですね。ありがとうございます！」

　危ない危ない。要と桜のハッピーエンドを思い浮かべていたら、自然と笑みが……。

　でも、気に入ったのは本当だ。

　欲しいと思いはじめていた自分の心を読むような要の計らいに、もう一度お礼を言う。

　両手で持った携帯を嬉しそうに眺めている祀莉を見て、要は満足そうに小さく笑った。




　手に入れた携帯を早く諒華に見せたくて、祀莉は学園に着くなり教室へと急いだ。

　そしてご機嫌で教室に入った祀莉は、クラスメイトへの挨拶もそこそこに、一いち目もく散さんに諒華のもとへと向かった。

「諒華、諒華！　わたくし、携帯を手に入れました！」

「へぇ～やっとか。別になくてもいいって言ってたのに、おねだりしたの？」

「いえ、要が持っておけって」

「あ、そう。まぁ……何かあった時のために安心だしね。じゃあ、アドレス交換しよう」

「はい！」

　友達とアドレスの交換。実はずっと憧あこがれていたのだ。

「あ、でもどうすればいいかまだ……」

「やってあげるから貸して」

　諒華が手を差し出す。

「ちょっと待ってくださいね」

　鞄の中に入れた携帯を探した。

「最近の携帯はすごいですね。防犯ブザーがついてるみたいなんですよ！　はい、お願いします」

「え……これって……」

　諒華の手に携帯電話が乗せられる。

　それは子供用の携帯電話だった。〝夜遅くまで塾じゆくに通うお子様が心配なら！〟というキャッチフレーズでＣＭが流れていたのを思い出す。

「ここをこうすると、大音量で音が鳴るみたいなんです」

「……へぇ～。それは便利だね」

　防犯機能だけはちゃんと使えるようにと、車の中で要にきっちり教えられた。

「全く……どこまで過保護なんだか……。ま、あんたにはそれくらいでいいか」

　諒華は呆あきれ顔で言いながら、手慣れた感じで自分のアドレスを登録した。

「はい。これで完了」

「ありがとうございます！」

　諒華のアドレスが追加された画面を見て嬉しくなった。

「そういえば北条君は？」

「え？」

　要の所在を訊たずねられて周囲を見回す。

（あら？　いませんね……）

　当然いつものように祀莉の後ろについてきているものと思っていたが、見当たらない。

　昇降口まで一緒だったのは確かだ。その後は、早く諒華に携帯のことを伝えたくて急いで教室に来たので、要のことなんて気にもしていなかった。

「先生に呼び止められたか、お手洗いにでも行ってるんじゃないでしょうか……？」

　そんなふうにのん気に考えていた時、桜と一緒に教室に入ってくる要の姿を見た。

（あ、鈴原さんと一緒だったんですね──って、えぇ……っ!?）

　思わず二度見してしまった。

　親しげに会話をしている二人は、今までに見たことがないほどいい雰ふん囲い気きだった。

　驚くべきことに、要の表情が柔やわらかい。

　いつもの刺とげ々とげしい態度はどうしたとつっこみたくなるほどに。

（えええぇっ！　いつの間にそんなにいい感じに!?）

　驚きのあまり携帯を落としそうになって、慌ててぎゅっと握り直した。

（はっ！　もしや、わたくしが携帯に気を取られている間に、鈴原さんに声をかける作戦だったのでは!?）

　だとしたら、まんまと要の作戦に引っかかってしまった。

　悔しくてたまらないが、ツーショットを拝めたのでまぁよしとしよう。

「珍しいわね。北条君があんたにくっついてないなんて。それに、なんか嬉しそう……って、あぁ……なるほどね」

　祀莉が両手で大事そうに持っている携帯を見て、諒華は納得した。

（やっぱり！　諒華にもそう見えるんですね！）

　諒華の言葉の意味を理解していない祀莉は、勝手に一人で盛り上がっていた。

　この瞬間を必死に目に焼きつけようと二人をじ～っと見つめる。

　要が機嫌よく誰かと話をしているところなんて滅めつ多たに見ない。

　桜と一緒に話せてよほど嬉しいんだろう。

　いったいどんな話をしているのか気になるが、教室内の雑音で会話が聞き取れない。

　漫画でよくある読どく唇しん術じゆつが使えたら……と心から思った。

　あまりにも不ぶ躾しつけに見てしまったせいか、要が祀莉の視線に気づいてこちらを見た。

　目が合ったかと思うと素早く桜から距離を置いた。

　──それで確信した。

（わたくしが見ている時には、あえて素そっ気けなくしていたんですね!!）

　仲良くしている姿を見せたら、嫉妬した祀莉に妨害されるかもしれないと、故こ意いに距離を置いていたのだ。

　それに気づかなかったとはなんたる不覚。

　いや、要の方が上うわ手てだったということか……。

（なんにせよ、わたくしが心配する必要はなかったんですね！）
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　梅つ雨ゆが明けて、天気のいい日が続くようになった。

　現在、祀莉たち華か皇おう院いん学園の一年生はバスで森の中を移動中。

　自然と触れ合いながらクラスメイトと親しん睦ぼくを深めるという名目のもと、今日から一泊二日の校外学習が行われる。

　祀まつ莉りはこの日が楽しみで仕方がなかった。なぜなら──

（絶対、要かなめと鈴すず原はらさんの仲を深めるイベントがあるはずです！）

　何かありますと言わんばかりの行事。行かないわけにはいかない。

　しかし心配性な両親だ。やめておきなさいと言われるかも……と少し不安だったが、要と一いつ緒しよなら安心だと許可を出してもらえた。

（もう！　どうして要とならって話になるんですか……！）

　母親に言われた「要君の言うことをしっかりきくのよ……」が頭に引っかかる。

　まるでいつも自分が要に面めん倒どうを見てもらっているみたいではないか。

　そんなに自分は信用がないのかと不満を抱きつつ、祀莉はさっそく荷物が詰まった鞄かばんを持ち忘れるのであった。

　もちろんその鞄は要によって運ばれた。いつものことである。

　一度学園に集合して、そこからクラスごとにバスで移動する。

　今日という日が楽しみすぎて、なかなか寝ねつけなかった祀莉は、快適すぎるバスの旅をぐっすり眠って過ごした。

　シートに腰こし掛かけた途端に眠気が襲おそい、誘さそわれるままに夢の中へと旅立っていった。




「祀莉っ！　まーつーりーっ!!　……完全に寝とるな、こりゃ」

　何度呼びかけても肩かたを揺ゆすっても起きない祀莉に、諒りよう華かは困り果てていた。

　他の生徒たちは次々とバスを降りている。

　先に到着していた他のクラスはＡクラス待ちの状態である。

「織おり部べさん、どうしたんですか？　先生が早くしなさいって言ってますよ」

　しおりを手に持った桜さくらが、通路で立ち止まっている諒華に声をかけた。

「祀莉が起きないの」

「ありゃりゃ……西さい園おん寺じさーん、朝ですよー」

　桜は手に持っていた小冊子をメガホンのように丸めて耳元で呼びかけた。

　が、長い睫まつ毛げはぴくりとも動かない。

「うーん……ダメっぽいですね」

　頰ほっぺたを指でつんつんと突つついても身動き一つしない。

「……この眠り姫ひめ、どう叩たたき起こしてやろうか」

　諒華はため息をついた。

「──おい、何してんだ？」

「あ、北ほう条じよう君！　ちょうどいいところに」

　完全に祀莉の世話係として認識されている要の登場である。

　最悪、彼かれを呼ぼうと思っていたので、このタイミングで来てくれてありがたい。

「祀莉がなかなか起きてくれなくてねぇ……」

「……やっぱりか」

　一度外に出たが、祀莉が降りてこないので、様子を見に戻もどってきたらしい。

　困った顔をしている諒華と桜の間に入り込んで、リクライニングを最大まで倒たおしたシートで気持ちよさそうに眠る祀莉に目を落とした。

「おーい、祀莉──」

　ぺちぺちと頰ほおを叩く。

「ん～……」

「…………」

　少し声を漏もらしたが、再び寝息を立てて静かになった。

　まぁ、こんなので起きるわけがないことはわかっている。

　どうしたものかと、諒華たちと並びながら思案した。

「おーい。まだかぁ？」

「あ、はい。すぐ降ります！」

　急かすようにバスの入り口から声をかける担任に、桜が返事をする。

「どうしよう、北条君。もっと強く揺すってみる？」

「いや、無む駄だだ。…………仕方がないか」

　ぐっすり眠っている祀莉を数秒ほど見つめた要は、怒ど鳴なりつけるでもなく、強く揺するでもなく、慣れた手つきで抱き上げた。

「あら」

「きゃ……」

　要の行動に目を見開いている諒華と、口に手を当てて小さく声を上げる桜。

　横抱きにされた祀莉は寝心地のいいシートから離され、眉まゆを寄せて身じろぎした。

　起きたか？　と思って顔を覗のぞき込んでみたが、要の肩に頭を預けるようにして眠っていた。

　ため息が出るほど可か愛わいらしい寝顔である。要とセットなので本物のお姫様に見えた。

「このまま連れて行く。……おい、何してんだ？　行くぞ」

　ぽけーっと祀莉の寝顔を見ている諒華たちに声をかけて、要は通路を歩いていく。

「ほんと、大事そうに抱きかかえるわね……」

「ですねぇ」

　諒華と桜もその後を追ってバスから降りた。




　祀莉が目を覚ましたのは昼食が始まる直前だった。ぼんやりする視界の中で最初に目に入ってきたのは、机を挟はさんで向かいに座すわっているヒロイン──鈴原桜。

　機き嫌げんよくしおりを読んでいた彼女は、祀莉の視線に気づき顔を上げた。

「あ、西園寺さんが起きた！　おはようございます」

　覗き込むようにして身を乗り出し、本日二回目の朝の挨あい拶さつをする。

　その隣となりにはストローを咥くわえながらジュースを飲んでいる貴たか矢やが座っていた。

「……」

　なぜ目が覚めてすぐにこの二人のツーショットを見なくてはいけないんだ。

（そこは要のポジションなのに！　……ってあれ？）

「要は？」

「おっはよー祀莉ちゃん。起きて早々、婚約者の名前？　本当に仲がいいね。要なら隣にいるよー」

　貴矢が口元に笑みを浮かべながら、祀莉から少しずれた場所を指差す。

　祀莉がもたれかかっている方だ。

　いやに安定感があって温かい……──と、気づいて嫌いやな予感がした。

　よくよく見ると男子生徒の黒い制服。顔を上げると、そこには……。

（か、要──!?）

　まだ半分ほど夢の中だった頭から、眠気が一気に吹っ飛んだ。

「す、すす、すみませんっ!!」

　恐おそろしいことに、要に無ぶ遠えん慮りよに体を預けて寝てしまっていたようだ。

　素早く体を起こして距きよ離りをとり、姿勢よく座り直した。

　祀莉が離れた瞬しゆん間かん、隣から力を抜くように息を吐く音が聞こえた。

（邪じや魔までしたよね……）

　桜がいるのに祀莉にもたれかかられては、たまったもんじゃないだろう。

　それに目の前では桜と貴矢のツーショット。

　これを見せつけられて、内心イライラしているに違ちがいない。

（鈴原さんが見ている手前、わたくしを無む下げに扱あつかえなかったんですね……）

　すみません、すみませんと心の中で何度も謝罪した。

　どうして自分は要にもたれかかって眠っていたのか……。

「あら？　ここはどこですか？」

　見たことのない場所に疑問を抱きつつ周囲を見回した。

「まだ寝ぼけてるでしょ。今日から校外学習。ここはホテルの中。これからランチ」

（あ、そうでした……）

　寝起きの祀莉にもわかるように嚙かみ砕くだいた諒華の説明で、現状が理解できた。

（またやってしまいましたか……。バスから降りた記き憶おくなんて全くないです）

　朝、気づけば教室にいる、なんて日常だった。

　今回もそうやって寝ぼけているうちに自分でここまで歩いて、また眠ってしまったんだと結論づける。バスを降りてからの先生の諸注意、点呼までずっと要に抱えられていたなんて、露つゆほどにも思っていなかった。




　昼食を終えて午後の時間。

　Ａ、Ｂクラスはホテルの広い部屋で、静かに与えられたプリントを解いていた。

　この課題が終われば、後は自由に過ごしていいと言われている。

　屋上や中庭を散歩するなり、室内のレジャー施設で遊ぶなり。

　ホテルの目玉である温泉や、屋内プールなど、楽しむ場所はたくさんあった。

　少し開いた窓からは、涼しい風と一緒にかけ声や応おう援えんの声が入ってくる。

　Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆクラスは外で球技大会らしい。

（楽しそうですね……）

　暑さなど気にせず盛り上がりをみせる窓の外を見て、祀莉はため息をついた。

「おい、手が止まってるぞ？　わからない問題でもあったか？」

「いえ、大丈夫です！」

　要の言葉で我に返る。のん気に彼らの姿をぼーっと見ている暇ひまはない。

　早く終わらせないと、自由時間がどんどん減へっていく。

　慌てて手元のプリントへと意識を向けた。

（これならクーラーのきいた学園にいるのと変わらないです……）

　基本、ホテルではグループで行動するように指示されている。

　祀莉のグループは、要、諒華、桜、貴矢の五人。桜をグループに入れることに成功したと喜んでいたら、貴矢という余計な人間までついてきてしまった。

（また要と鈴原さんの邪魔をする気ですね……。余計なことをさせないためにも、わたくしが見張っておかなくては……）

　黙もく々もくと解答を書き込んでいる彼を祀莉は無言で睨にらみつけていた。

　しばらくの間そうしていると、頭にコツンっと軽い衝しよう撃げきが走った。

「ひゃっ……！」

　なんだ!?　と思って隣を見たら、軽く握にぎった拳こぶしを向けた要に睨まれていた。

「何するんですか……」

「集中しろ。そこ、間違ってる」

「う……」

　指し摘てきを受けた箇か所しよを消しゴムで消す。隣で諒華がくすくすと笑っていた。

　テーブルを囲って各自問題を解いていたが、桜と要が競うように終わり、ほどなくして貴矢と諒華もプリントをすべて埋めた。後は祀莉待ちである。

　プリントの内容は授業の復習で特に難しくはない。

　中間テストの一件から真面目に授業を受けている祀莉は、ちゃんと問題を解けている。

　ただペースが遅いだけ。問題文をちゃんと読んで、そして理解して回答欄らんを間違えないように記入する。時間はかかっているが、今のところミスはない。

「あの……、待っていただかなくてもいいんですよ？　先に行ってください。わたくしは後から行きますので……」

　自分のためにみんなを待たせるのはなんだか心苦しい。

（要と鈴原さんはどうぞ、デートにでも行ってください！）

　そうしてくれたら覗き見たいという欲よく望ぼうで、早くプリントを終えられるような気がする。

　先生も見張っているわけではないから、先に部屋を出てもバレはしないだろう。

「いいから手を動かせ。頭を働かせろ」

　要が次の問題文をトントンと指で叩いた。それに続いて桜と諒華が言う。

「ゆっくりでいいですよ。待ってますから、頑がん張ばってください」

「そうそう。ちゃんと待っててあげるから。早く終わらせて屋内プールに行きましょ」

「プール……。はい、頑張りますっ！」

　楽しみにしていた〝プール〟というワードにやる気が増し、最後の一枚を仕上げた。




　ホテルの最上階にあるという屋内プールへと向かう。

　さすがは高級ホテルと言わざるを得ないほどの広さとラグジュアリー感たっぷりのプールには、驚くほどたくさんの生徒が集まっていた。

「ほへー。なんか、思ってたより人気なんですね、ここのプール」

　桜があまりの人数に感心の声を上げた。

「運動して熱くなったから、プールで涼みにきたんでしょうか……？」

「いや、違うと思う」

　諒華が間を置くことなく祀莉の言葉を訂てい正せいした。

「まぁいいじゃないですか。ひとまず準備運動しましょう」

　桜が膝ひざを曲げて準備体操を始めたので、祀莉も同じようにストレッチを開始した。

「諒華、諒華。足がつらないようにちゃんと準備運動しないとダメですよ！」

　プールを眺ながめていた諒華にも体操を促うながした。

　諒華は祀莉を一いち瞥べつしてため息をついた後、再び視線をプールに戻した。

　祀莉も同じ場所に視線を移すと、男子生徒がこちらを窺うかがっていることに気づいた。

（さすが鈴原さん！　要や秋あき堂どう君だけでなく他の生徒からも人気が……！）

　ヒロインという立ち位置なので、男子生徒から好意を持たれるのは仕方がないが、要のライバルが増えてもらっては困る。

（でも、こんな光景を見せられたら要は嫉しつ妬としますよね！）

　男子生徒の視線から桜を庇かばうように前に立つとか、パーカーを着せるとか……。

　プールや海でよくあるお約束な展開が見られるのではないかと期待していたが──突とつ然ぜん、何者かに後ろから羽は交がい締じめにされた。

「ひゃあっ!?」

　驚いて悲鳴を上げると、頭の上から「うるさい」と要の声が聞こえた。

「ちょっと、何するんですか！」

「いいから大人しく着てろっ!!」

　無理やり手を通されたのは、尻しりまですっぽりと隠かくせる長めのパーカー付きラッシュガードだった。祀莉の抵抗も虚むなしく、前のファスナーを首元まで上げられた。

　これではせっかく新しく買った水着が隠れてしまうではないか。

「絶対に脱ぬぐなよ」

（なんでですか……っ！）

　祀莉の無言の訴えには目もくれず、要はプールを睨みつけていた。

「あ！　それ、そのまま水に入れるやつですよね。私も借りてこようかな」

　どこにありましたか、と要にレンタルできる場所を聞いていた。

　なるほど、桜にラッシュガードを着せるために祀莉を利用したのか。無理やり着せるのは気が引けるので、まず祀莉に着させてラッシュガードの存在をアピールしたのだ。

（なんて回りくどい……直接手て渡わたせばいいじゃないですか！　他の男に見せたくないなんて言われたら鈴原さんもドキッとするに決まってます!!）

　祀莉が心の中で文句を言っている間に、プールにいた生徒の数が半分近く減っていた。




　十分にプールを楽しんだ次は心の癒いやしがコンセプトのスパへ。

　ここでもはしゃいで長風呂しそうになった祀莉は、のぼせる寸前で諒華に湯船から引きずり出された。説教されながら髪を乾かわかし、学園のジャージに着替えてホテルのレストランへと向かった。

　先に到着していた要と貴矢はすでに食事を始めていた。

「お腹空きました～。プールもお風呂も楽しかったですね」

　桜が楽しそうに言う。

「はい！」

「私は疲つかれたわ……」

　祀莉が元気に同意する横で諒華は気け怠だるく答えた。

　目の前にはホテルお抱えのシェフが腕によりをかけた料理が並べられていた。

　味はもちろん、見た目も美しく食欲をそそるには十分だった。

　──お好きなものをお好きなだけどうぞ。そう言われたからには遠えん慮りよはしない。

　食べたい料理をお皿に盛って食事を楽しんだ。

　口に入れるとすぐにとけてしまう高級なお肉を食べながら、窓の外へと視線を向ける。

「いいですよね、キャンプ……」

　ビュッフェはＡ、Ｂ、Ｃクラスのみ。他のクラスは外でバーベキューだった。

　ホテルの窓から見えるところにたくさんのキャンプテントが張られ、少し離れた場所では班ごとにバーベキューを楽しんでいる姿があった。

「わたくしも飯はん盒ごう炊すい飯はんをしてみたいです。テントで寝るのもちょっと憧あこがれです……」

　──いや、あんたには無理だろう。

　聞いていた全員が喉まで出かけたこの言葉を食事とともに飲み込んだ。

　そんな中、一人の勇者──貴矢がパンをちぎりながら祀莉に言った。

「ん──……。祀莉ちゃんには無理かもねぇ……」

「そんな……！　わたくしだってやればできます！」

　諒華に〝あんたには無理でしょ〟と言われる覚かく悟ごはしていたが、まさか貴矢に言われるとは思わなかった。ムキになって、できるともわからないことをできると言ってしまった。

「いやいや、そうじゃなくてね。去年、ここに来た先輩から聞いた話なんだけどさ」

　ぷくーっと頰を膨ふくらませて不服な顔をしていると、貴矢が声をワントーン落とし、吐と息いきまじりに語り始めた。




　──夜、みんなが寝静まった頃ころに、ふと目が覚めたんだって。

　で、もう一回寝ようと思ったら、なーんか音が聞こえてくるんだよね。

　ザッザッって……。人の足音みたいなんだけど、なんだか様子が変なんだ。

　あっちに行ったり、こっちに行ったり。

　テントの前で一度足を止めるみたいなんだけど、またすぐに移動するんだ。

　まるで、誰だれかを捜さがしているみたいに……。




「…………っ」

　オチは見えている上に特に怖こわくもない話だが、〝怖い話〟が苦手な祀莉は体を震ふるわせていた。すぅ……っと背中に冷たさを感じる。

　手に持っているナイフとフォークを無意識のうちに強く握り込んでいた。

　祀莉の反応がよかったのか、調子に乗って感情たっぷりに話す貴矢。

　興味を引かれるように聞き入っている桜。

　そして、諒華と要は黙々と食事を続けていた。

「その先輩は怖かったけど好奇心もあってさ……テントの外を覗いてみたんだって」

　──そうしたら……

「髪かみの長い女の顔が目の前に──っ」

「きゃぁぁああ……っ!!」

　子供を脅かすような最後のセリフに祀莉は震え上がり、とっさに耳を塞ふさいだ。

　悲鳴とともに手を離れたナイフとフォークが大げさな音を立てて皿の上に落ちた。

「え……。あの……祀莉ちゃん？　ご、ごめん……そんなに怖がってくれるとは思わなくて……」

　祀莉が本気で怖がっていると知って貴矢は焦あせった。

　キレた要に半殺しにされる！　と思って精いっぱいの言い訳わけを頭に浮かべて身構える。

　──が、要はどさくさに紛まぎれて、縮こまる祀莉を包み込むようにして頭を撫なでていた。

「で、オチは……？」

　諒華が隣の二人を横目に見ながら、水を一口飲んで続きを促した。

「見回りの先生が、テントの中にちゃんと生徒がいるかチェックしてたんだって」

「あ、そう……。そんなことだろうと思った」

「西園寺さん。大丈夫ですか？　今の話のオチはね──」

　未だにプルプル震えている祀莉に桜は安心させてあげようと声をかけた。

「わたくし……家に帰りたいです……っ」

「今の話で!?」

「水に濡れた長い髪で、顔を血まみれにした女の幽ゆう霊れいなんて……っ」

「内容が誇こ張ちようされてるっ!?」

　小学生も驚かない内容でここまで怖がるとは……。

　しかも祀莉の中でいろいろと話が膨らんでいるらしい。さらに情報が追加されていた。

「今日を乗り越えれば明日には家に帰れるから頑張りましょう！」

　震える祀莉に桜はエールを送った。




　食事の時間が終了し、遊び疲れた祀莉たちは割り当てられた部屋へ移動した。

「やっぱり部屋も広いですね！　窓の外も綺き麗れい！」

　上品なデザインで広々としたスペース。

　ベッドが三つあっても広いと感じる部屋を、桜は探検するように見て回っていた。

「わたくし、ここがいいです！」

　祀莉は三つ並ぶベッドの真ん中を強く希望した。

　端っこは嫌だ、二人で挟んでほしい。本当はベッドの間の隙すき間まもいらない。

「私はどこでもいいですよー」

「私も別に構わないけど……。あんな中身の薄っぺらい話でここまでビビるとは……」

「べ、べべ、別に怖くなんかありませんっ!!」

「じゃあ、私が真ん中でもいい？」

「ダメです！　もうここはわたくしの場所です！」

　諒華の軽い冗じよう談だんに、頭から布団を被かぶって真ん中のベッドへと潜もぐり込んだ。

　必死な姿に諒華と桜は声を上げて笑っていた。

「わかったから、ちゃんと歯は磨みがきはしなさいよね」

「……はい」

　消灯まで少し時間があるが祀莉たちは早めにベッドに入った。

　諒華は寝つきがいいのか、一分もしないうちに寝息が聞こえてきた。

（わたくしも早く寝てしまいましょう……）

　触り心地のいいシーツに包まれていると、自然と目ま蓋ぶたが下がってくる。

　意識がフワフワしてきた。

　──ピロンっ

　小さい音だが、確かに機械音が聞こえて、眠りかけていた頭がすっと現実に戻された。

　桜のベッドでごそごそと動いている気配がある。今の音は桜の携帯のようだった。

　暗い部屋に携帯画面の小さな光が灯ともった。

（メールでしょうか……？）

　携帯を閉じてすぐに眠りにつくだろうと思ったら、桜はベッドから起き上がった。

　すでに寝ていると思っている祀莉たちに気を遣つかって、部屋の扉とびらを音を立てないようにそっと開けて、そっと閉じる。

　──怪あやしい。

（もしかして……もしかしてっ、もしかして!!）

　要にメールで呼び出されたのかも……いや、そうに違いない。

　一カ月前にお互いのアドレスは交換している。

　連絡を取り合っていてもおかしくはない。

　校外学習の夜。そっと抜け出したヒロイン。待っているのは当然、要。

　二人の仲を深めるイベントが起こる予感！

（待ってました！　これは絶対に見逃せません……！）

　なんの根こん拠きよもないが祀莉はそう信じて疑わなかった。こんな時にのん気に寝ているわけにはいかない。おやすみモードに入っていたが、すっかり目が覚めた。

　キランっと目を光らせた祀莉は、諒華を起こさないようにそっと部屋を抜け出た。

（どっちに行けばいいのでしょうか……？　う～ん……、──こっちにしましょう！）

　祀莉が部屋から出た時には、すでに桜の姿は見当たらなかった。

　自分の勘を信じてとりあえず右に進んだ。昼間の涼しさが夜では少し肌はだ寒さむい。

　冷たい空気に体が震えた時、貴矢の話が頭を掠かすめて背筋がぞっとした。

　……いや、あれは外のキャンプでの話。ここはホテルの中。大丈夫、大丈夫……。

　昔から怖い話は苦手だった。怖くなくても〝怖い話〟だと意識した瞬間、そういうふうにしか聞こえなくなる。恐きよう怖ふのあまり周りも見えなくなる。

　さっきは取り乱してしまったが今は平気だ。

　……そう、平気なんだと自分に言い聞かせた。

（それよりも、鈴原さんと要の逢あい引びきです！）

　プールに夢中で告白のことなんてすっかり忘れていた。

　もうすぐ夏休みが始まる。恋人として熱いひと夏を過ごしたいなら今がチャンスだ。

（告白のシーンが見られるなんて……ふふ……）

　甘い雰ふん囲い気きで向かい合う二人を思い浮うかべて、恐怖を打ち消すことに成功した。

（鈴原さんはどこに行ったのでしょう？　急がないと見逃してしまいます……！）

　目的の人物を捜しながら、当てもなく長い廊ろう下かを歩く。

　このまままっすぐ進んだ先は談話室だ。もしかしたらそこにいるのかも。

（──いましたっ！）

　静かなその場所に、紺こん色いろのジャージを着た生徒が二人いることが確認できた。

　ちょうどいいところに観葉植物が置かれていたのでその陰かげに隠れた。

　廊下は薄暗いからバレはしないだろう。できるだけ気配を消して、そっと覗き見る。

（やっぱり呼び出しの相手は要だったんですね！）

　もっとよく見える位置まで近づきたいが、これ以上顔を出すと見つかる可能性がある。

　ならば……と、二人の会話を一言も聞き漏らすまいと耳に集中した。

「で、なんの用？」

「ん──……別に。呼んだら来るかなー……って」

「はぁっ!?」

（…………あれ？）

　聞こえてくる女子生徒の声は桜で間違いないが、男子生徒の声が要のものじゃない。

　この声は────貴矢だ！

（えぇ!?　ちょっと待ってください！　どうしてまた秋堂君なんですか……!?）

　わくわくしながら覗き見れば、逢い引きの相手は要のライバル──秋堂貴矢だった。

（要は何をしているんですか!?）

　彼らは同室のはずだ。

　こんなところで抜ぬけ駆がけされて……全く、なんて間抜けなヒーローなんだ！

　ハラハラしながら二人の様子を覗き見る。

　桜は貴矢に対して好意的ではない様子で、むしろ嫌けん悪おを剝むき出しにしている。

　刺とげ々とげしい言葉がそれを物語っている。

　ヒーロー以外になびかない桜はなんともできたヒロインだ。

「もう、なんなのよ……。用がないなら部屋に戻る！」

「えー。いいじゃん、どうせもうすぐ消灯なんだし」

「だから戻るのよっ！」

　それでも貴矢は楽しそうにちょっかいを出している。

　部屋に戻ろうとする桜の腕うでを摑み、無理やりその場に留まらせていた。

（嫌がられているのに諦あきらめの悪い人ですね！　あぁ、もう！　わたくしが出ていって助けたいです!!　要──っ、要はまだですか──！）

　心の中で何度も要の名前を叫ぶ。

　今ここに登場してヒロインを助ければ、一気に株が上がるだろう。

（いっそわたくしが要を呼びに……ん？）

　祀莉が覗き見ている反対側の廊下から人が現れた。

　──要だ。

（来ました──!!　遅いです！　でもナイスです!!）

　祀莉のテンションはこれ以上ないくらいに上がった。

　ヒロイン救出の登場としては……まぁ、悪くないタイミングだ！

　待たされた分、助けられた時のトキメキが大きくなるに違いない。

（いいですよ、要！　そのまま奪うばってしまえっ！）

　手に汗握りながら遅い登場のヒーローを応援した。

「おい、貴矢。もうすぐ消灯だぞ。部屋に戻れ」

　要が談話室に現れ、貴矢と桜の言い合いが一時中断する。

「なんだよ要。邪魔しないでくれるか？　俺たち、二人で楽しく話をしているところなんだけど？」

「だったら何も言うつもりはなかったが……。鈴原が困ってるように見えたから声をかけたまでだ」

　二人が一緒にいるところが嫌だったって、直球で言えばいいものを……。

　もっとぐいぐいと男らしさを見せてほしい。

（手を摑んで引き寄せるとかしてほしいですね……）

　祀莉は少し物足りなさを感じていた。

「なんでお前がそこまでして鈴原を構う？」

　ニヤリと笑った貴矢は握っていた桜の腕を引き、自分の胸元へと寄せた。

（ぎゃ────っ！　ちょ、要──！　何してるんですか!!）

　奪うどころか、やすやすとライバルに渡してしまうとは！

　期待していたシチュエーションだが、またしても相手が違う。

（要！　あなたがしっかりしないと……！　鈴原さんもびっくりしてます！）

　ぽすんっと貴矢の胸に収められた桜は、驚きのあまり固まっていた。

「ちょっと、何を……」

　引き寄せた桜を抱き込んだ貴矢はふふんと挑発的な笑みを要に向けた。

「──もしかして要、こいつのこと……好きなのか？」



















　──ドクンっ




（……え？）

　貴矢の言葉を聞いて、祀莉の鼓こ動どうが大きく跳ねた。

　それからじわじわと速く、大きくなっていく。

　桜と要が並んでいるシーンを見て、トキメキで胸が高鳴ることはあった。

　しかし今感じている胸のドキドキはどこか違う。

　これは……──緊きん張ちよう？

（なんでわたくしが緊張するんですか……？）

　疑問を浮かべつつも、気になる三人から目を離せずにいた。

　漫まん画がやアニメなら様々な演出や効果を駆く使しして、盛り上げられているシーン。

　残念ながら原作は小説で、冒頭部分しか知らない祀莉は、自分の想像の中で物語を予想して作り上げるしかできない。

　想像していたのとはちょっと違うが、今目の前で起こっているこれこそが、正しいストーリーなのだろう。

　さて、この後はいったいどうなるのか──。

　緊張感が漂う空間で祀莉はひっそりと成り行きを見守る。

　要は目の前でヒロインがライバルの胸の中に収まっているというのに、怒りの表情をまるで見せていない。むしろ呆あきれた顔をしていた。

　そんな顔をしてないで、貴矢から颯さつ爽そうと桜を救い出してほしい。

（感情のまま奪い返しにいけばいいんです！　鈴原さんだってそれを待っているはずです！）

　威い嚇かくするように睨みつけて、格好いい決めゼリフを言ってくれれば文句なしだ。

「ぐはぁっ！」

　突然、貴矢がうめき声を上げた。

　ヨロヨロと三歩後ろに下がり、その場に崩くずれ落ちていった。

（え……？　今、何が……？　もしかして要が？）

　──いや、要は立っていた場所から一切動いていない。

　それどころか目の前で起きた出来事に目を見開いている。

　ならば、もっとも近い位置にいた桜しかいないのだが……。

「いってぇ……。ちょ、何すんだよ……」

　貴矢が腹を抱えてうずくまっている。

　よくよく見ると、貴矢の腹があった位置に桜の握り拳が構えられていた。

「離してって言うより、こっちの方が早いと思って」

「いや、でも……もうちょっと手て加か減げんとかさ……」

「え？　必要？」

　爽さわやかな笑顔を浮かべてあっけらかんとそう言ってのけた。

　くるりっと身を翻ひるがえして貴矢に背を向けた桜は、要のところへ歩き出す。

「いや、あのマジで痛いんだけど……」

　離れていく桜を目で追いながら、貴矢が苦しそうな声で主張した。

　女の子の拳と言えど、ノーガードのところに予想もしない攻こう撃げき。

　なかなかのダメージだったようだ。

　脂あぶら汗あせを浮かべ、苦々しく笑う貴矢の表情が語っていた。

「すみません、北条君。今のは見なかったことにしてください」

〝今の〟とは貴矢に一発お見み舞まいした件だろう。

　相手の不意をつく見事な拳だった。

　首を傾げながら、握り拳を顔の横に構えるその仕草と笑顔がとても可愛らしい。

（これなら要もイチコロですね！）

　桜を見下ろしている要の顔は無表情だが、内心はデレッデレだろう。

「もうすぐ消灯なのに、ご迷惑をおかけしてしまいまして……。本当にすみません」

「いや、気にするな。それに……」

「？」

　そこで要の言葉が止まった。

（この流れは……！　ついに告白ですか!?）

　待ってましたぁ！　と小さくガッツポーズをする。

　積極的な貴矢に触発されて要もとうとうその気になってくれたのだ。

　顔を隠していた葉を両手でかき分けて、もっとよく見ようと身を乗り出した。

　待ちこがれていたこの光景をしっかりと目に焼きつけるんだ！




「──祀莉に頼まれていたからな」




　聞こえてきた言葉に祀莉は耳を疑った。

「え！　そうだったんですか？」

　桜は目を大きく見開いた。それは葉の間から覗き見ていた祀莉も一緒だった。

（…………は？　わたくしに頼まれた？）

　確かに〝困っていたら助けてあげてほしい〟とは言っておいたが、それは桜に接する機会を増やすためである。少しずつでも距離を縮めてくれるならと思ってのことだった。

　それなのに……それなのに!!

　──どうして今そんなことを……っ！

（あぁ、もう！　せっかくの告白が台無しですっ！　この……ヘタレっ！）

　いっそのこと叫んでやりたかった。

　桜は「そうだったんですか～」と笑顔を浮かべているが、きっと心の中では祀莉と同じことを思っているに違いない。告白してくれる……！　と期待していたのに、要の口から出てきたのはライバルである祀莉の名前だった。

（要はどうしてこんな大事な場面であんなことを……）

　動どう揺ようして言ってしまったのか。それともただの照れ隠しだったのだろうか。

　どちらにせよ、告白は失敗に終わった。

（わたくしが鈴原さんを助けてあげてくださいなんて、余計なことを言わなければ……）

　体の力が抜けていくのを感じた。まさか失敗するなんて……。

　頭を抱えてその場に座り込む。

（すみません、鈴原さんっ！　本当にすみませんっ！）

　心の中で何度も何度も桜に謝罪した。

　だから気づかなかった。背後に近づく何者かの存在に──。




　突然ぽんっと、肩に手が乗った。

（……？）

　なんだ、誰だ、今は忙しいんだ。要と桜の一大事なんだ！

　告白イベントが自分のせいで台無しになってしまって大変なんだ！

「もう、なんですかっ！」

　考えごとをしている時に話しかけないでほしい。

　睨みつけるように不機嫌な顔で振り向いたら、そこに……

　──暗い廊下に、長い髪の女が立っていた。

「…………っ!?」

　驚きのあまり声が出なかった。

　肩に乗っていた手を力の限り払いのけて、その場を駆け出した。

（いいいい今っ、髪の長い女の人が……！）

　見てしまった。薄暗い廊下を徘はい徊かいする女の幽霊を！

　とにかく今は逃げなくては。そう思っているのに足は思うように動いてくれない。

　脱げそうになったスリッパに足をとられて、びたんっ！　と正面から転んでしまった。

「うぅ……っ」

　痛いだなんて思っている余よ裕ゆうはない。もう後ろまで迫せまっているのだ。

　恨うらめしい表情の女の幽霊が──。

「祀莉ちゃんっ!?」

「祀莉!?」

「西園寺さん……っ!?」

　談話室に転びながら現れた祀莉に三人は驚いた。

　一番近くにいた貴矢が素早く駆け寄って体を起こす。

「祀莉ちゃん、大丈──」

「貴矢、その手を離せっ！」

「え……!?」

　貴矢に助け起こされていた祀莉を要が横からかっ攫さらい、自分の方へと抱き寄せた。

「いやいや、要。そんな威嚇するように睨みつけなくても……すみません」

　要からギロリと鋭するどい視線が送られて貴矢は思わず謝ってしまった。

　行き場のなくなった手をそっと下ろして体を引いた。

「祀莉、大丈夫か？」

「か……かなっ、要っ、かなめぇ～っ」

　祀莉は弱々しい声で要の名前を何度も呼んだ。

　誰でもいい……助けてほしい……。

　その一心で目の前にいる要に覆おおい被かぶさるように抱きついた。

「え、祀莉……っ!?」

　不意をついた祀莉からの接触で要は動揺し、何があったんだと聞き出すことも忘れて、数秒ほど固まってしまった。

「要……デレッデレだな」

「そうね……」

　祀莉の行動に驚いているが、きっちり背中には手を回している。

　貴矢と桜は微笑ましく二人を見ていた。

「は……っ！　祀莉、どうしたんだ？」

　我に返った要が祀莉に質問した。

　祀莉はべそべそと泣きながらも、なんとか言葉を絞しぼり出した。

「うぅ……ゆ、ゆうれいがぁ～っ」

「は？　ゆうれい……？」

「だって……っ、いまっ、そこに……っ　女の人のっ！」

「大丈夫だから、とりあえず落ち着け……な？」

　泣きじゃくる祀莉をさらにぎゅっと抱きしめた。

　幽霊？　何言ってるんだ？　貴矢の話が頭に残って何かを見間違えたんじゃ……。

　三人は同じような考えを持って顔を見合わせていた。

　ふと、貴矢が薄暗い廊下へと視線を移した。

「あれ？　何してるんですかー？　先生」

　人の気配がする方へと問いかける。

　祀莉が出てきた廊下からそろり……と顔を出したのはＣクラスの担任だった。

　その人こそが祀莉に幽霊と間違われた人物だとすぐにわかった。

　いかにもな雰囲気だったからだ。

　風呂上がりのようで、長い髪が湿っている状態だった。

　白い服を着ていたので、暗い廊下では不自然に浮いていた。

「廊下でうずくまっていたものだから、気分が悪いのかと思って声をかけたんだけど」

　驚いて逃げられてしまって──。

　怖がられたことがショックだったのか、ちょっと涙なみだ目めである。

　怪かい談だん話ばなしを真に受けていた祀莉が、その先生を見て廊下を徘徊している幽霊と勘違いしたのだ。怖くない怖くないと思っていたが、それらしき姿で急に現れたのでそう思い込んでしまったのだ。

「……祀莉、あのな──」

　夕食時の怪談ともいえない怪談話を含ふくめ、それは幽霊じゃなくて見回りの先生だ。

　貴矢の話は噓だから信じなくていい。

　要たちは怖がって話を聞こうとしない祀莉に、何度もゆっくりと丁てい寧ねいに説明した。

　そのかいあって、数分後に祀莉の誤解は解けた。

「……わかったか？」

「……はい。ぐずっ」

　理解はできたが涙が止まらない。

　鼻をすすりながら目を閉じて落ち着くのを待った。

「大丈夫だから、もう泣くな」

　耳元であやすように囁ささやく声に頷うなずくと、目尻に温かいものを感じた。

「っ!?」

　驚いて目を開けると鼻先が触れそうなくらい近くに要の顔があった。

「涙にキスって……やるな、要」

「見てるこっちが恥はずかしいんですけど……」

（え……っい、今のはキ、キス……っ？　～～～～──っ!?）

　貴矢と桜の会話で、今の感触は要に舐なめられたものだと理解して、一気に体の温度が上昇した。その上、今の自分の体勢を顧かえりみて頭の中が真っ白になった。

　片膝をついている要の首に手を回して抱きついている。

　脇わきの下を通って背中に回る要の腕が、ずり落ちそうになる祀莉の体を支えていた。

（──ひ、ひゃぁああ……っ！）

　心の中で悲鳴を上げながら、後ろに飛び退く勢いで要から体を離した。

　ぶわっと変な汗が出てくる。甘えるように縋すがりつき、何度も要の名前を呼んでいたことを思い出して、顔全体が火のように熱い。

（うぅ……。わたくし、なんてことを……）

　貴矢がニヤニヤ笑いながら「照れなくてもいいのに～」とからかうように言う。

　あまりの羞しゆう恥ちに耐たえられず、近くにあったソファーに隠れて小さくうずくまった。

（なんですか、これ……！）

　祀莉は無意識だったが要の行動はなんだったのか。

　桜を嫉妬させようとして？

　だとしてもやりすぎだ。悪ノリにもほどがある。

　見せつけられた桜はどんなに悲しい気持ちだろうか。

「西園寺さん、大丈夫ですか？　幽霊なんていませんよ。ね？」

「え……あ、はいっ！」

　全く気にした様子がない。

　それどころか祀莉を気遣うように優しく声をかけた。

　要と祀莉がくっついていて、危機感を抱いてもおかしくない状況。

　それでも笑っていられるのは、ヒロインの余裕なのだろうか、それとも──。

（わたくしなんて、ライバルとも思われていない……!?）

　そう考えて悲しい気持ちが心に広がった。





[image: ]






　祀莉は布団の中ですやすやと眠っていた。

　涼しい風がそっと頰を撫でる。少し肌寒さを感じて子供のように体を丸めた。

「祀莉ー、起きなよー」

「ん～」

「いい天気だよー。風も気持ちいいし」

　諒華はカーテンがひらひらと波打っている窓を指差しながら、祀莉の布団を叩いた。

　正直まだ寝ていたい。

（さっき、やっと眠れましたのに……）

　昨日、あれから部屋に戻ってベッドに入ったはいいが、全く眠れなかった。

　目を閉じると談話室での出来事を思い出してしまう。

　何度、布団の中で羞恥と後こう悔かいに悶もだえ、叫びそうになったことやら。

（あぁ……せっかくの告白のチャンスでしたのに）

　それが失敗に終わって落ち込んでいるところに、とんだハプニング。

　恐怖で我を忘れてしまい、桜の目の前で要に抱きついてしまった。

　幽霊と間違えてしまった先生にも悪いことをしてしまって、昨日の夜からぐるぐると反省中である。

　そして、眠りについたのは二時間ほど前。

　やっと現実から逃避できたと思ったのにもう朝とは……なんて残ざん酷こくな。

「祀莉ー？」

　諒華が布団を引っ張りながら、べしべしと今度は軽く背中を叩き始めた。起きろ起きろと耳元で何度も言われ、仕方なしに目をこすりながら体を起こした。朝陽が眩まぶしい。

「んむぅ……」

「おはようございます！　西園寺さん、もうすぐ集合時間ですよ」

　すでに制服に着替え、準備を終えている桜が元気よく朝の挨拶をした。

　半分しか目が開いていない祀莉の顔を中ちゆう腰ごしで覗き込んでいる。

　昨日のことを引きずっている様子がないのは、やはりヒロインとしての余裕からだろうか。

「おひゃようございます……。えっと今何時……」

　桜の後ろにある時計を確認すると、もうすぐ朝食の時間だった。

　早くしないと点呼に間に合わない。

　まだ半分寝ている状態でもぞもぞと着替えを始めた。

　見かねた諒華が「遅い！」と祀莉の服を引ひっ剝ぱがし、強引に着替えさせた。

　こっくりこっくりと船を漕こいでいる祀莉を無理やり歩かせて、レストランへと向かった。

「ここの朝食は美味しいって評判なのよ。フレンチトーストが絶品なんだって」

「そうなんですか！　楽しみです。西園寺さん、ちゃんと目を覚まさないと食べ損なっちゃいますよ？」

「…………んぅ」

　返事にもなっていない声を漏らす祀莉。

　寝ているのか起きているのか微び妙みようなところである。

　右手を諒華、左手を桜に引かれてやっと足が動いている状態だった。

「祀莉ー。起きてるー？」

「西園寺さーん。ちゃんと歩いてくださーい」

「…………わかってます。そんなに強く引っ張らないでください、要」

「……」

「……」

　半分寝ながら登校している時は、いつも要に引っ張られているんだろう。

　むにゃむにゃとそれらしき言葉が祀莉の口から出てきた。

　要はこれを学園まで連れてくるのか……と感心する二人であった。

「まぁ、北条君が無理やりにでも口につっこむでしょうよ」

「ですね」

　レストランに入ると、名簿を持った先生が入り口付近で点呼をとっていた。

　名前を告げて中へ入ると、要と貴矢はすでに食事を始めていた。

　目蓋が落ちかけている祀莉を要の隣に座らせて、諒華と桜もそれぞれ席に着く。

　テーブルには温かな朝食が用意されていた。

　食欲をそそる匂いに、祀莉の目がだんだんと覚めてきた。

「おっはよー、祀莉ちゃん！」

　祀莉とは逆にすっきりと目が覚めている貴矢が元気よく挨拶した。

「……おはよう……ふわぁ、ございます……」

「はは、まだお眠のようだね。じゃあ、俺が──」

　祀莉の口元にフォークに刺した一口分のフレンチトーストを差し出す。

「──食べさせてあげよう。はい、あーん……──ぅわあっちィっ!!」

　要が熱々のコーヒーが入ったカップを貴矢の手に押しつけた。

　カップの外側はほどよく熱くなっていたらしく、触れたと同時に熱さを感じた貴矢は跳ねるようにのけぞった。

　熱で赤くなっている部分を、慌てて氷水が入ったコップで冷やす。

「何すんだよ、要！」

「……ふん」

　貴矢の抗議を無視してコーヒーを口に運ぶ要。

　昨日のやりとりなんてなかったかのようである。

（仲がいいですね……）

　眠気でぼんやりとしていると、口にフレンチトーストをつっこまれた。




　二日目の午前は自由行動。

　森林浴がしたいという桜の提案で、ホテル周辺の森林浴コースを歩くこととなった。

（………………眠いです）

　暖あたたかい陽ひ射ざしの中、緑溢れる木々に囲まれて時には美しい花に出会うが、正直祀莉はそれどころではなかった。軽やかに遊歩道を歩く桜たちについて行くのに必死だった。

　その間にも襲いかかってくる眠気。足を動かしているうちは大丈夫だろうと思ったが、眠いものは眠い。途中で寝てしまわないように意識を保つのがやっとだった。

（頑張れ、わたくし……）

　昼食を終えたらバスに乗って帰れる。それまでの辛抱だ。

　眠気を我慢しつつ、緑を楽しむ散歩コースをただひたすらに下を向いて歩いていた。

（はぁ……。こんなことならホテルで休ませてもらえばよかったです……あら？）

　ぼーっとする頭を振って顔を上げると、さっきまで隣にいた要たちがいつの間にか数メートル先を歩いている。話に夢中で祀莉が遅れていることに気づいていない。

（追いつかないと……）

　駆け足で距離を縮めようと踏み出した瞬間、小石を踏んでバランスを崩してしまった。

「ひゃ……っ」

　前のめりに倒れていく感覚に冷やっとした。体を支えるため地面に手を伸ばした時、後ろから抱きしめられるようにお腹に腕が回り、膝が地面につく直前で受け止められた。

（ま、また要に助け──……んん？）

　自分に回されている腕がいつもと違うような気がする。

　よくよく考えれば要は背を向けて前を歩いている。

（じゃあ、この腕は……）

　恐る恐る腕の主を見上げる。

「あはは、危なかったねー」

　祀莉を受け止めたのは、一緒にグループ行動をしているもう一人の男子生徒。

　無愛想な要と違い、柔らかい笑顔が女子生徒の間で人気な秋堂貴矢だった。

　その整った顔を近づけながら、驚きで固まっている祀莉に問いかける。

「大丈夫？　祀莉ちゃん」

「あ、はい。ありがとうございます……」

　顔の近さとお腹に回される腕に居心地の悪さを感じながら、祀莉はお礼を言った。




　要、桜、諒華の三人は、進む速度は変わらず会話をしながら歩いていた。

「それでね、今日の朝から西園寺さんの様子が……あれ？　西園寺さんは？」

「え？」

「秋堂君もいないですね……」

　遅れている二人に気づいたのは桜だった。問いかけられた要は桜と反対側を見る。

　隣にいるはずの祀莉がいないことに、慌てて後ろを振り向いた。

　その先には抱き合っている貴矢と祀莉。

　倒たおれそうだった体を支えるために手を添そえている状態なのだが、これまでの経緯を見ていない要には、二人が抱き合っているようにしか見えなかった。

「あいつ……！」

　込み上げる怒いかりを全身で表し、祀莉のもとへと駆け出した。

「貴矢！　何してんだっ！」

　奪うように貴矢の腕から祀莉を自分の方に引き寄せる。

　勢いのまま要の胸に飛び込む形になった祀莉は「ぶふっ」とこもった声を出した。

　背中に腕が回されて、ぎゅっと抱きしめられる感触。

（え……な、ななな何ですか!?）

　その体勢が昨晩のことを思い起こさせた。

　途端に襲いかかる羞恥と後悔の感情が祀莉の心を乱す。

　顔を上げると鬼のような形相の要。

　親の仇かたきを取るような目に、さらに恐怖の感情までもプラスされた祀莉は思わず叫んだ。

「はぅわああぁぁっ!!」

　奇妙な声を発しながら、力の限り要の体を押し退けて数歩後ずさった。

「え……ま、祀莉？」

「こ、ここ……来ないでくださいっ!!」

　手を伸ばし近づこうとする要に、両手を前に押し出して、さらに距離をとる。

　混乱している祀莉は自分の行動を理解できていなかった。

（要に近づくとなんか変です……）

　心臓が跳ねるように鳴り響ひびいて、顔に熱が集まってくるのを感じる。

　呼吸が乱れていつも通りに息ができない。

（わたくし、どうしてしまったんでしょう……）

　対する要は唐とう突とつな祀莉の行動に驚いていた。

　今までも不機嫌な顔を見せた時に怖がられることはあった。

　入学式の日に無理やり、窓から部屋に入れたことが記憶に新しい。

　しかしここ最近は急に触れても暴れることはなく、大人しく腕の中に収まっていた。

　だからこそ今日も貴矢のそばから離すために祀莉を抱きしめるように触れたのだが──。

「……祀莉」

「ひゃあぅっ」

　名前を呼んだだけなのに、祀莉は奇怪な声を上げながら、近づいた距離以上に後ろへと下がった。二人の距離はさらに広がった。

「…………」

　要の表情に不安が広がっていく。

　どうしてこんなに拒絶されているのか、全くもって心当たりがない。




　一方、祀莉は襲いくる眠気に必死に耐えていた。

　瞬まばたきの回数が増え、目を閉じている時間も長くなってきている。

　油断すれば閉じたまま開こうとしない重い目蓋を、どうにか気合いでこじ開ける。

（眠い……ですけど、ここで寝るわけには……）

　葉の隙間から燦さん々さんと降り注ぐ陽射しがチカチカと光って視界を掠める。

　眠気とは別に、その眩しさに反応して目を閉じてしまう。

　それでも寝てはいけないと、無理やり目を開けてうつむいていた顔を上げる。

（……要がいっぱい？）

　目の前がぼやけて、景色が何重にも重なって見えた。

　一度ギュッと閉じて、再び開けてみても同じである。

　要の姿が不自然にぶれていた。

　頭がくらくらする。耳鳴りがひどい。

　しっかりと地面を踏みしめているはずなのに、不意に体の感覚が鈍にぶくなった。

（あれ……？）

　ゆっくりと世界が傾かたむいていく。

（──違う。わたくしの体が倒れて……）

「祀莉……っ！」

　近づいてくる足音と取り乱した要の声。

　ぐにゃりとした感覚の中、ぎゅっと目を閉じた。

「祀莉っ。おいっ！」

　覚悟していた痛みはなく、体を包み込む温もりを感じて祀莉は眠りに落ちた。
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　額ひたいに冷やっとした感触で目が覚めた。

（冷たい……。タオル……？）

　祀まつ莉りは自室のベッドに横になっていた。

　部屋の外はオレンジ色に染まっているので、今は夕方のようだ。

「姉さん、大丈夫？　熱があるみたいなんだけど……」

　体が重く感じると思ったら熱があるらしい。声を出すのも指先を動かすのも億おつ劫くうだ。

「要かなめ兄さんがホテルから直接連れて帰ってきてくれたんだよ。覚えてる？」

「……」

　重い頭を横に振る。頭が混乱して状況が摑つかめない。

　諒りよう華かたちと林を散歩していたはずだ。

　転びそうになって……そうしたら貴たか矢やが支えてくれて、それから──。

（──それから、要に……──あれ？）

　そこまで思い出して、その後の自分の行動に疑問を抱いた。

　要に腕うでを引かれたり、急に羽は交がい締じめにされるのはいつものことだ。

　なのにどうして、要が近づくと逃げたくなったのだろうか。

　ベッドに横になっていてもフラフラとする頭で必死に考えた。

　要に抱きしめられた時、顔が熱くなって、息が苦しくなって……。

　体が反射的に要から離れようとした。

　伸ばされる手に、近づいてくる顔に、服の上からでもわかるがっしりとした体の感触。

　思い出しただけで体が震ふるえる。そうだ、これは──

（要恐きよう怖ふ症しようが再発しました……！）

　過去のトラウマが薄れて、少しくらいなら強気に出られるようになってきた。

　一いつ緒しよに行動することが増えて、近くにいることに慣れてきた──と思い込んでいた。

　昔は怖こわさで体が強こわ張ばって動けなかった。だというのに、反射的に逃げてしまうということは、前よりも症状がひどくなってしまったということだ。

（せっかく平気になってきましたのに……）

　学園では恐おそれていた要の支配もなく、クラスに馴な染じむこともできて楽しめていたはず。

　なのに、急になぜ……。

「あ、そうだ。要兄さんがね──」

「ひゃぁっ！」

「えっ!?　どうしたの、姉さん？」

　隠かくれるように布団の中に潜もぐり込んだ祀莉に、才さい雅がが心配そうな声を出した。

　他人が発した名前だけでもこんなに反応してしまうとは……これはもう重症だ。

　このままでは日常生活に支障をきたしかねない。名前を聞いただけでこれなのだ。

　本人に会ってしまったら、今日みたいに叫んで逃げてしまうに違ちがいない。

（せめて普通に過ごせるように、克こく服ふくしないと……）




　一晩ぐっすり眠って、体調はすっかり回復していた。朝食もしっかり食べられたが、それでもまだ少し熱が残っていたので、今日は休みなさいと母親にベッドへと戻もどされた。

　祀莉としては元気なのに、いつもよりちょっと体温が高いだけで大げさだ。

（行くと言っても許可してもらえないでしょうし、今日は大人しく寝ねておきますか……）

　時計を確認すると、要が迎えにくる時間になっていた。

　カーテンの隙すき間まから外の様子を覗のぞき見る。

（あ、要のところの車……）

　柵さくと庭木で見えにくいが、北ほう条じよう家の車が家の前で停まっていた。

　車から降りようとしていた要に使用人が対応している。

　祀莉が今日は学園を休むと告げているのだろう。

　使用人が後ろに下がって綺き麗れいなお辞儀をすると車が出発した。

　なぜか、ほっとした気分だった。

（今日は会わなくて済みますね……）

　ベッドに座すわって一息ついていると、机の上の携帯電話が震えた。

　充電器に繫つながれていた携帯を手に取って画面を開くと、要からのメールが届いていた。

〝要〟の文字にドキッとしながらも、メールの内容を確認する。

『昨日は疲つかれたんだろ？　今日はゆっくり休めよ』

　一見、祀莉を気き遣づかう内容だったがこれは忠ちゆう告こくだ。

（今日は鈴すず原はらさんと二人でいたいから、家から出るな……ということですね！）

　祀莉がいない今日、休み時間はもちろん昼休みや放課後も一緒に行動できる。

　一番の憂うれいは貴矢の邪じや魔まだが、いまのところ桜に相手にされていないから大丈夫だろう。反はん撃げきもされていたし。

（近くで見守れないのが残念です！）

　校外学習で二人の距きよ離りはぐんと縮まったはずだ。

　グループで行動している中でも要と桜の会話は増えていた。

　告白という一大イベントは失敗してしまったが、まだまだチャンスはある。

（要には頑がん張ばってもらわないと……！）
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　そしてその翌よく日じつ、まだ心配する母親を振り切るように祀莉は家を出た。

　いつもより随ずい分ぶんと早い出発に、使用人たちは驚きながらも支度を手伝った。

　玄関を出て向かう先は──西さい園おん寺じ家の駐車場。

「才雅！　待ってください！」

　通学用に使っている黒くろ塗ぬりの高級車には、すでに運転手と才雅が乗っていた。

　中等部は西園寺邸ていから少し遠いので、いつも祀莉よりも数十分先に家を出ている。

　珍めずらしく早起きの祀莉は、エンジンがかかっているその車に半ば無理やり乗り込んだ。

「姉さん!?」

「一緒に乗せていってください」

「え……でも、要兄さんは？　迎えにくるんでしょ？」

「大丈夫です。ちゃんとメールしておきました」

　迎えにくることがわかっているのに何も言わずに先に行くなんて、さすがにそんな失礼なことはできない。心配そうな顔をしつつも、要にちゃんと連絡が行っているならと、才雅は運転手に車を出すように指示した。

「一緒に登校なんて、小学校以来ですね」

「あ……うん」

　嬉うれしそうに話す祀莉とは逆に、困った顔をした才雅はそうだね、と返事をする。

　鞄かばんの中で携帯が震えていることに気づくことなく、話が盛り上がってきたところで学園に着いてしまった。

「では、行ってきますね」

「無理しないでね？」

「大丈夫ですよ。わたくしは元気です！」

　高等部の校門前で降ろしてもらい、校舎に続く道を歩いた。

　才雅の時間に合わせて家を出たから、いつもより早めの登校だ。

　教室にはまだ誰だれもいないだろう。

（このチャンスに、後ろのスペースに置いてある漫まん画が雑ざつ誌しを読ませてもらいましょう！）

　単行本の最新巻がいいところで終わってしまい、その先の展開が気になっていたのだ。

　数週間分、捨てずに置いてあるはずだから、探せばすぐに見つかるだろう。

　機き嫌げんよく鼻歌を歌いながら、下げ駄た箱ばこの前で靴くつを脱ぬぐ。

　少し離れた場所に表記されている『北条』の名札を見つけて、反射的に体が強張った。

（う……。挨あい拶さつくらいは普通にできるでしょうか……）

　なぜだかわからないが、要に会うと逃げてしまいそうだ。

　そうならないように、きっちりと心の準備をして自分から話しかけよう。

　また少しずつ慣れていけばいいんだから。

　靴を履はき替えて静かな廊ろう下かを歩き出すと、背後に人の気配を感じた。

　腕を摑まれ、進もうとしていた方向とは反対に体を引かれる。

（え……っ!?）

　二の腕に馴な染じみのある感触。祀莉はこの手が誰のものなのかすぐにわかった。

「か、かか、要……っ!?」

　突とつ然ぜん現れた人物に目を見張る。どうしてここにいるのだろうか。

　すでに上履きに履き替えているところを見ると、祀莉より先に学園に着いていたようだ。

　なんの心の準備もなく、出会ってしまった祀莉は思わず逃げ────られなかった。

　しっかりと摑まれた手に引かれて方向転換させられた。祀莉の意志を無視する強い力に転びそうになったが、なんとか踏ん張って持ちこたえる。

「あの、どうしてここに……？」

「…………」

　恐おそる恐おそる疑問を口にする。

　問いかけられた要は何も答えず、無表情で教室とは逆方向に歩き出した。

　腕を摑まれている祀莉は駆け足気味で、要についていくしかなかった。

（えええっ!?　どういうことですかぁっ!?）

　強くはないがしっかりと摑まれている手は、祀莉の力では振りほどけそうにない。

　どこに連れて行かれるのだろうと不安に思いながら、祀莉は要の背中を追っていた。

（この先にあるのって四し方ほう館かんくらいですよね……？）

　予想通り、校舎から渡り廊下を経てそのまま四方館の中に入った。

　朝にこの建物に来るのは入学式以来だ。

　放課後とは違う雰ふん囲い気きに、本当に同じ場所なのかと不安になる。

（どうして四方館へ……？）

　照明をつけることもせず、部屋は暗いまま。

　窓から入る光だけが照らす薄暗いこの空間は、どうにも居心地が悪かった。

「……」

　要はまだ無言のまま。

　部屋の中央まで進んだところで、摑まれていた手が解放された。

　沈ちん黙もくの空気に耐えられず、祀莉はおずおずと要に声をかける。

「あの……要。わたくし、メールしましたよね？」

　背中を向けて立ち止まったままの要が負のオーラを漂わせて振り返る。

（ヒィ……っ！）

　普段以上につり上がっている目が祀莉を捉とらえる。

　威い圧あつ感かんのある表情で高い位置から見下ろされ、ビクッと体が震えた。

（なんで怒おこってるんですかっ!?）

　その表情のまま一歩、また一歩と要は祀莉に近づいてくる。

　元々近い距離がどんどん詰められていく。

（え、えええぇっ……！）

　持っていた鞄を胸元で抱きしめながら、適度な距離を保とうと、祀莉は後退した。

　当然ここは部屋の中で、後ろに下がるには限界がある。

　何かが足に当たったと思ったら、要に正面から軽く肩かたを押された。

「え……、きゃあっ!?」

　ボスンッと音を立てて、柔やわらかい感触が祀莉の体を受け止めた。

　要に追いつめられていた祀莉は気づかなかったが、後退していく先にはソファーが置いてあった。ソファーの肘ひじ掛かけに足をとられ、バランスを崩くずして倒たおれそうになっているところを、さらに要の一押しで仰向けに倒れ込んだのだ。

　祀莉は今、ゆったりとした三人掛けのソファーに寝転がっている状態だった。

　起き上がろうとするのを阻そ止しするように、要が覆おおい被かぶさってきた。

「メールって──」

　そう言いながら、左手を祀莉の顔の横に置いて逃げ場をなくす。

　もう片方の手をズボンのポケットに入れてスマートフォンを取り出した。

（ち、ちち、近いです……っ！）

　どうやっても逃げることができなくなり、鞄をさらにギュッと抱え込む。

「──これのことか？」

　目の前に差し出されたのは、スマートフォンのメール画面。

　そこには『しばらく距離を置きましょう。今日は家の車で登校します』の文字が並んでいた。今朝、祀莉が要宛あてに送ったものだ。

「どういうことだ？　距離を置くだなんて、いったいどうしたんだ？」

「えっ……と」

　どういうことも何も文字通りなのだが……それ以上にどう説明しろと？

　要はもっと桜さくらと一緒にいたいだろうし、祀莉は祀莉で要恐怖症を少しずつ克服していきたいと思っている。それをどう伝えようかと悩みながら差し障さわりない言葉を口にする。

「要にはわたくしが邪魔だと思いまして……」

「一昨日のことは気にするな。熱があって気が動転してたんだろう？」

「え……？」

「朝からおかしいと思ってたんだ。織おり部べと鈴原も気づいて俺おれに相談してきたし……」

「熱……おかしい……」

（っ！　──そうですか！　熱があったから体が変だったんですね！）

　祀莉は体が丈夫ではないが、熱を出して寝込むなんてことはあまりなかった。

　でもそれは激しい遊びや旅行もろくに行ったことがないから、体が激しく疲れることがなかっただけ。今回のように急な環境の変化でストレスが溜たまって、ぶっ倒れるなんて初めてのことだった。

　経験したことがない感覚に戸と惑まどって、勘違いしていたようだ。

　現に、今は要と向き合っていても平気だった。

　よくわからないドキドキはあるが恐怖ではない。

　要恐怖症の再発ではなかったようだ。

（なんだ……そうだったんですね）

　ぐるぐると考えている中で、〝もしかして、わたくしは要のこと……〟なんて思ったりもしたが、それはただの熱のせい。

　第一、要は桜と結ばれるんだ。

　今いま更さらそんな感情が芽生えても意味がない。

（大丈夫です。わたくしは要のことを好きにはなりません……）




　──好きになっては、いけないんです。




「俺は……一緒にいたい」

「……え？」

　祀莉が自己完結したところで要がぼそっと呟つぶやいた。

「お前と一緒にいないと、俺はその……不安で……」

「要……？」

　だんだんと小さくなっていく声に一生懸けん命めい耳を傾かたむける。

　数カ月前、ケーキの話をしていた時と同じだ。照れているように見えるが、どうにも表情が確認できない。

　要の反応から彼かれの言いたいことを推すい測そくした。

（──わたくしを見張っておかないと、不安だと言いたいんですね！）

　以前、桜に対していろいろやらかしてしまったから、さらに要の警けい戒かいが強まったんだろう。

　祀莉にその気はないのだが過去の過ちは消えない。

　もう桜に手出しはしない、大丈夫だと言っても信じてもらえないだろう。

　ならば要の納得のいく形で事をおさめよう。

「わかりました。今朝の言葉は取り消します。要が一緒にいたいならそれでいいです」

「──そうか。よかった……」

　ほっとしたように、要の体から力が抜けたのを感じた。

　仲なか違たがいをしていたわけではないが、仲直りできたような気持ちだ。

　同じクラスなのにギクシャクするのはお互い疲れるからこれでよかったと思う。

　さて、そろそろ教室に行かないと遅刻になってしまう。

　早めに登校したとはいえ、時間は経たっているはずだ。

「…………」

「…………」

（……んん？　どいてはくれないんでしょうか？）

　いや、それどころかだんだんと顔が近づいてきているような……。

　表情が見えないから、いったいどういった了見で顔を近づけているのかわからない。

　要が落とす影で視界が全く見えない状況に動どう揺ようする。

（え？　……えぇっ!?）

　思わずギュッと目を閉じる。

　要の長い前まえ髪がみが目蓋まぶたに触れるのを感じて祀莉は心の中で叫んだ。

（な、なにが起こってるんですかああぁ────!!）

　──あと数センチ。

　唇くちびるが触れそうな距離で予鈴が鳴った。

　鼻先が触れるか触れないかという位置で、迫せまっていた要の顔はぴたっと止まった。

　そろ……と閉じていた目を開けたが、視界は薄暗い。

　部屋に響ひびく音が鳴り止んでも、要は距離を保ったままだった。

（顔！　要の顔が……っ！）

　少しでも顔を浮かせればキスしてしまいそうな近さに、頭の中がパニックになる。

　この体勢をどうにかしなければと、震える唇で訴うつたえかけた。
















「ああ、あの……要！　よ、予鈴が……っ」

「──チッ」

　舌打ちとともにのしかかっていた体が離れた。

　目の前に空間ができたことに胸を撫なで下ろす。

　ソファーの影から出て見ることができた要の表情は、とても不ふ機き嫌げんなものだった。

（うわあぁ……！　怒ってます！）

　もしかして今のは何かの八つ当たりだったんじゃ……。

　きっとそうだ。腹いせに頭ず突つきでもしようとしていたに違いない。

　だからゆっくりと顔の位置を調整していたんだ。

　予鈴のおかげで痛い思いをしなくて済んだ。

（今、頭に衝しよう撃げきを与えられたら、せっかく覚えた英単語が……）

　助けてくれた予鈴に感謝しつつ、上半身を起こした。

「ほら、立てるか？」

　ソファーに座ったままの祀莉に要が手を伸ばした。正直、体の力が抜けてまだしっかり立てそうにないので、この場はありがたく手を借りることにした。

「ありがとうござ──ぶふ……っ」

　要の手を借りてソファーから立ち上がった──まではよかった。

　強く引かれた体は前のめりに倒れていき、要の胸に顔をぶつける形で受け止められた。

「す、すみません……」

　声が裏返りそうになりながらも、謝罪の言葉を口にした。

　慌あわてて離れようとすると、要の両腕が包むように背中に回った。

　体が密みつ着ちやくして、抱きしめられる感触に鼓こ動どうが大きく跳ねる。

　動揺のあまり持っていた鞄を床ゆかに落としてしまった。

「あ、ああ、あの、要!?」

「髪がボサボサ。整えてやる」

　ソファーに仰向けになっていたので、少し髪が乱れてしまっていたらしい。

　それが目についたようで、要は髪を梳すくようにして指を絡めた。

「いえ、それくらい自分で──」

「じっとしてろ」

「……はい」

　反論を許さぬ物言いに、祀莉は反射的に〝気をつけ〟の姿勢をとった。

　乱暴に髪を梳かれると思っていた要の手つきは、思いの外優しいものだった。

　実は鞄の中に櫛くしが入っているのだが、今更それは言い辛づらい。

　なぜ早く言わなかったと怒られそうなので黙だまっていることにした。

「これでいい。急ぐぞ」

「は、はい！」

　要は二人分の鞄を片方の手で持って、空いている方の手を祀莉に伸ばした。

　四方館から出て、早足気味に廊下を進む。

　手を引かれた祀莉も小走りで後ろをついていく。

（遅刻なんて格好悪いところ、鈴原さんに見せられませんものね……）

　校外学習の様子では貴矢の方が積極的に動いていたように思える。

　要にはこれからもっともっと頑張ってもらわないといけない。

　前世で読めなかった小説の続きを目もく撃げきするという野望を叶えるために。

　そのためにも自分の役割を理解してストーリーを順序よく進めていかなくては。

「要。わたくし、もっと頑張りますから！」

「え？　あ、あぁ……。わかったからもう少し速く歩け」

　唐とう突とつな祀莉の宣言に首を傾かしげつつも要は頷うなずいた。

　それを同意と受け取った祀莉の瞳ひとみは、ますますやる気に満ちていった。

　何がなんでも物語の最後を……絶対に二人のハッピーエンドを見届けるのだ！

　その時を夢見て──。




（悪役令れい嬢じようとして、ヒロインと要をくっつけてみせます！）





〈ｆｉｎ〉
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　はじめまして。枳き莎さと申します。

　この度は本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　鈍どん感かんで思い込みの激しい女の子が勘かん違ちがいして突つっ走ぱしる、というお話を書いてみたいと思い、形にしてみたのがこの作品になります。楽しんでいただけましたでしょうか。

　悪役令れい嬢じようになりきれない──残念なことに、それが祀まつ莉りです。

　ライバルとしての役目を果たそうと奮ふん闘とうしますが、空回りして想定していたものと違う結果に。そんな祀莉の空回りっぷりは書いていて楽しかったです。

　ＷＥＢ版では初めの方は要かなめの評判が悪かったのですが、だんだんと「要が可か哀わい想そう」という意見が多くなり、最近では「要が報われますように」と、彼かれへの応おう援えんの声をいただくことが増えてきました。書籍版のみを読んだ方はどう感じられたのか気になります。




　神様はいるんでしょうか……と思う瞬しゆん間かんがありました。

　突とつ然ぜんですが、私は京都に住んでおりまして、たまに有名な神社やお寺巡めぐりに行きます。

　年が明けた頃ころに、積雪日限定ライトアップがある神社へ行き、そこで縁結びのお守りを購こう入にゆうしました。

　特に深く考えず、何かいいご縁があるかも……と軽い気持ちでした。

　すると驚くことに、一カ月もしないうちに書籍化のお話をいただきました。

　こんなにもすぐに縁を運んできてくださるとは、さすが縁結びの神様……！

　さらに奇跡は続きます。尊敬するイラストレーターであるアオイ冬子先生が、本作のイラストを担当してくださることに！　もう舞い上がりました！

　キャラクターを魅み力りよく的てきに描かいていただけたこと、心から感謝いたします。

　また、何もわからない私に丁てい寧ねいに指導してくださった担当様。とても心強かったです。

　作品をもっとよくするためにと、いただいた助言はとても勉強になりました。

　誤字脱字の多い原げん稿こうを綺き麗れいに修正してくださった校正様や、本作に関わってくださった皆みな様さまに対しても、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

　神様からいただいたご縁が、この本を手に取ってくださった皆様へと繫つながっていきますように。





枳莎



























　祀まつ莉りがやむを得ず要のジャージで帰宅してから数日が経った。

「ねぇ、祀莉。私も四し方ほう館かんに行ってみたいんだけど。今日行ってもいい？」

　ホームルームを終えたところで諒りよう華かが言った。

「えっ!?　それはその、え～と……」

　突とつ然ぜんの申し出に祀莉は曖あい昧まいに返事をする。

「え、何？　鈴すず原はらさんは招待したのに、私はダメなの？」

　あまりいい反応をもらえなかった諒華は不服そうな顔をした。

「いえ、そうではなくて、その……一日待ってください！　散らかってますので！」

　そう言い残して、祀莉は一いち目もく散さんに四方館へと向かった。

　諒華を招待するのは構わない。問題なのは〝今日〟ということ。

（今、四方館に来られるのはちょっと……！）

　散らかっているからと説明したが、あながち間ま違ちがってはいない。

　昨日は下校時間ギリギリまで読書をしていたので、本ほん棚だなに入れようと思っていた漫まん画ががテーブルの上に置きっぱなしになっている。諒華にそれを見られるのはまずい。

　四方館に到とう着ちやくした祀莉は、さっそく放置していた漫画を手に取って本棚へと近づいた。

　カムフラージュの辞書の後ろに隠かくすように配置する。これで一安心……と思ったが。

（図ず鑑かんと辞書で隠しているとはいえ、ちょっと不安ですね……）

　注意深く観察されたら、隙すき間まから奥おくの本が見えるんじゃないかと心配になった。

　そこで、念には念を入れて見えにくい場所──一番上の段に移動させようと考えた。

「ん～～～、ぐぐぐっ」

　しかし、背の低い祀莉では背伸びしてやっとの高さ。腕うでを精いっぱい伸ばして奥の列に漫画を並べ、次にそれを隠すように前列に辞書や図鑑を並べていく。

「さすがに腕が疲つかれてきました……──きゃあっ!?」

　重い辞書を抱え、背伸びをしながら並べていたせいか、バランスを崩くずしてしまった。

　体は後ろへと傾かたむいていく。祀莉の身体能力では体勢を整えることは難しい。

　床ゆかに背中を打ち付ける──と思った瞬しゆん間かん、温かい何かに包まれた。

（…………あら？　痛いたくない………──って、要!?）

　そっと目を開けると、息を切らせてひどく焦あせった表情をしている要と目が合った。

　漫画のことで頭がいっぱいだったので、要のことなどすっかり忘れていた。

「え、あ、あの……っ、ありがとうございます」

　背後から包み込むように支えられていたおかげで、痛い思いをせずに済んだ。

「……ったく、心配させるなよ……。びっくりしたじゃねーか」

（心配……。要が？　わたくしを？）

　そんなはずはない。別のことを言っているのだと考えを巡めぐらす。

（──あ！　わたくしが急に出ていったので、また何か企たくらんでいると思ったんですね！）

　先日の桜を呼び出した事件。きっとあれで要の警けい戒かい心が強まったのだろう。

「心配しなくても大丈夫ですよ。今日だって先に帰ってもよかったんですよ？」

　自分なんかに気を取られてないで、桜を誘さそって帰ればよかったのに。

「は？　何言ってんだ。そんなことできるわけないだろう」

　何を馬ば鹿かなことを言っているんだ、とでも言いたそうな顔である。

（そんなにわたくしは信用ならないんですか!?）

　思っている以上に要の警戒心は強いようだ。

「で、何をしていたんだ？　こんな高い段に置く必要ねーだろ」

「諒華がここに来たいと言っているので、漫画を見えにくい位置に移動させようと思ったんです。それで、ちょっとバランスを崩してしまって……」

「ふ～ん……」

　祀莉の背中に手を添そえて支えていた要は、反対の腕を膝ひざの裏に回して、勢いよく立ち上がった。いわゆる〝お姫ひめ様抱っこ〟で祀莉は抱えられていた。

「な、何を……っ!?」

　持っていた本だけは落とさないようにと、両手でギュッと胸に抱え込む。

「要！　あの、降ろしてください！」

「このまま抱きかかえていてやるから、さっさとその本を並べろよ」

「え!?　でも…………。うぅ……」

　降ろしてもらえる気配はないので、諦あきらめて抱えていた辞書を上段に並べた。

「まだあるんだろ。ほら、隠さないとタイトルが丸見えだぞ？　『恋こいする乙女おとめは──」

「わ、わかりました！　もう、やめてください！」

　タイトルを読み上げられて恥はずかしくなり、慌あわてて下の段にあるカムフラージュ用の図鑑を手に取った。なぜこんなことに……その言葉がぐるぐると頭の中を駆かけ巡めぐる。

（わたくしはただ、本棚を整理したかっただけなんです……！）

















著

枳莎

Kisa




京都府在住。

風景や植物の写真を撮るのが好きです。

とても楽しいのですが、使っているデジタル一眼レフカメラが重くて、翌日は必ずと言っていいほど筋肉痛になります……。運動しないとですね。










イラスト

アオイ冬子

Huyuko Aoi




学園ものだー高校生だーととてもフレッシュな気分で絵を描かせていただきました。

めったに描かないセーラーカラーの制服が楽しかったです。

黒髪女子は……いいぞ！　（力強く）



















イラスト／アオイ冬子

デザイン／小菅ひとみ（CoCo.Design）












電子版　ビーズログ文庫アリス







悪あく役やく令れい嬢じようとしてヒロインと婚こん約やく者しやをくっつけようと思おもうのですが、うまくいきません…。








枳き莎さ
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